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　目の前にいた人は、真まつ黒くろだった。

　この国には黒髪が多いけれど、それにしても黒い。

　黒いズボンに黒い靴くつ。黒い上着の上にはすべてを覆おおうように黒いマント。フードまで付いていて、表情も見えないくらい深く被かぶってしまうとすべてが黒い。

　リイファがその姿に目を瞬まばたかせていると、黒い人の口元が見えた。それは両端が上がり、まるで黒い中で微笑ほほえんでいるようだ。

　笑った口が開いた。

「君の記き憶おくを貰もらったよ」

　流れ出た声もとても楽しそうだった。

　マントの裾すそから出てきた手も、黒かった。黒い手て袋ぶくろをしていた。

　人差し指を立てて、リイファの視線をそこに集める。

「記憶が欲しければ、追いかけておいで。僕は、始まりの町にいるから」

「始まりの、町」

　確認するように繰くり返したリイファに、黒い人は口端を上げた。また笑ったようだ。

「君の記憶は大事なものかな。なくても生きていけるのかな。ときどき、記憶を奪うばってと強ね請だられるんだ。だから僕は記憶を貰う」

　ふわり、と風が地を吹き上げるように舞うと、黒いマントが流れるように浮いた。

　それと一緒に見えた黒い人の足は、地に着いていなかった。

「君は追いかけてくる？　取り戻したい？」

　大事な大事な、記憶だった？

　最後に耳に届いた声は、本当に聞こえたのかどうかリイファには解わからなかった。

　大きく風が舞い上がって、黒い人はそれに乗って消えてしまったからだ。風の勢いきおいに目を瞑つむって、その最後をリイファが見ることはなかった。

　そしてそのまま、リイファはゆっくりと崩れ落ちる。

　リイファの最後の記憶は、やっぱり黒かった。







　皇こう国こくインロンは、大地のほとんどを統すべると言われている大国だ。

　インロンにおいて、栄えている町は四つ。

　始まりの町、フェイフー。どこよりも早く日が昇のぼるその町は、神の降りる地として神しん教きよう徒とが多く集まる。信者の多さにより、町を統べる東とう主しゆより神教の教きよう祖その力が大きい町だ。

　氷と行き止まりの町、テンクゥ。皇国において最北まで延のびるその町は、一年のほとんどが雪と氷に覆われている。その向こうには、何も存在しないと言われている町だ。

　交こう易えきの町、サイエン。西側諸しよ国こくに面した町は、他国との貿易が盛さかんで、皇国の民と他国の民が混ざる場所でもある。新しいものが最初に始まる町とも言われており、常に賑にぎわいを見せている町だ。

　海と終わりの町、ヤンジー。港に付ふ随ずいする町は、海と共に生きる民が多い。海の恵みを頂き、海のお蔭かげで生きている町だ。しかし誰も、海の向こう側へ行こうとは思わない。その向こうは、果てしない底が待っているとされるからだ。

　そしてその四つを統べる都、ザーラン。インロンの皇こう帝ていが在ざいし、皇こうの都と呼ばれている。

　皇帝はインロンのすべてを知り、すべてを操あやつり、すべてを奪い、すべてを育む、尊とうとき方。

　民の誰もが、皇帝を敬うやまい、皇帝に守られている。

　それが皇国インロンだった。

　その皇帝の御お座わすザーランの町の片かた隅すみで、ひそかに婚こん礼れいが行われていた。

　招待客も居おらず、町にいくつかある誓ちかいのための祠ほこらの、もっとも小さな祭さい壇だんで行われた婚こん姻いんの儀ぎ式しきだった。

　花嫁の名前は、リイファ。今年十八となり、成人を迎えたばかりだ。

　花婿の名前は、シェイ。二十六になる青年は、絶えず微笑んでいるようだった。

　誓いの紙に名前を書くと、瞬またたく間まにそれは燃え上がり、赤から金色の炎となって、ふたりの前で円を描いて踊り、煌きらめいて丸くなると、ふたつの指輪になって祭壇に残った。

　ふたりはそれぞれ、左手の小指にそれを嵌はめて、婚姻が成立した。
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　リイファは真まっ暗くらな中から意識を取り戻し、重たい瞼まぶたをゆっくりと上げた。

　深い眠りから覚めたようで、思考がはっきりしていない。何をしていたのかも解わからないが、霞かすむ視界がはっきりしてくる頃、その中に広がったのはひとりの男の姿だった。

　逃げなきゃ──

　どうしてそう思ったのかは解らない。だがリイファは咄とつ嗟さにそう思うと、それまで転がっていた身体からだを跳はね起こし、走り出そうと足に力を入れた。

　しかし実際に走ることは出来なかった。

「いきなり動いちゃ危ないよ、リイファ」

　転がっていたリイファを覗のぞき込むようにしていた男が、肩を押さえて動きを止めさせたからだ。

　その力は強く、リイファは一瞬焦あせりを感じたものの、心配そうにリイファを見る男の姿に眉まゆ根ねを寄せ、見間違いではないのかと何度か瞬まばたく。

「どうしたの？」

　それはこっちの台詞せりふだと言いたかった。

　男の姿は普通の衣い装しようではなかった。

　白地に白い刺し繡しゆうの上衣は、袖そで口ぐちや襟えり元もとに赤い糸で縁ふち取どりの刺繡が施ほどこしてある。白い刺繡は華やかで、よく見れば手の込んだ上等なものだった。コートのように男の踝くるぶしまである長い上着は、まるで婚こん礼れい衣裳のようだとリイファは気付いた。

　地に膝ひざをついているせいで汚よごれているのも気にしていないようだが、確かにそれは人生で大事な日に着るための衣装に違いなかった。

　そんな服に身を包つつみ、リイファを心配するように見ているこの男。

　この男は、いったい誰？

　リイファはそれが解らず、混乱する状況にさらに不安が渦うず巻まいて、自分がまるで得え体たいのしれない何かになったかのように身み動じろいだ。

「リイファ、頭を打った？」

　しかもこの男は、リイファを知っている。

　リイファはもう一度目を瞬かせ、目の前の相手が幻まぼろしではないと確かめると、改めてその姿を確認する。

　男は花婿だった。

　短いがさらりと揺れる紺こん色いろに近い髪は、指通りがとても良さそうに思えた。目は見事に左右対たい称しようで綺き麗れいな金色に輝かがやいている。鼻はな筋すじもすっと通っていて、つまりとても見目良い花婿なのだ。

　それが心配そうな顔になり、リイファを確かめるように手を伸ばしてくる。大きな手が視界を覆おおうように近付いて、リイファはびくりと身体を揺らし、思わず退しりぞいた。
















「リイファ、どうしたの？」

　驚いた男に、やはり同じように訊たずねたいと改めて感じた。

　そこでリイファは、ようやく自分が声を出せることを思い出し、からからに乾いた口を開いた。

「貴方あなた──誰？」

　自分の中に焦りが膨ふくらむのを抑おさえられなかった。それをどうにかしたいと、舌したで何度も唇くちびるを舐なめ、何も飲んではいないのに喉のどを鳴らす。しかしリイファが落ち着くことはなかった。

　喉は渇かわいているのに、背中にひやりとした汗が伝うのを感じる。

　知らない相手に心配される自分は、いったい何をしたのか。何があったのか。

　これほど不安になるのは、まずこの男が婚礼衣装に身を包んでいるというのが大きい。

　リイファが混乱の中で必死に冷静さを保たもとうとしているのに、花婿はまるですべての真実が変わらずそこにあるとでもいうように、それを疑わない笑顔で笑って答えた。

「嫌いやだなぁリイファ。自分の夫を忘れたの？　僕たち、結婚したばかりじゃないか」

「──え？」

　何を言っているのだろう、と最初は花婿の言葉の意味すら理解出来なかった。

　しかし、まだ尻しり餅もちをついた状態の自分の姿を改めて見て、リイファは目を覚まして花婿を見たとき以上に、驚きよう愕がくに包まれた。

「──はあぁぁぁ!?」

「わぁ、すごい驚きよう。いくら僕でも傷きずついちゃうよ？」

　驚きをそのまま声に出したリイファだが、まったく傷ついていない笑顔で花婿に言われても、納なつ得とく出来なかった。

　この知らない花婿の言う通り、自分の姿は、まるで対ついのように花嫁衣裳そのものだった。







　リイファがどうにか落ち着きを取り戻したのは、男が取っているという宿屋の一室に戻ってからだった。

「つまり──私たちは、ふたりだけで、婚こん姻いんの儀ぎ式しきをしたというわけね？」

　リイファは確かめるように、頭で理解するように口に出して状況を問うたものの、内心はまったく納得していなかった。

　見知らぬ花婿は、シェイと名乗り、混乱の中にいるリイファにこれまでのことを話した。

　つまり、ふたりが出会ってからどうやって結婚したかを、だ。

「そうだよ。もう少しも待てなかったからね」

　にこにこと嬉うれしそうな顔を崩さない花婿は、リイファに記き憶おくがないと理解しているのか怪あやしくなるほど冷静に、ただ結婚したという事実を喜んでいるだけの男に見えた。

　その様子がリイファにはさらに怪しく見えるのだが、シェイは気にならないようだ。

　彼が言うには、ふたりが出会ったのはほんの五日前だという。シェイは一目でリイファを生しよう涯がいの伴はん侶りよだと見定め、求婚をした。最初は戸と惑まどったらしいリイファだが、最終的にはシェイの想いを受け入れ、そして気持ちが冷めやらぬうちに、婚姻証明書である誓せい紙しを用意し、あの人ひと気けのない祭さい壇だんで誓ちかい合った。

　その結果が、確かにリイファの指に嵌はめられている。

　リイファの左の小指に、見間違えようもない証しよう拠ことして残っていたのだ。誓いを破らない限り、この指輪は生涯外はずすことはないもので、神しん聖せいなものでもあった。

　リイファは自分の指を見つめながら、その視線が厳しいものになっているのを自覚した。

　記憶がないのは確かだが、リイファは自分がそんな軽けい率そつとも取れる行動をしたことが信じられなかったからだ。

　いったい、この指輪を嵌める前の自分は何を考えていたのか。

　リイファは相手を疑ってかかるわけではないが、何より自身は疑っても構わないだろうと、金色に輝く指輪をそっと撫なでる。

　知らず、ほっと息もついた。記憶がないことは解るものの、この世界の常識は忘れているわけではないと解ったからだ。

　だからなおさら、記憶がない事実に不安になるのだが──そして改めて花婿を見てみた。

　リイファに見つめられたことで、何が嬉しいのか目を細めているシェイは、本当に不思議な男だった。

　まず、顔立ちが整いすぎているというのがある。そして、紺色の髪は艶つややかで、左の耳には赤い耳みみ飾かざりがあった。なおかつ、身に着けている花婿の婚礼衣裳は、リイファが着ている花嫁のものと合わせても、決して安いものではない。

　出会って五日間。

　その間に、彼はそれらを用意した。そして人気がない場所とはいえ、祭壇で婚姻の儀式を挙げてしまえる力がある。

　リイファは記憶を持っていないものの、自分にそんな財力があるわけではないということだけは、はっきりと理解していた。

　この国で裕ゆう福ふくな暮らしをしていたわけではないのだろう。さらに成人してすぐ、出会ったばかりの人と結婚するような性格ではない気もした。

　なにより、ふたりきりの儀式で、どちらの家族も友人も見当たらないというのも不ふ審しんすぎる。

　まるで何かから隠れるような行為だ。

　何から、逃げてるの──？

　リイファは何故かそんな疑問が沸わき上がったが、それよりシェイを前にすると、この花婿をどうにかするほうが先だと考え直す。

　知り合った期間が短くても、ぼんやりとした記憶しか持たないリイファより、シェイのほうがきちんと記憶を持っているのも確かなのだった。

「……あの、結婚したばかりだっていうのは解ったけれど、まだよく解らないことが多いの。質問してもいい？」

「なんでもどうぞ？」

　あまりににこやかに受け答えられて、リイファはこの花婿は頭が少し緩ゆるいのではないだろうかと心配してしまう。しかし、シェイの左耳に付いた紅こう玉ぎよくの耳飾りを見て、ふいに思い出した。

　それは、魔ま術じゆつ士しの証あかしだった。それも皇こう軍ぐんに所しよ属ぞくする証明だ。

　リイファはどうして今思い出したのか、不思議に思いながらも驚いてそれを見つめる。

「貴方──魔術士なのね？」

「そうだよ。皇軍第三部隊所属になるね」

「そ……そうなの」

　あっさりと肯こう定ていされて、リイファは動どう揺ようを隠せなかった。

　どうして自分がこんなにも動揺しているのか解らなかったが、一瞬押しつぶされるほどの不安に襲おそわれたのは事実だ。

　自分は、軍人である魔術士と結婚した。

　その事実は、どうやらリイファにとって複ふく雑ざつなもののようだ。

　皇こう国こくインロンは巨大な国である。世界の国々から見ても歴史は古い。インロンを統すべるのは皇こう帝ていであり、その治ち世せいに欠かせないのは皇帝の意を汲くみ、治ち安あんを守る皇軍だった。

　彼らは厳しく統とう率そつされ、存在は国の誉ほまれでもあり、国と民を守ることを第一とする使命は国民の憧あこがれでもあった。

　その中でも一般の軍人と違い、魔ま力りよくを扱あつかえる魔術士は格かく別べつな扱いだ。

　魔術には様々な種類の力があるとリイファも聞いたことはあったが、その誰一人として、位が低いものではないことも知っている。

　魔術士は扱う魔力の種類で能力が判はん別べつされるが、その中でも一番有名なのが治ち癒ゆ士しだ。

　普通の人には出来ないことが出来るのが魔術士と言われるものだが、どんなことが出来るのか、実際に各魔術士に問わないとその能力は解らない。

　魔術士という肩書があれば、地方の村であっても、皇こうの都であっても下にも置かない扱いを受けて当然の存在だった。

　そんな人と、リイファは結婚している。

　そのことにどうして動揺せずにいられようか。

　リイファは記憶がなくても、ただの人であることは確かだ。それくらいは解っていたし、自分に魔術を使えるような力があるのなら、記憶を失なくすような事じ態たいにも陥おちいってはいないはずだった。

　本当に何を考えていたのだろうと、誰より自分が怪しい人間になったようで、リイファは頭を抱かかえたくなる。

　それでも魔術士は、治癒士より希き少しようではない。

　魔術士は軍人の中に、少なくとも一軍の中に一割はいると聞いたことがある。

　対して、治癒士はその一割の中のさらにひとりいるかいないかという存在だ。

　治癒士は、その名の通り、傷や病気、人間に罹かかるすべての災わざわいを治してしまう力を持つ。

　治癒士になれば、一生食うに困らないどころか、最高の暮らしが約束されているほど裕福になれるだろう。

　それほど珍しい彼らは、国の中でも扱いが違った。

　魔術士や治癒士は遺い伝でんではなく突とつ然ぜん変へん異いで生まれるもので、多くは生まれて五歳ほどまでに力が発はつ現げんすると言われている。

　魔力を持った子供は、国の管理下に置かれ、力を巧うまく使えるように教育を受ける。そうした魔術士は皇軍に入ることが多いが、治癒士は各自治ち療りよう院いんを開くことが多い。

　理由は明白だ。そのほうが、実入りが多いからである。

　皇軍に入れば軍人のひとりとなり、与えられる給きゆう与よは位に合ったものになる。それでも一般の軍人とはかけ離れているだろうが、市し井せいで治療院を開くことを考えれば比べものにならない。

　それはこの世界では当然のことであり、リイファは相手が魔術士だったことに安あん堵どすればいいのか、怯おびえればいいのかがまだ解らず、困こん惑わくを隠せないままシェイを見つめた。

「どうして魔術士が私と……結婚を？」

　訊きかれたシェイの答えは明確だった。

　とても嬉しいことを訊ねられた子供のように顔を輝かせたのだ。

「僕がリイファを愛してるからだよ！」

「……っ」

　あまりに直球な答えで、リイファはそれを素直に受け止められるほどシェイに想いを持っているわけではなかったため、顔が熱くなるのを止められなかった。

「一ひと目め惚ぼれだって、言ったよね？　初めてリイファを見たとき、僕は稲いな妻ずまが落ちたかと思ったんだよ。リイファはすごく可か愛わいくて、こんなに愛らしい女性は初めてだと思った。話してみると声も可愛いし、とても素直で、僕はたちまち夢中になった。リイファはまさに僕の女神だよ。こんな出会いを、僕が無視できると思う？　他の誰かに盗とられるのを見ていられると思う？　だから僕はリイファに求婚して、僕のものにして、ずっとふたりで」

「ま、待って、もういいわ、少し落ち着いて」

　リイファは長く続きそうな熱い告白を受け止めて、赤かった顔をさらに赤くしていた。

　今なら湯ゆ気げすら出ているかもしれない。

　記憶を失くす前の自分が何を考えていたのかは解らないが、たぶんおそらく、この勢いきおいに負けてしまったのではないかと思う。

　まさに今と同じように。

　リイファは聞いているだけで恥ずかしくなった花婿の想いを受け止められる自信がなく、慌あわてて止めたもののすでに自分の許きよ容よう量りようがいっぱいになっているのを感じた。

「あの……もう、解ったわ、それくらいで、落ち着いてちょうだい」

「そう？　リイファへの想いを言葉にするなら、まだこれからなんだけど……」

　まだ続くの!?

　これ以上何を言われても、リイファの心臓のほうが持たないだろう。すでに脈みやく拍はくも速く、そばにいるシェイに煩うるさく鳴り響く心臓の音が聞こえてしまいそうだった。

　勢いを止めるつもりでシェイに手を翳かざしてみたが、シェイはそれをどう受け取ったのか、自分の手に握り込み、身体をぐっと近付けた。

「……っ!?」

　突然至し近きん距きよ離りになって驚いたが、間近で見てもシェイの顔は整っていた。それでさらに脈拍が跳ね、リイファは息が止まる。

「言葉はもういいなら……身体で？」

「────っ」

　宿屋の椅い子すに座ったままの身体が傾き、危あやうく落ちるところだった。

　隣となりに座っていたシェイはそれに気付いていたのか、自分に引き寄せてさらに迫せまってくる。

　そうだ、結婚したのだ。

　結婚したからには、ふたりはもうただの男と女ではない。リイファは改めてその事実に気付き、近い距離にある異性の身体と囁ささやかれた低い声に思考が真っ白になった。

　しかし近付いてきた顔に、咄嗟に自分の顔を逸そらす意思はあったようだ。

「ん」

　ちゅ、と音を立ててシェイの唇が当たったのはリイファの頰ほおだった。

　それだけでもリイファは緊きん張ちようと恥じらいで真っ赤になり、声も出なかったのだが、シェイの気持ちとはずれていたのか、初めて笑顔を曇くもらせた。それも怒りというより、子供が拗すねているような表情だ。

「リイファ？」

「待って──だって、忘れたの!?　私は記憶がないの！　貴方を知らないのよ!?　いくら結婚したって言われても、知らない人と私──」

　何をするというのか。

　結婚した夫婦の営いとなみを考え、リイファはそれだけで声が凍こおり付く。

　シェイは唇を尖とがらせたものの、リイファの言い分を理解したのか、残念そうに──本当に残念そうに、恨うらめしい目をリイファの唇に向けながら身体を引いた。

「結婚したのに……」

　そんな顔をされても、無理なものは無理だ。

　リイファは自分の理性を総動員させて、どうにか意思をはっきりさせる。

　顔はまだ赤いだろうが、何度か深呼吸を繰くり返し、冷静な声を出した。

「それでも、私は結婚する前の私ではないの。私は──そう、自分がどうして記憶を失くしたのかも解らないし、失くした理こ由とが気になるわ。それを取り戻さない限り、貴方と夫婦だって言われても納得出来ない。知らない人と、一緒になんていられない──」

「なら、もう一度知り合えばいい」

「──え？」

　どうにか相手に理解してもらおうと言葉を思いつくまま並べたが、シェイがあっさりと出した答えに、リイファはまた目を瞬かせる。

「失くしたのなら、もう一度知り合えばいいだけだよ。大丈夫、僕の気持ちは変わらないから、すぐにリイファも僕のことを好きになるよ」

　何も問題はない、と笑うシェイに、リイファは言葉がなかった。

　冷静に考えると、リイファの置かれた状況は不ふ可か解かいなものだ。出会って五日の男と結婚し、その直後に記憶を失くしている。誰より、何より不安なのはリイファで、こんな気持ちのまま穏おだやかに暮らせるはずもない。

　だというのに、シェイはリイファがもう一度シェイを好きになることを疑っていないようで、逆にリイファの不安は増していく一方だった。

「早く思い出してね、リイファ」

「そんなことを、言われても……」

「早く、夫婦の営みをしたいねぇ」

「…………」

　それがどんなことなのか、記憶を失くしたリイファでも解る。

　どうやら、リイファはそれを恥じらいなく受け入れられる人間でないことだけは、よく解った。

　結婚したばかりの夫との違いが、今のリイファの知る唯ゆい一いつの事実だった。







　リイファはとりあえず自分を落ち着かせ、状況をもう一度確認した。

　ここは皇の都ザーランの東端にある村のようだ。そこの小さな祭壇から一番近い宿屋に、ふたりは泊まっていた。

　リイファの荷物はシェイと同じくこの部屋にあり、夫婦になるつもりがあったのは確かなのだろう。

　花婿が魔術士だったことは横に置いておいても、リイファは自分が何者なのか、霞みがかったような記憶を必死に探る。自分の荷物を改めて見ても、衣服が入った鞄かばんと、わずかな所持金の入った貴き重ちよう品ひん鞄。それからやたらと大きな背せ負おう荷物。これがなんなのかがリイファには解らず、開けてみたが、小引き出しのたくさん付いた箱が出てきて、ますます解らなくなった。

　いったい何を考えて自分はこんな荷物を持ち歩いているのか。引き出しの中身も粉ふん末まつのものだったり小こ瓶びんに入っている何かだったりしていて用よう途とが解らない。こんな大きなものだから、何かに必要でない限り持ち歩かないだろう。しかもリイファの荷物なのだから、リイファが必要なもののはずだ。

　しかし答えが簡単に見つかるようなら苦労はない。

　それでも何か、覚えているはずだ、とリイファは痛みを覚えるほど必死に頭を働かせる。

　そこで不意に浮かんだ姿は、真黒な男だった。

「──あ」

「なに？　リイファ？」

　シェイに問われてもすぐに答えられないほど曖あい昧まいだったが、あの黒い姿を思い浮かべるとリイファは何故かその断だん片ぺんを思い出した。

『記憶を貰もらったよ』

　確かに彼はそう言った。

　黒いフードに覆われて、顔もはっきり見えないけれど、声だけは鮮せん明めいだった。

『記憶が欲しければ、追いかけておいで』

　記憶が欲しければ──

　つまりあの黒い人は、意図的にリイファの記憶を奪うばったことになる。

　そんなことが出来るのだろうか？　そんな力を持った人が、リイファの記憶をいったいどうして奪ったのだろうか？

　疑問がさらに増えただけだが、リイファはとりあえず原因を思い出すことが出来た。

「リイファ？」

　気き遣づかうような声のシェイに、リイファは気持ちを固めて表情も険しくした。

「私は──行かないと」

「どこに？」

「始まりの町へ……そこに、私の記憶を奪った人がいるの。追いかけて、返してもらうわ」

「ん、解った」

　奪った理由も、奪った人も解らないけれど、リイファの意志は固まっていた。

　自分の記憶がないことが、こんなに不安なものだとは、きっと記憶がない人にしか解らない気持ちだろう。

　そして取り戻すためなら、なんだってしてみせる。

　リイファは自分のすべてに繫つながる大事なもののために決意したが、シェイが何の疑問もなく躊躇ためらわず頷うなずいたことに気付き、眉根を寄せた。

「あの……シェイ？」

「なに？」

「えっと……解ったって、どういうこと？」

「解ったは解っただよ。リイファが決めたなら、それに従したがうよ──僕も一緒に行くってこと」

「──えっ？　でも、これは私のことで、貴方には──」

「関係ないわけないよ。だって僕の奥さんのことだよ？　僕が大事な奥さんを、ひとりで放っておくと思う？」

　リイファには何も答えられなかった。

　何しろ、シェイがどんな人間なのかまったく解らないからだ。

　ただ、熱くリイファを求める男だということはなんとなく解った。

　それでも戸惑いを隠せるはずもなく、狼狽うろたえてシェイを見ると、夫になったらしい男は頼もしさを感じさせる笑みをリイファに向ける。

「僕が守ってあげるから──リイファ、安心して？」

　奥さんには、誰の手も、指一本すら触ふれさせない。

　綺麗な笑みであるというのに、恐ろしさも兼かね備そなえた迫はく力りよくに、リイファが抗あらがえるはずもなかった。そして、記憶のない自分が何より不安なことも確かだ。

　リイファは、見知らぬ花婿に、とりあえず頼るしか道はなかった。

「……じゃあ……とりあえず、よろしくお願いします」

「うん。じゃあ、行こうか、始まりの町──フェイフーへ」







　こうして、リイファは知らない夫と、自分の記憶を取り戻す旅に出ることになったのだった。
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「そういえば、シェイ。貴方あなた仕事はいいの？」

　皇こう軍ぐんって忙しいのでは？

　リイファはフェイフーの町に入る頃に思い出した疑問を訊きいた。

　裏うら街かい道どうは空すいていて、人ひと目めに付かないような小さな村々を通過し順調に進んでいた。春先の景色もよく、気き候こうも過ごしやすいので旅をするなら最さい適てきな季節だ。

「いいんだよ、休きゆう暇かを貰もらってるから」

　あっさりと答えたシェイに、納なつ得とくはしてもいいのだろうか、と不安がないわけではない。しかしこの旅に彼がいて助かるのも事実だ。

　ふたり分の荷物を乗せる馬車も、魔ま術じゆつ士しというシェイのお蔭かげであっさりと手に入った。旅の道中、時折出るという盗とう賊ぞくの心配などもする必要がない。普通の護ご衛えいを雇やとうよりも、彼はよほど腕のたつ軍人だ。

　そもそも、裏街道は一般の旅人が使う街道とは違い、特とく殊しゆな道だった。馬車をひく馬も特殊な魔術が掛けられており、この道専用になっているという。

　その存在を、リイファは初めて知った。何しろこの道は、皇軍専用の街道なのだと言う。

　そんな道を唯ただ人びとである自分が知ってしまってもいいものか、と狼狽うろたえたが、シェイはこの道を使うのに躊躇ためらいはなかったし、リイファに隠すことも考えていないようだ。

　広大な皇こう国こくインロンでは、町から町への距離は人の足では十日ほど、馬車の旅であっても四日はかかる。その距離を、この裏街道ならば一気に縮めてくれるらしい。

　外の景色を確かめてもリイファには変化などほとんど解らないが、皇の都ザーランから東の町フェイフーまで陽が落ちるまでに辿り着けるというのだから、驚きを通り越して何も言えなかった。

　あっという間にこの馬車を借りてきて、皇軍専用だという裏街道を使っているシェイだが、職しよく務むはそれでいいのだろうかと疑問を感じる。

　確かに、紅こう玉ぎよくを耳にした皇軍所しよ属ぞくの魔術士に逆らおうという人間はいないだろう。

　そして結婚に必要な誓せい紙しにしても、役所に申しん請せいして手に入れるには一ひと月つきほど時間がかかるのが普通だ。実際に五日と時間をかけず手に入れたというシェイの力を見れば、これほど同行人として有あり難がたい人もいないだろう。

　馬車の御ぎよ者しや席せきにふたりで並びながら、リイファは不思議なひとだと改めて名ばかりの夫を眺ながめた。

　名ばかりの夫、というのはそのままの意味だ。

　ふたりの左の小指には、結婚を誓ちかった指輪が嵌はめられている。これは揺るぎない事実であり、どこへ行くにも確かな身分証になる。女性の一人旅より、夫が一緒にいるほうが何かと助かるのも事実だ。

　指輪という証しよう拠こがある以上、リイファは確かに結婚を受け入れたのだろう。だが、記き憶おくのないリイファに付き合って、彼女が受け入れられないことはしないと誓ってくれた。

　リイファは感謝こそすれ、その通り夫婦らしきことはいっさいするつもりがないのだから、あっさり事情を受け止めているシェイに疑問を抱いだく。

　リイファがじっと見ていたのに気付いたのか、シェイは手た綱づなを握りながら横を向く。

「なに？　僕に惚ほれた？」

「そんなはずない！」

「残念」

　にこりと笑いながらそんなことを言うシェイに、リイファは振り回されていると実感した。

　リイファの都合よく話を進めてくれるものの、シェイは事あるごとに自分の気持ちを伝えてくるのを止やめない。それが恥ずかしくもあり、しかも嫌いやではないと思ってしまっているから、戸と惑まどって突き放すような態度になってしまう。

　シェイは二十六歳だという。

　成人したばかりのリイファより大人であるはずなのに、行動がまるで子供のように見えるときもあり、しかし姿は子供ではない不自然さが、リイファの胸を搔かき乱し、翻ほん弄ろうする。

　リイファは迷っている視線を無視するように前を向き、景色を楽しむふりをして言った。

「貴方に、仕事を休ませて申し訳ないと思っていたの」

「ああ、それなら大丈夫だよ。新婚休暇を取ったから」

「……新婚休暇？」

　リイファには聞き慣れない言葉で、眉まゆ根ねを寄せながらもう一度隣となりを見た。心のどこかで、なんとなくその意味を理解してしまって、警けい戒かいが顔に出た。

　シェイはそんなリイファを気にするわけではなく、あっさりと答える。

「皇軍では結婚すると長期休暇を申請出来るんだよ。一ひと月つきから……最大六月まで」

「……えっ」

「大丈夫、六月で申請してる！」

「な!?」

　心配しているのはそこではない。

　つまり皇軍に、シェイの仕事先に、シェイとリイファは結婚しましたと公表しているようなものだ。

　その事実を改めて教えられて、リイファはじわじわと顔が熱くなった。

「どうしたの、リイファ？　顔が……面おも白しろい色になってるよ」

「面白くないわ！」

　間かん髪はつを容いれず言い返したが、それは恥ずかしさを誤ご魔ま化かすためでもある。

　面白いってなに！　すごく夢中で口く説どいた相手だというのに！

　リイファは自分でも把は握あくしきれない複ふく雑ざつな心情が解らず、はっきりさせるのも怖い気がして、うやむやにしてしまおうと拗すねた顔をシェイから背そむけた。

　シェイは相変わらずそんなリイファの態度を気にしていないようで、何もなかったかのように声を上げた。

「あ、リイファ。あれがフェイフーの門だよ。始まりの町の入り口だ」

　シェイに促うながされて見た先にあるのは、町を囲う塀へい──その入り口だという、大きな門だった。町は大きく頑がん丈じような塀に囲まれているため、基本的に一般人はこの門を通るしかない。そこへ入ろうと、大おお勢ぜいの人々が列を成していた。

　ザーランを出たのは今朝だというのに、日が暮れる前に本当に着いてしまったことに改めて呆あきれる。それはこの不思議な馬車であったり、皇軍の特殊な道だったり、それを平然と一般人へ、私用で使ってしまうシェイにだったりするのだが、リイファは今更そんなことを口にしてもどうしようもない、と諦あきらめ、指の示す門をよく見た。

　町に入る人間は様々だ。

　そこで暮らす者、旅行者、行商人、多種多様な人が並び、町へ入り、また出ようとしているので、門は人が集まる場所でもあった。

　一般の者は身分証さえあれば出入りも早いが、大きな荷物、馬車を持っている者は一度止められて役人の確認が必要になる。そのため、門の外では多くの人が足を止められる。

　リイファは、天気のよい露ろ天てんで待つことに不満はないが、待ち時間がかかるのを嫌がる者もいる。特に時間も金になると思っている行商人は、いろいろな手を使っていち早く町へ入ろうとする。町に入りたい行列と、確認をする役人。その双そう方ほうを監かん視しする皇軍の厳重な警けい備びの目もあり、ある程度の時間がかかることは必然だった。

「時間がかかりそうね……」

　人の多さを見て、リイファは待つ覚かく悟ごをしたのだが、シェイは何を考えているのか、列の最後部で馬車を止めることなく、あっさりと追い抜いて門へと近付いた。

「シェ、シェイ？　ちょっと？」

「んー第四部隊の……あ、あれかな」

「第四部隊……？」

　リイファには理解出来ず、戸惑っている間にも馬車は進み、シェイは警備の軍人の顔が見える場所まで進む。

　門付近にいた相手側は、列を無視して近付く馬車を警戒していたが、その中のひとりがシェイに気付くとあっという間に走り寄ってくる。

「シェイ殿どの！」

「うん、君は確か……ウアンだったかな？」

「はっ、第四部隊二班所属、ウアンです。ご無ぶ沙さ汰たしておりますシェイ殿。今日は……」

　軍人らしく敬けい礼れいを取ったウアンという相手に、シェイは馬車から降りることなく頷うなずいた。ウアンのほうもシェイの乗る馬車と、隣に並ぶリイファをちらりと確かめただけだ。

「フェイフーに入りたいんだよ、頼める？」

「は……それはシェイ殿でしたら、問題ありませんが……念ねんのため、理由をお伺うかがいしても？」

「新婚旅行中なんだ」

「…………はっ？」

　笑顔のまま答えたシェイに、真ま面じ目めな顔をしたウアンは一瞬固まり、そしてぎこちなく身み動じろいだ。と同時にシェイの隣でも同じことが起きていた。

　何を言っているの──！

　リイファが途と端たんに顔を赤くして、でも声も出せず狼狽えている間に、ウアンはリイファをもう一度見て、その手に嵌められた指輪を見て、それから笑顔になった。

「なんと！　それはおめでとうございます！　存じ上げず失礼いたしました！」

「いいんだよ。急なことだったからね」

「そうですか！　ではしばらくフェイフーにお留とどまりを？」

「いや、奥さんにいろいろ見て欲しいからね。各地を回る予定なんだ」

「なるほど！　それは素晴らしいですね！」

　ウアンの目には憧どう憬けいがあり、それがまっすぐシェイに向けられていた。意味を解かいせば、妻でさえ大事にするシェイをますます尊敬した、というところだろうか。

　つまりリイファの存在はあまり関係ないようだ。

　結果的に、ウアンの好こう意い的てきな指示により、列を待つ人々の好こう奇きの目に晒さらされながら、リイファとシェイの馬車は誰よりも早く町に入ることが出来たのだった。

「シェイ……？」

「ん、僕前に第四部隊にいたことがあって、そのときの知り合いなんだよ」

「…………」

　その知り合いに優ゆう遇ぐうしてもらうのは、所謂いわゆる職しよつ権けん乱らん用ようになるのでは。

　リイファは背中にひやりとしたものが流れたが、この馬車を貸りることもすでにその中に含まれているはずだ。この際状況に流されたほうが早いかもと考えていると、意識を前に向けるようシェイに呼ばれた。

「ほらリイファ、フェイフーの町だよ」

「……わぁ」

　大きな塀を潜くぐると、そこに広がるのは煉れん瓦が造りの町並みだった。

　道という道は総すべて石いし畳だたみで整備され、商店や家並みも一階部分は煉瓦と石造りになっている。二階部分と道端に並ぶ屋台は木造で、簡易な作りだと解るものの、綺き麗れいな町並みだった。

　門を通った先、大通りには人も多く行き交い、賑にぎわっている。それでいて馬車道は整備されていて、秩ちつ序じよが保たもたれているのも解る。

「人が多いし、賑にぎやかだね……綺麗だし」

「町を纏まとめているのは東とう主しゆだけど、フェイフーは神しん教きよう徒とが多いから。神教のために、教徒が景けい観かんを汚よごすことを許さなくてね」

　教えてくれるものの、シェイの纏まとう空気が少し冷ややかなものになったと感じたのは、気のせいだろうか。

　塵ちりひとつ落ちることを許さない美しい町並みを保っていると告つげるその視線が、どこを見ているのか厳しいものに見える。

　リイファはシェイの説明に納得しながら、自身は神教徒ではないのだなと感じた。

　神教とは、創そう世せいした神を奉まつり上げる宗しゆう教きよう団体であり、この国にも教徒は多い。ただし、神が何かを実際にしてくれるというのはお伽とぎ話ばなしの世界だ。

　神教徒でない人々の多くは、神を信じていれば奇き跡せきが起きる、などと信じているわけではないが、何かあったときに神に祈いのるくらいはするかもしれない。その程度に考えることが多く、神教を粗そ末まつにするわけではないが、生活の中心にするほどでもない者が多い。

　リイファもそのひとりだ。

　ただ神教徒は、信じていればとか、神のために生きる、と深く考える人々が多く、実際には神よりその代理人である教きよう祖そを崇あがめている人が多い。

　信しん仰こうは人それぞれだとリイファは考えていた。

　神教を疑うわけではないが、強きよう要ようされても困る。そして隣に並ぶシェイは、軍人であるからおそらく神教徒ではない。

　皇軍の軍人が崇めるのはその頂点にいる皇こう帝てい本人だからだ。

　皇帝はインロンを統すべる者として、宗教を認めてはいるが、自身がこの国では神とも崇められるべき存在であるため、他の神を敬うやまうことをしない。

　だからおおよそ、軍人というものは熱心な教徒ではないのが普通だった。

　神教徒ではないものの、軍人と結婚してしまった自分はいったい何なのだろう、とリイファが考えているうちに、馬車は一軒の宿屋の前に止まった。

「ここに泊まろう」

「ここは？」

　馬車から降りてみると、煉瓦造りの町並みの中でも歴史を感じる宿屋だった。広い間口の入り口に掛かる暖簾のれんを分け、中から宿屋の人間がすぐに現れる。

「いらっしゃいませ、ご宿泊で？」

「うん。馬車も頼む」

「畏かしこまりました。中の受付へどうぞ」

　宿屋の人間に促され、リイファは貴重品だけを手にシェイに続いて古風な宿屋に入った。

「前に泊まったことがあるんだ。古いけど風ふ情ぜいがあって綺麗だし、従業員も礼れい儀ぎ正しい」

「……そうなの」

　道どう理りでシェイが慣れている足取りだと解ったが、少々格式も感じられる店に、リイファは自分には少し敷しき居いが高いようだな、と感じた。

　つまり、私はきっと普通の庶しよ民みんだったんだわ。

　リイファは自分の身分を理解したものの、それがどうして魔術士と結婚するに至いたったのか、ますます解らないと混乱する。

　手続きはすべてシェイがやってくれた。

　慣れているのもあるだろうし、支払いもシェイが持つからだ。抗あらがっても記憶のないリイファでは解らないことも多いだろうと押しきられ、しぶしぶ受け入れることにしたのだ。

　荷物を部屋に運んでもらい、身軽になったふたりはさっそく町へ出ることにした。

　フェイフーに来たのは、新婚旅行だからではない。失なくなったリイファの記憶を取り戻すためだからだ。

　まず、何を置いても、あの黒い人を探したいとリイファは考えた。シェイもそのあたりは異い論ろんもなく、ただ護衛のつもりでそばにいるようだった。

「どこか行くところはないの？」

　リイファは軍人であるシェイが、ただリイファに従したがっているだけでいいのだろうか、と思って訊いたのだが、シェイの答えはいつも同じだ。

「妻の役に立つのが夫の務つとめ。何かあったとき、僕がリイファを守るんだからね。それに、リイファのそばから離れるなんて考えるのも嫌だよ」

「……そ、そう」

　さらりと熱い想いを口にされては、そういった方面に慣れないリイファに反はん論ろんは出来ない。

　記憶がなくても解る。

　きっとリイファは、この人の他に誰かと付き合ったこともない。異性と触ふれ合あうのも初心者だ。でなければ、こんなにも慣れた口調で女性を口説くシェイに動どう揺ようしっぱなしのはずがない。

　とはいえ、慣れている様子のシェイも気になる。

　あまりに簡単に甘い言葉を紡つむぐことが出来るのは、やはり慣れているからだろう。その慣れを、いったいどこで経験したのか。

　リイファも、知り合ったばかりのこの男を信用しているわけではない。それでも結婚すると決めた相手の過去は、記憶のない今の自分でも気になることではあった。

　色恋に慣れないリイファは、おそらくこの甘く熱い、強い勢いきおいに押されて結婚したのではないだろうか。だとしたら、慣れていないのに何が決め手で結婚を決意したのだろうか。

　リイファはそんなことを思いながら、人の多い通りを当てもなく歩き始めた。

「人が、多いわね」

「そうだね……今日は治ち療りよう院いんが開いているのかもしれないな」

「治療院？」

　首を傾かしげてシェイを見上げると、シェイはどこか向こうのほうを見ていた。

「フェイフーには治ち癒ゆ士しがいるんだ。それこそ、神教徒のひとりだったはずだよ。だから教会で治療院を開いていると思う……ムサカ治療院だったかな」

「へぇ……そうなの」

　それではさらに神教が栄えているのだろう。

　神を崇める神教徒から、神のごとき力を使える治癒士が現れたのだ。

　この人波の向こうには、そこを目指している人も多いのだろう。リイファは人ごみの向こうを見てみよう、とぴょんと飛び上がって見ようとしたが、視界に入ったのは治療院でも教会でもなかった。

「──あッ」

「リイファ？」

　地面に足を付けたリイファは、それと同時に声を上げた。

　どうしたのか、と声をかけるシェイに背を向けて、リイファはそのまま人ごみを搔き分けようと前に進む。

「リイファ？　どこに行くの？」

「あの人──あの人が、いたの！」

「あの人？」

「黒い人よ！　真黒な人！　私の──記憶を奪うばったあの人！」

　リイファが見たのは、人ごみの中にいた黒いフードの男だった。

　全体が見えたわけではないが、表情も見えないくらいの黒い姿は見間違えようもない。

「リイファ！」

　背中に焦あせったようなシェイの声が聞こえた。

　珍しいな、と思ったが、リイファは足を止められなかった。

　記憶──リイファの大事な財産とも言える自分の一部。

　それを奪って欲しいなど、望んでいない。

　今のリイファは何者でもなかった。

　シェイがそばにいて、自分の妻だということを絶えず伝えてくれるから、この世にリイファの存在があると言ってよかった。

　それがなければ、きっとリイファは不安に押しつぶされておかしくなっていただろう。

　自分が何者なのか。どうやって生きてきたのか。すべてを知らないことは、こんなにも不安なのだとリイファは初めて知った。

　そして取り戻せるなら、何をおいても取り戻したかった。

　何より、リイファのそばにいるシェイのために。







　人ごみの中を、黒い影を追うようにして走ったリイファの辿たどり着いた先は、何故か人ひと気けのない路地だった。

　いつの間にここに入ったのだろう、とリイファが不思議に思う前に、目の前に黒い人が存在していた。

「私の──」

「追いかけてきたね……そんなに記憶が大事？」

　記憶を返して、と言う前に黒い人が言った。

　それはあまりに当然の質問であり、リイファは感情がかっと膨ふくれ上がる。

「当然でしょう！　どうして私の記憶を勝手に奪ったの!?　いったい何のために──」

「君のために決まってるじゃないか。僕も勝手に貰ったりしないよ」

「──えっ」

　その答えに驚き、一瞬動揺した隙すきに、黒い人の黒い指がリイファの額に当てられた。
















　こつん、とした軽い衝しよう撃げきだったが、リイファは動きを止めた。いや、指先ひとつ、動かすことが出来なかった。

「じゃあ次は、氷の町に行こうかな……氷と行き止まりの町、寒そうだけどね」

　それはどういう意味──

　リイファが聞き返すことはなかった。

　黒い人が視界を塞ふさいでいるのか、リイファの目の前が真まっ暗くらになったからだ。

　また記憶を失くしてしまうの？

　リイファの心に不安が広がった。しかし次の瞬間、リイファは何もかもが見えなくなり、目を閉じているのだと気が付いた。

　暗い意識の中から戻ったのは、知っている声が自分を呼んでいたからだ。

「リイファ！」

「…………」

　強い呼び声に、リイファは目を開けた。

　もう、真っ暗ではなかった。路地を背景に、旅の同行人となった、名ばかりの夫であるシェイが視界いっぱいに塞がっている。

「……シェイ」

「うん、大丈夫？　怪け我がは？」

「……なにも」

　リイファは身体に痛みがないことを感じながら、心から安あん堵どしていた。

　忘れていない。

　奪われていない。

　新しい記憶は、ちゃんとリイファの中にあった。シェイの顔を、ちゃんとリイファは覚えていたのだ。

　ふう、と息を吐いたリイファは、自分が路地の石畳の上に寝ているところを、シェイに抱き起こしてもらっていることに気付いた。慌あわてて自力で身体からだを起こすと、シェイが強い光を目に灯ともしてリイファを見つめている。

「それで、リイファ、何があったの？　突然走り出したからびっくりしたよ」

「ああ、ごめんなさい。黒い人が、私の記憶を奪った人がいたの。それを追いかけてしまって──」

「黒い人」

　同じようにシェイが繰くり返したとき、大通りとは違う路地の道先から、誰かの叫さけび声が聞こえた。

「誰か！　誰かー！」

　明らかに助けを求める声に、リイファは考えるよりも先に足に力を入れ、走り出す。

　路地の反対側は、表通りとは違う低てい所しよ得とく者しや層そう向けの居住区になっていたようだ。

　その中で、すでに人だかりがある場所で誰かが騒さわいでいる。

「今、屋根の上から落ちたんだってさ」

「いったいなんで屋根になんて登ったんだ？」

「子供の遊びを不思議がっても仕方ないだろ」

「怪我をしたのか？」

　野や次じ馬うまのように好き勝手に話す人だかりの会話を聞いて、リイファは何が起こったのかを悟さとる。

　人の壁の中に入ると、その中心で子供がぐったりと倒れ、大柄な男が慌てたように起こそうとしていた。子供の父親なのかもしれない。

「ウー！　ウー、大丈夫か、おい、聞こえるかっ!?」

　狼狽えた声に、呻うめき、痛みのせいか小さな泣き声しか上げられない子供の声がした。

「……たい、いたい、とうちゃん、いたいよ……」

「ウー！　お前なんだってこんな……！」

　父親は慌てたものの、思い出したように周囲を見渡し、目の前が自宅なのかそこへ子供を運び入れる。

「どうした？　怪我はひどいのか？」

「ああ……足が駄だ目めだ」

「もう、歩けないかもな……」

　子供の怪我の状況を見た周囲が、落ち込んだ声で話すのが聞こえた。

　リイファは周囲を押しのけるようにして、怪我をした子供が入って行った家に踏み込む。そこではさらに真剣な顔をした男たちが話し込んでいた。父親に代わり、母親だろう女性が床の上で痛がる子供を抱きかかえ、あやしている。

「どうする……治療院へ行くか？　今日はムサカ様がいらっしゃる」

「時間がかかるぞ。すでに行列が出来てるからな」

「だが……」

　男たちの会話を否定するように、子供の父親が首を振った。

「駄目だ……そんな金はない」

　それがすべてのようだった。

　周囲の者も、子供を心配する気持ちはあるのだろうが、現実も知っている。誰より親がそれを解っているのだ。他に何も言うことは出来なかった。

　治癒士の力は素晴らしい。それは誰もが知っていることだ。

　小さな傷きずも、身体に欠けつ損そんを生しようじるような怪我も、命にかかわる病やまいすら、その力の前には何の意味もなさなかった。

　もちろん、治癒士の力の大きさで治せる範はん囲いが決まっているというが、おおよその怪我なら治してしまえる力は、まさに神の御み業わざだった。

　しかし、その対たい価かは命と同じように大きなものだ。

　裕ゆう福ふくな家庭ならともかく、庶民が持っている財産を手にして行っても、まったく足りない金額を要求される。

　治癒士の力は素晴らしいものだが、一般庶民からするとまさに雲の上の存在なのだ。

　痛みを訴うつたえる子供を囲み、大人たちは顔を歪ゆがめながらも決けつ断だんを下す。

「……切るしかない」

　重い声は、父親のものだった。

　苦しい決断のはずだ。しかし子供の足は膝ひざから下がおかしな方向へ曲がっていて、このまま放置すれば命にかかわらないまでも、まっすぐ立ち上がることも難むずかしいだろう。幸いにも怪我は片足だ。片膝から下を切り落としたとしても、義ぎ足そくを作るほうが安く上がるし、この先、生きやすいはずだ。

　その決断は苦しくも、早くしなければ逆に子供の命にもかかわってくる。

　他の誰でもない父親が決めたことに、周囲も同情する様子を見せながらも、同意した。

　すでに涙を零こぼしている母親も、強く子供を抱き締め、それを受け入れているようだった。

　リイファはその一いち部ぶ始し終じゆうを見て、黙っていることは出来ず、とうとう足を踏み出し声を上げた。

「切らないで！　大丈夫、治りますから！」

　ざわ、と空気が揺れたように人々が動き、声を張り上げたリイファに視線が集まった。

　リイファはその場の視線を一身に集めながら、痛いと泣き続ける子供のそばに膝をつき、状態を確かめる。手が少し触れるだけでも痛いのだろう。暴あばれるように痛みを訴える子供を押さえて、と母親に頼みながら、その目で確かめた。

「な、何をしてるんだ……？」

　突然現れて、父親の決断を覆くつがえすようなことを言ったリイファが、いったい何をしているのか理解出来なかったのだろう。子供の父親が訝いぶかしみながら声をかける。

「切らずに治せるかどうかを確かめました」

「──あんた治癒士なのか!?」

　父親の叫びは、喜びと現実に交ざって、複雑なものになっていた。だが治るという希望があるのなら、治癒士を拒こばむことなど出来ない。

　しかしリイファは自分が何者かを理解していた。

　父親の顔を見て、首を振る。

「違います。私は医い士しです。この近くに、薬くす士しはいらっしゃいますか？」
















「薬士なんかで！　この怪我が治るはずがないだろう！」

　治癒士でないと知ったことが、父親の我が慢まんの限界を越えたのかもしれない。激げつ昂こうしたようにリイファに怒ど鳴なり返したが、リイファは視線を他よ所そへ向けた。子供を抱きかかえている母親が、泣き顔を横に振り、代わりに答える。

「薬士は……町まち外はずれにいらっしゃいます。呼んでくるとなると、一いつ刻こくは必要です」

「そうですか……シェイ」

「ん、なに？」

　リイファはまた周囲に視線を巡めぐらして、その中に頼れる人がいるのを確かめた。

　呼ぶと、すぐに応こたえてくれることにもほっとする。

「私の荷物の中に、背せ負おえるこれくらいのものがあると思うの。それを持ってきてくれる？」

　これくらい、と大きさを手振りで表すと、シェイは了りよう解かいとひとつ頷いただけで家を囲んでいた人ひと垣がきを搔かき分け、外へ出ていった。

　リイファは時間を無む駄だにするつもりはない。

　痛みに泣く子供の声を気にしないようにして、興奮している父親に向き直った。

「この子の、膝から下ほどの長さの木材がありませんか？　できれば二本。添そえ木ぎにしたいんです」

「添え木……？」

「私は治癒士ではないので、瞬またたく間まに治すことは出来ませんが、時間をかけて治す治療を行うことが出来ます。この子の足は、単純に骨を折っただけのようなので、時間をかければ治るんです。そのために必要なんです」

「それは……そのくらいなら、あるが。俺は木工職人だからな」

　父親はイルーと名乗った。真剣なリイファに、大人しく従ってみるほうに希望を寄せたのか、戸惑いつつも言われたものを家の奥から用意すると、リイファは笑顔になった。

「それは助かります。この子が起き上がれるようになれば、治るまで片足でも歩けるように、杖つえも作ってあげるといいですよ」

「杖？」

「しばらく動かさないようにすることが大事ですが、痛みが引けば動きたいでしょう」

　リイファはそう言いながら、冷たい水や綺麗な布を用意して欲しいと指示を出す。

　言った通りのものが自分の周りに集まると、リイファは満足して頷いた。

「お待たせ、リイファ」

　そこへ丁ちよう度ど、シェイが荷物を持って戻ってくる。

　シェイが一ひと抱かかえするほど大きな荷物だ。リイファは、これをいつも背負って歩いていた。床に置いてもらうと、布にくるまれた荷を解とく。中から現れたのは、たくさんの小引き出しの付いた棚だ。

　勝手知ったような動作で必要な場所を開け、欲しいものを取り出すと、リイファは袖そでを捲まくり上げてシェイに頼む。

「シェイ、この子を押さえていて。あと、お母さんよりお父さんのほうにお願いします。強くこの子を押さえつけてください。暴れても、決して動かさないで」

「解った」

「あ？　うん？　解った……？」

　シェイは何も疑問を抱かずリイファの言う通りに動くが、イルーのほうは半はん信しん半はん疑ぎのような仕し草ぐさで上半身を抱いていた母親と位置を変わる。

「いいですか、強く押さえて離さないで。君は、泣いてもいいけど歯を食いしばって」

　リイファは最後に泣き顔の子供を強く見つめて、その奥歯にギュッと力が入ったのを確認すると、曲がった足の先を摑つかみ、一息に引っ張りながら正常な位置へ戻した。

「ぎゃあああぁぁっ」

　泣き叫んだのは、これまで以上の痛みを訴える子供だ。

　しかしそのあとで、意識を失うしなったようにぐったりとする。それに慌てたのは言われるままに子供を押さえていたイルーだ。

「おい！　おい、お前何をしたんだ!?　うちの子に──」

「心配しないで。痛みで気を失っただけです。むしろ作業がやりやすいからこのままでいいわ。そのうち目を覚ますから大丈夫」

　激昂した父親の声も気にせず、リイファは手元に集中していた。

　用意されていた添え木に足を挟み、包ほう帯たいで固定していく。それから冷たい水で冷やした布を曲がっていた場所に当てて、イルーではなく母親を見つめた。

「しばらくは腫はれたままです。腫れが治まるまで、毎日これを飲ませてあげてください。腫れが治まれば、あとは大人しく動かさないようにするだけです。痛みが引いてくれば動いても構わないけれど、決してこっちの足に力を入れないように。大丈夫、子供の骨のほうが治るのが早いから……一月もすれば、固定している添え木が取れます。そうしたら少しずつ歩く練習をして、二ふた月つきもすれば元通りになります」

　リイファは引き出しの中から取り出した紐ひもを使って、左右の足の長さを確かめつつ、母親に一日分ずつを包つつんだ薬をいくつか渡す。腫れが引くまでは何度も冷やすようになど注意事項も付け加える。

　その動きを不思議そうに見ていたのはその場にいた全員だが、声を出して聞いたのはシェイだった。

「リィファ、それは何をしているの？」

「長さを確かめているのよ。治ったとき、左右の足の長さが違ったら困るでしょう？」

　その長さに合わせて、固定している添え木を調整する。

「へぇ、上手じようずだねぇ、リィファ」

「これが仕事だもの」

　リイファは医士だ。

　誰に言われるでもなく、それはリイファの記憶にあった。

　ついさっきまではなかったもののはずだが、おそらく黒い人が返してくれたのだろう。

　そのため、リイファは自分の仕事を思い出した。

　やるべきことはすべて知っていた。迷うことも、戸惑うこともなかった。目の前の命を助ける。出来る限りのことをする。それがリイファに与えられた使命だ。

　治癒士のように、何もなかったかのように、痛みすら奪うほどの回復が出来るわけではないけれど、魔ま力りよくを使わない治療が出来る。それが医士だった。

　どうして忘れていたのか、不思議なくらいリイファは思い出していた。忘れていた事実すら忘れるほど鮮せん明めいだった。

　忘れていない。

　仕事が解る。ちゃんと覚えている。

　広げたものを片付けて、棚をもう一度布に包んでいると、一連の流れをようやく理解した子供の親が、リイファに頭を下げた。

「ありがとう……！　本当に、ありがとう、治るんだな？　ウーの足は、元通りに歩けるようになるんだな？」

「もちろんです。単純な骨折で良かった。もっとひどかったら解らないけれど、これに懲こりたら屋根から飛び降りる遊びは止めることをお勧すすめします」

「まったくだ──いや、本当に、ありがとう」

　イルーが苦笑して、肩から力を抜いたことで、リイファは自分の仕事が本当に終わったと感じた。

　怪我人や病人を診みることはもちろんリイファの仕事だが、彼らが治療を受けて、治ると安心するところまでが、医士の役目だ。

　リィファがにこりと笑うと、半泣きになって喜んでいた母親が、少し戸惑いを隠せない顔でリイファに聞いてくる。

「それで……医士というのは、治癒士さまとは違うんですね？」

「ええ、私は魔力は持っていません。ただ、知っている怪我や病気なら、治せる方法があることを知っているだけです。私たち医士は、治癒士に頼るまでもない怪我や病気を診ることを生なり業わいとしています」

「へぇー、そんな仕事をしている人がいるんだな」

　イルーのほうは周囲に集まった人々と感心していたようだが、母親のほうは緊きん張ちようしたものを持ったままだった。

「あなた、そうじゃなくて……あの、この治療は、おいくらになるのですか……？」

　その問いかけに、和なごみかけた場に沈黙が落ちた。

　治癒士の治療は人生かけて稼かせいでも足りないほどの対価が必要だ。治るまでに時間がかかると言われても、治してもらったことに変わりはない。

　この家は、この家族のものなのだろう。大きいとは思わない。家族が住むだけの広さを持つ、普通の家だ。

　もうすでに治療を終えたあとで、これで対価を支し払はらえないとなれば、どうなるのか。

　その緊張が走ったのだ。

　リイファはそんな空気の中、何も困ることはないというように渡した薬の数と使った包帯を見て、少し宙ちゆうを見ながら答えた。

「そうですね……薬を渡したので、千カルでどうでしょう？」

「──え？」

　戸惑った反応は、両親だけでなく、その場に居合わせたすべての人の声でもあった。

　千カルはこのくらいの家庭の一日分の食費にあたる。節約すれば、千カルも使わないかもしれない。普通の暮らしぶりをしていたら、どの家にも千カル程度の蓄たくわえはあるはずだった。

　法ほう外がいな対価ではない。

　リイファは驚いた人々の顔を見渡して、使った費用を考える。

「薬は、私の持ち合わせを使ったので、その補ほ充じゆうにかかります。あとは治療を手伝っていただきましたし……」

「手伝ったって、押さえてただけだよね」

「それが大事なの」

　口を挟んできたシェイに真剣な顔でリイファは返す。

「あそこで暴れられたら、もっとひどいことになっていたもの。それに添え木も用意してもらったし、他に費用はかかっていないわね」

　リイファの説明で納得出来たのか、安堵した顔が子供の両親にあった。それがすぐに泣き崩れたようになり、実際に母親は縋すがるようにリイファに感謝の意を示した。

「ありがとうございます……！　本当に、なんとお礼を言っていいのか、ありがとうございます」

「これが私の仕事ですから」

　何も変わったことも、特別なことをしたつもりもない。

　恐ろしく感謝されているのは、足を切らなければならないと思っていたのに、時間さえかければ元通りになると言われたからだ。おそらく、彼らはそんな治療があることすら知らなかったのだろう。

　対価が高すぎて、治癒士に頼めない彼らは、怪我や病気にかかればそれまで、という生活をしている。薬士の薬で治る病気もあるかもしれないが、治らないなら本当にそれまでだ。その現実をどうにかしたくて、リイファは医士をしている。

　しかし、どうしてこんな仕事をしていたのだったか──

　自分の根っこの部分がまだ闇やみに包まれているようで、リイファは思い出した不安に眉根を寄せるが、すぐにそれを振りきるように怪我をした子供の両親と、近所中の人々に感謝され、褒ほめられ、さらには千カルでは足りないから、と食事まで振ふる舞まわれた。

　そこまでしなくても、と遠えん慮りよしようとしたのだが、いつの間にかそばに立っているシェイがリイファの代わりに感謝を受け取り、遠慮なく食事にも手を付けている。リイファにも躊躇わず勧めてくるので、有難く歓かん待たいを受けることにした。

　イルーは自分の息子むすこが片足にならなくて良かったことが余よ程ほど嬉うれしいのか、リイファが請せい求きゆうした治療費よりも高い食事を用意してくれた。それを近所中の人々も手伝い、賑やかな夜となった。

　まだ若いリイファを、次々に褒めてくれる人々の好意が嬉しくて、自然と微笑ほほえむ。そして医士という仕事を、リイファはここぞとばかりに伝えた。

　自分の仕事は、こんなにも喜んでもらえるものなのだ、と実感する意味も含めて、リイファはフェイフーの町の人に医士という存在が広まればいいと切せつに願っていた。

　騒がしい宴えん会かいのような食事になったけれど、それだけ彼らが喜んでいるということなのだろう。リイファは自分の仕事に満足して、最後には笑顔になって一緒に喜びに騒いだ。

　勧められるまま酒にまで手を出し、リイファはいったいいつその場から帰ったのか覚えていない。

　気付けば外は闇に包まれ、街灯が灯ともる道を誰かの背に揺られて移動していた。

　広い背中に負ぶわれている。

　誰かと一瞬考えたものの、リイファを背負えるのはただひとりしかいない。

　名ばかりの夫、シェイだ。

　今のところ、リイファのただひとりの家族でもある。他の家族は、と考えて、リイファはまだその記憶がない自分を思い出した。

　どうしてあの黒い人は記憶を奪ったのだろう？　リイファのためだと言われたけれど、記憶を失くす前に何が起こったのか。

　そして奪った記憶を、どうして追いかけると返してくれるのか。しかも返された記憶は一部だけだ。

　リイファには解らないことだらけだった。

　確かに大切な仕事を思い出したけれど、リイファの周りはまだ暗い闇に包まれているままだ。

　まるで暗い中をそろりそろりと歩いている気分だった。

　しかし薄うす目めを開けてみれば、暖あたたかく広い背にしっかりとしがみついていて、迷うことなく前に進んでいるのが解る。

　それはリイファに、何も迷うことはない。不安はない、ずっと一緒にいるのだ、とシェイが言っているようなものだった。

　それに安心してしまい、リイファは口元に笑みを浮かべて目を閉じた。

「リイファ？　起きたの？」

「……ううん」

　返事をしながら、寝ていると答える。

　それに笑ったようにシェイの肩が揺れた。

「リイファは、すごいねぇ……本当に、僕の奥さんはすごい」

　純粋に褒められることが、またリイファの心を擽くすぐった。甘く優しい声は、リイファを同じだけ優しい気持ちにさせる。

「リイファ、大好きだよ」

　顔を赤くする告白も、リイファの心を温める。

　シェイも笑っているのか、肩が少し揺れていた。それはリイファにとってみれば揺ゆり籠かごのような心地ここち良さで、リイファはまた眠りに落ちていった。

「本当に、可か愛わいいなぁ……」

　そう言って笑うシェイの声は、完全に眠ったリイファには聞こえなかった。その口元に浮かんだ笑みも、リイファは見ることがなかったが、きっと目にしていればその背から飛び降りていただろう。

　リイファはそれに気付くことなく、揺られるまま眠りの中で笑っていた。
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　翌朝、目を覚ましたのは、泊まった宿屋の寝しん台だいの上だった。

　ちゃんと布ふ団とんも被かぶって寝ていたようだ。眠ったときの記き憶おくはないけれど、それは奪うばわれた記憶とはまた別の話だろう。

　しかし目を覚ましたリイファは、一瞬で状況を知り声にならない悲鳴を上げた。

「─────っ!?」

「んー……リイファ、どうしたの……」

　まだ眠い、という声がすぐ隣となりで呻うめくように聞こえる。

　他の誰でもない、夫になったばかりのシェイのものだった。

　リイファはひとり飛び起き、自分が服を着ていることに安心しながらも、布団を奪って身体からだを隠す。しかし代わりに、同じ寝台に転がったシェイの身体が曝さらされ、リイファは目に衝しよう撃げきを受けたように慌あわててシェイの身体に布団を戻す。

　シェイは、何も身に着けていない裸はだかだった。

　医い士しという仕事をしていると、他人の身体を見るのはよくあることだ。しかし、仕事でもないのに他人の、しかも異性の裸を見たのは初めてで、いったいどうしてこんなことに、と起きたばかりの頭を抱かかえて泣きたくなっていた。







「ごめんごめん、僕寝るときは何も着ない習慣があってねぇ」

　ようやく目を覚ましたシェイが、悪びれることなく謝りながら服を着ている間、リイファは背中を向けて怒りと恥ずかしさに震えていた。

「着てよ！　風か邪ぜひくから！　それよりどうして一緒に寝ているの!?　ここは私の部屋じゃないの!?」

　宿屋に帰ってきたことすら覚えていないが、リイファが眠っていたのだからリイファの部屋のはずだ。

　寝起きの頭に、異性の裸は刺し激げきが強すぎる。

　リイファはシェイがうつ伏せに寝ていたことだけがせめてもの救いだったと考えながら、文もん句くを続ける。

　シェイはリイファの怒りなど気にも留とめないまま、素早く服を着込んで笑った。

「やだなぁリイファ。僕たちは夫婦なんだよ？　同じ部屋の同じ寝台で寝るのが普通でしょ？」

「────っ」

　指輪という証あかしがある以上、確かにふたりは夫婦だ。シェイの言う通り、正しいことなのだろう。

　しかしリイファには結婚した記憶はなく、夫は何も知らない男も同然だ。その男が、朝起きて裸のまま同じ寝台にいれば、混乱するのが普通のはずだ。

　しかし宿屋を選んだのはシェイであり、支し払はらいや部屋を選んだのもシェイだ。

　この結末は、最初からシェイが仕組んだことになる。

　リイファはこれからは、シェイに任まかせるのは止めようと決意した瞬間だった。

「次の部屋は私が選ぶからっ一緒の部屋に寝るなんておかしいもの！」

「ええー、夫婦なんだし……お金がもったいないよ、リイファ」

「それでも……っせめて、寝台がふたつある部屋にするから！　別々に寝るのっ」

「リイファ……生なま殺ごろしって言葉、知ってる？」

「知らない！」

　最後に真剣に問いかけたシェイを振りきり、リイファは自分の荷物を片付け、愚ぐ痴ちのような言葉を零こぼすシェイを置いて、先に部屋を出ていった。

　朝は出しゆつ立たつの人も多いのか、宿屋の入り口は賑にぎわっていたが、リイファはかっかとした怒りが冷めやらぬままその中を突き進む。

　知らない人なのに！　どうしてあんなことをするの？　ちょっと昨日安心して気を許した自分が本当に馬ば鹿かだった！

　リイファは自分にも怒りを向けて宿屋の暖簾のれんを潜くぐろうとする。そこで後ろからシェイの声が響いてきた。

「リイファーお腹なか空すかないのー？　ご飯はいらないのー？」

「…………」

　リイファの怒りなどまったく気にしないシェイの声に、さらに腹が立つのだが、リイファのお腹は正直だった。

　手を当てるとクルクルと空くう腹ふくを訴うつたえて泣き始める。

「ここの朝ご飯、美お味いしいんだよー」

　間ま抜ぬけにも聞こえるシェイの声だが、リイファの足を止めるには充じゆう分ぶんな誘いだ。

　しぶしぶと、本当は従したがいたくないのだ、という意思をはっきりさせるために、厳いかめしい顔をしたままリイファは振り返る。

「絶対！　次は一緒に寝ないから！　それだけは守って！」

「……うーん、リイファが誘わない限り守ってもいいけど」

「誘わないから！」

　リイファは真っ赤になった顔で反はん論ろんしたものの、はっと気付けば人の多い早朝の宿屋の入り口で言い合っていた。注目を集めていることでさらに顔を赤くし、燻くすぶる怒りの矛ほこ先さきを探して、とりあえず名ばかりの夫を睨にらんでおいた。










　シェイの言う通り、この宿屋で出された朝食は美味しかった。

　朝食までが料金に含まれているらしく、食堂の机はすべて埋うまるほど賑にぎわっている。

　焼きたてのパンを何かの恨うらみの代わりにと嚙かみ付いていると、リイファとは打って変わって落ち着いて食事を楽しんでいたシェイが、何事もなかったように、普通に話しかける。

「それで、出かけようとしてたみたいだけど、どこへ行くのリイファ？」

　このフェイフーには昨日着いたばかりだ。

　そのため、すぐに出発するとは思わなかったのだろう。リイファはシェイに説明していなかったことをようやく思い出す。

　怒りはひとまず隣へ置いておいて、リイファは昨日あったこと、記憶を取り戻したときのことを説明する。

「昨日、あの黒い人に会ったとき、記憶を返してもらったの。それで私、医士だったことを思い出したのよ……」

「そうかぁ、あの子、助かって良かったね」

「そうね、本当に思い出せていて良かったわ」

　素直なシェイの喜びに、リイファも同意する。

　記憶のないままのリイファなら、最初の彼らの決けつ断だん通り、足を切り落とすことに反対は出来なかっただろう。

　時間はかかっても、リイファの治療であの子供は元通り動けるようになるのだ。

　それが大事なことだった。

　リイファは自分の仕事に満足しながら、続きを促うながすシェイの視線に昨日のことを話す。

「それで、記憶を返してくれたとき、黒い人が言ってたの。氷の町に行こうかなって……」

　今回一部しか返さず、追いかければ記憶を返してくれる黒い人。それはつまり、追いかけて来いということにほかならない。

　リイファに記憶は戻ったが、それは総すべてではないと自分自身が解わかっている。

　黒い人が氷と行き止まりの町に行くというのなら、リイファは追いかけて行くしかない。

　決意を込めて頷うなずくと、シェイは反対する意思などまったくないのか、同じように頷く。

「解った。ここからなら……また一日かければ着くけど、すぐに出るの？」

　それはせっかくフェイフーに来たのに、観光らしいものをいっさいしていないが大丈夫か、と聞いているようだった。

　リイファは問題ないと頷く。

　何故なら、この旅は観光目的ではないからだ。

　あの黒い人を追いかけ、リイファの大切な記憶を取り戻すための旅だ。

　ここで時間を使って、次の町で見つからないようなことになれば、自分はどれほど後こう悔かいするだろう。

「それに、この町の薬くす士しは町まち外はずれにいるって言ってたでしょう？　その薬士のところへ寄ってから行きたいの。医士の仕事をするには、薬士の薬は必要不ふ可か欠けつだもの」

　痛みと化か膿のうを抑おさえる薬は結構万ばん能のうで、それを昨日多めに渡してしまい、手持ちが少なくなった。薬士がいるなら買っておかないと、必要なときになくなってからでは遅い。

　リイファの希望に、シェイは異い論ろんがあるはずもないと頷き、にこりと笑ってすべてを受け入れていた。

「じゃあ、先に防ぼう寒かん服ふくを買おう。それからその薬士のところへ寄って、次の町へ行こうか。氷と行き止まりの町──テンクゥへ」

　きっと寒いからね、と笑うシェイは、次の町もよく知っているようだった。

　魔ま術じゆつ士しは、軍人というのはそういうものなのだろうか。リイファは気になったものの、旅の手配のすべてをしてくれて、軍人の特とつ権けんまで使わせてくれる夫に感謝するほかない。旅慣れた連れがいることは有あり難がたいと思い直し、馬車に戻った。







　町外れの薬士のところで、ちょうど昨日使っただけの量を買うことが出来、リイファはほっとした。

　これでしばらくの間は大丈夫だろうと思うと安心する。

　馬車の御ぎよ者しや席せきで満足そうに笑みを浮かべていると、その隣のシェイは珍しく納なつ得とくしていない顔をしていた。

「リイファ……疑問なんだけど」

「なにが？」

「昨日の治ち療りよう費ひに貰もらったのは、千カルだったよね？」

「そうね」

「さっきの薬代に払ったお金は、千カルじゃなかった？」

「そうね」

「……それって、利り益えきはどこにあるの？」

　本当におかしなことだ、と言わんばかりに眉まゆ根ねを寄せるシェイの言葉に、リイファは考える。

　怪け我がをした家族に千カル請せい求きゆうしたのは間違っていない。そして、薬士が千カル請求するのもおかしなことではなかった。欲しかった薬は、それくらいの対価があるものだった。

　だとしても、リイファは治療費を不ふ当とうに安くしたとは思わない。

　考えて、自分もおかしいと思ったが、これはまだ取り戻していない記憶に関係があるのではないかとの結論に至いたる。

「まだ……忘れていることがあるんだと思う。あの家族には、やっぱり千カル以上の請求は出来ないもの」

「そうか……早く記憶を取り戻さないと、困るね」

「そうね」

　いつも余よ裕ゆうの笑みを保たもっているシェイが、本当に困った、とため息を吐く姿を珍しいと思いながら、リイファは失うしなったままの記憶が、あとどれほどあるのか不安も感じた。

　忘れているのだ。

　大事な何かを、リイファは忘れてしまっている。

　記憶を奪われたことははっきりしているのだから、それは確かなのだろう。ただ、何を忘れたのかすら覚えていないから、リイファは楽らつ観かん出来ず、やはり記憶を奪った黒い人を追いかけるしかないと前を向いた。

　そうしてぶるり、と震えたところで、気温が低くなっているのに気付く。

「寒い？　上着をもう一枚着ようか？」

「もう？　でもまだ、テンクゥは先でしょう？」

「だいぶ近いよ。この先は、一気に気温が下がるんだ」

　裏うら街かい道どうはここでも役に立っていた。

　普通の旅なら、テンクゥへの旅は気温差を考え他の町に行くより時間がかかるという。

　流れる景色は変わらないように見えていても、距離はあっという間に縮んでいたようだ。

「早めに防寒着を着ておいても遅くはないよ。きっと驚くと思う……あの町は、この国でも不思議な場所だ」

　防寒着を用意しながら、半はん信しん半はん疑ぎのまま馬車の上で着込んだリイファだが、呟つぶやくように言ったシェイの言葉が理解出来たのは本当にそれからすぐのことだった。

　一いつ刻こくほど馬車を走らせると、息が白くなった。そして視界も色を失なくし、白とその影になるような黒しか見当たらない。

　フェイフーに向かっていたときに点てん在ざいしていた小さな村も見当たらなかった。

　驚いて馬車の通ってきた道を振り返ると、後ろの世界は緑の木々が色づく普通の道だった。しかしこの先は、本当に別世界のようだ。

　リイファは気温が下がったことで、反対に頰ほおが火ほ照てったように感じた。

　それほど、フェイフーとは違う町がそこにあった。

　春先のようなフェイフーとは違う。白い雪に覆おおわれている、大きな塀へいに囲われた次の町は、真冬のような姿でリイファの前に現れた。

「まだ本格的な冬じゃないから、人も多いよ」

「これで!?」

　ここまでの道に雪はなかった。しかし今はもう、風景に雪がない場所はない。

　本格的に冬を迎えると、除じよ雪せつでは間に合わないほどの白銀に覆われ、町は凍こおり付いたようになるらしい。そうなると、外部から人が訪れることも稀まれになり、テンクゥは閉ざされた町になる。

　その前に入れて良かったとシェイは言うが、すでに寒さが身に染しみるリイファには本格的な冬というのが想像も出来なかった。

　ただ、その名の通り、この場所は氷と行き止まりの町なのだと実感することは出来る。

　テンクゥの門の前は、あまり人が並んでいなかった。

　旅人も少ないのだろう。出入りするのは、必要最低限の行商人ばかりのようだ。

　シェイは門で待つテンクゥの役人に、自分の身分証を示した。軍人であることに加え、左耳の紅こう玉ぎよくの飾かざりが疑いようのない証明だった。

　止められることなく門を通過したが、そこでシェイは馬車を降りる。

「この町では、馬車はここまでなんだ。あの大きな倉庫が見える？　あれは馬車を止めておく厩うまやなんだよ」

「じゃあ……この町は歩いて移動するのが普通なの？」

「今はね。もっと雪が増えると、歩くことも難むずかしいから、町の人はそりに乗る。雪ゆき犬いぬを皆飼っていて、それに引っ張らせるんだ」

「ふぅん……雪犬」

　初めて聞く名前だった。

　いったいどんな犬なのか、リイファはどこかにいないものかとその姿を捜したが、見渡すほど周囲の景色に驚くばかりだった。

　フェイフーと、同じ国にある町とは思えない白さだ。

　これでまだ冬ではないというなら、この町の人はどうやって過ごして生きているのか、リイファは不安を感じる。

「慣れだよ」

　まるでリイファの心を読んだかのように、シェイが住人たちの秘密を教えてくれる。

「慣れって……それでもここで、暮らせるものかしら？」

「そうだね。きっとテンクゥの人に、ヤンジーで暮らせと言うほうが無茶な話なんだと思うよ」

　ヤンジーはインロンで最南の町だ。テンクゥとは真反対に、一年を通して暑い町だった。

　そういうものか、とリイファが納得したとき、シェイが馬車を預けに行ってくると言う。

　一緒に行くものと思っていたが、厩はごちゃごちゃしているのでここで待っていたほうがいいと押しきられ、リイファはしばらくひとりでこの珍しい白い景色を見て過ごすことにした。

　景色は白いが、何もないわけではない。

　よく見れば地面は土で、建物は石造りだ。しかも、その石造りには隙すき間まを埋めるように粘ねん土どのようなものが詰めてある。

　それで家の中に寒さが入ってくるのを防ふせいでいるのだろう。

　数は少ないが、家には窓もある。外から覗のぞくと、窓は厚みがあった。しかも窓の中にもう一枚窓がある。

　確かに、慣れは必要なのだろう。この町の住人たちは、ここで暮らす術すべを知っているから、生活出来るのだ。

　ぼんやりとしたままその景色に見入っていると、いつからいたのか、隣に何かの気配を感じてリイファは振り向く。そして目を見開いた。

　そこにいたのは、人ではない。リイファの胸元まで来るほど大きな、真っ白な獣けものが座っていたのだ。

「これは……」

　もしかして、とリイファは目を瞬まばたかせる。

　前を見み据すえた真っ白な獣は、この町で暮らすのに充分暖あたたかそうな毛皮を持っていた。

「雪犬だよ」

　突然獣が振り向いて、答えた。

　リイファはその双そう眸ぼうが銀色に輝かがやいているのに驚きながら、言葉を発したことに息を吞のむ。

　雪犬は言葉を喋しやべれる生き物なのか──と驚きよう愕がくに目を見開いていたが、その巨体の向こうからひょっこりと顔を覗かせた子供の姿に一気に緊きん張ちようの糸が切れたように息を吐き出す。

「お姉さん、たびのひと？」

　雪犬の陰になって、少年の姿が見えなかったようだ。

　まだ五、六歳ほどの少年は、大きな雪犬のそばにいるお蔭かげでさらに小さく見えた。

　リイファは雪犬の前に座り、少年と目を合わせる。
















「そうよ。解る？」

「わかるよぉ。だって厚あつ着ぎしてるもん」

「厚着……？」

　よく見てみれば、上着の上に防寒着を重ね、さらに襟えり巻まきまでしているリイファに比べ、少年は動きやすい外がい套とう一枚のようだ。

　この少年に比べれば、確かにリイファは厚着なのだろう。しかしこの寒さでは、少年の格かつ好こうのほうが心配になる。

「貴方あなたは寒くないの？　大丈夫？」

「さむくないよぉ。まだ冬じゃないもの」

「……そ、そうなの」

　驚くべきテンクゥの日常だった。シェイの言う通り、慣れとはすごいものだと感動する。

　リイファの興味は、初めて見る大きな獣に移った。

　本当に大きな、そして美しい獣だった。雪が降ればそりで移動するという話だが、この獣が引くのならどんな道でも進めそうだ。

「大きいのね……撫なでても大丈夫？」

「だいじょぶだよぉ。ミンはおとなしいから」

「ミンっていうの……初めまして、私はリイファよ」

　リイファは雪犬に挨あい拶さつしながら、柔やわらかそうな毛並みにそっと手を伸ばした。

　それは想像より柔らかく、そして暖かな毛並みだった。一度撫でたら、撫で続けることを止められない。リイファが撫でてもまったく気にしていない雪犬は、手を止めないリイファにようやく不思議なものを感じたのか、改めてリイファのほうを向く。

　その銀色の双眸に見つめられて、リフィアはようやく我われに返った。

　慌てて礼を言って手を引くと、大人しい雪犬の隣で、じっとしている少年のほうを窺うかがってみる。

「貴方は、なんて言う名前？　ここで何をしているの？」

「ぼくはイェン。ここで待ってるんだ」

「誰を？」

「ちゆ士さま」

「……えっ、治ち癒ゆ士しがここに来るの？」

　リイファは驚いたが、イェンと名乗った少年はにこりと笑った。

「うん。年になんどか、ここを通るって聞いたんだ。それで、通るのを待ってるの」

「それは……」

　イェンが待っているのは、昨日今日だけではないようだ。

　それでもただひたすら、待ち続けている。それが正しい行いで、自分の唯ゆい一いつの仕事のように。イェンの目が大きな門から外れることはない。

　その意味を、リイファは正確に理解した。

「……治癒士に、治して欲しい人がいるのね？」

「うん。ぼくのお姉ちゃん。チアンっていうの」

　そのときだけ、イェンの顔はまっすぐリイファに向いた。姉の話をすることが、嬉うれしくてたまらないようだ。

　リイファは不安もありながら、どうにか出来るだろうかと自分に問いかけ、やはり無視することは出来ないとイェンに話しかける。

「そのお姉ちゃん、チアンは、病気なの？　怪我をしたの？」

「病気。もうずっと、ねてるんだ。さむくって足とかが氷になってるんだって。それでうごかなくなっちゃったの」

　イェンはやはり、子供なのだ。

　治癒士に望みを託たくし、ここで毎日その姿が現われないかと待つほど純じゆん粋すいでありながら、姉の状態がどれほどのものなのか理解してはいない。ただ、このままでは姉が死んでしまうということだけは解るから、治癒士を待っているのだろう。

　リイファは記憶を失くしていても、現実を知っていた。

　この国での常識を解っていたし、生きていくだけなら不都合はない。ただ、自分にとって大事な記憶がないだけなのだから。

　それでもここで治癒士を待ち続ける少年の、姉と家族たちの行く末が容よう易いに想像出来て、堪たまらず顔を歪ゆがめた。

　医士としての記憶は戻ってきた。それは有難いことだが、だからなおさら、少年の希望が叶かなわないことも知っている。

　治癒士は、病人のもとへ出向かない。

　治癒士に治療を求めるには、自分で治癒士のもとへ赴おもむかなければならない。

　ここで待っていても、本当に治癒士が通るかどうかも解らず、万が一通ったとしても、少年の願いを聞き、病人のもとへ足を運んでくれる治癒士がいるかどうか。

　この国にいる数少ない治癒士は、神のごとき存在であり、病人のために動くことはない。

　リイファはその現実を、希望を持ってここに立ち続ける少年にどう伝えたらいいのか考え、心が苦しくなった。

　自分は何も出来ない。

　そう感じることが苦しすぎて、リイファは堪らずイェンに声をかける。

「ねぇ、イェン……おうちはどこ？　チアンの様子、私に診みせてくれる？」

「お姉さん、ちゆ士なのっ!?」

　振り向いて、ぱあっと輝いたイェンの笑顔に、リイファは顔を歪めるように笑った。

「……ううん、私は治癒士ではなくて、医士というの。不思議な力はないけれど、病気や怪我を診る仕事をしているの」

「みたらお姉ちゃんなおる？」

「……それは、診てみないと解らないわ」

「じゃあみて！　ぼくのうち、こっちだよ！　ミン、帰るよ！」

　雪犬は飼われているそうだが、イェンの言葉に従って動く様子を見ると、まるで雪犬が少年の保護者のようにも思えた。

　そして雪犬は、喋れなくても人のことが解るのかもしれない。リイファの不安を感じ取り、憐あわれむような銀色の目をリイファに向けていた。

　リイファはせめて、イェンの家が裕ゆう福ふくでありますように、と願った。







　リイファの願いは誰にも通じなかった。

　急せかすように手を引かれて向かったイェンの家は、門からあまり離れておらず、普通の家だった。

　外の扉を開くと、部屋に入る前にもう一枚扉がある。これも寒さを防ぐ秘ひ訣けつなのだろうとリイファは考えながら、部屋の中が外に比べて暖かなことにほっとした。

「お父さーん、お父さーん、お姉ちゃんをみてくれるひとがきたよー」

　イェンが部屋の奥に向かって声を上げると、一番奥の扉がすぐに開いて、背の高い細身の男性が姿を現した。

　イェンの父親なのだろう。丸い眼鏡めがねをかけ、優しい双眸をした男性だが、その瘦そう軀くはまるで疲れからきているようだとリイファには感じられた。

「みるって、どういう意味だい、イェン？　そちらは……」

「突然お邪じや魔まします。私は治癒士ではありません。医士のリイファと申します」

　リイファは間近に相手を見て、その印象が間違っていないことを確信した。

　瘦やせているのではない。やつれているのだ。

　おそらく、娘を心配してのことなのだろう。

　その顔が、リイファの言葉を不思議そうに問い返していた。

「私に治癒士のような力はありません。私にあるのは知識です。人の身体のすべてを知っています。怪我をしたなら治す方法を。病気をしたなら薬の取り方を。万能ではありませんが、時間をかけて身体を治すことを生なり業わいにしているのが、医士です」

「医士……そういえば、何かの本で読んだことがあるよ。遠い国の話だと思っていたが」

「医士は、あまり知られていないんです。でも、これから知って欲しいと思って、図ずう々ずうしくもイェンにお願いして連れて来てもらったんです」

　父親はルーレンと名乗り、驚いて目を瞬かせてから微笑ほほえんだものの、本当に疲れているようで、微かすかな笑みすら諦あきらめに似ていた。

　リイファはそれを見ることが辛つらくて、わざと視線を下げて続ける。

「私が、確実にチアンを治せるかどうかは解りませんが、少しでも治療のお手伝いが出来たらと思って伺うかがいました」

「お姉さん、こっち、お姉ちゃんはこっちだよ！」

　イェンは早くチアンに会えばすぐにも治ると思い込んでいるかのように、リイファの手を取って奥へと引っ張った。

　苦笑しながら頷いたルーレンに、リイファはそれを了りよう承しようだと受け取りイェンに続く。

　一番奥の部屋には、窓もなかった。しかし、この家で一番暖かな場所なのだろう。暖だん炉ろの炎が防寒服を着込んだままのリイファには暑いくらいだ。

　狭せまい部屋の唯一の寝台に眠っていたのは、十五、六の少女だった。大きな布団から出ているのは顔だけで、その顔は暖炉の明かりが映っているのに白く見える。

「イェン、少し出ていてくれる？　お父さんと向こうで待っていて？」

「わかった」

　リイファの言葉に素直に出ていくイェンは、姉が治るものと疑っていないようだ。

　その期待が圧おし掛かかり、リイファの動きは遅かった。先日時間との勝負だと言わんばかりに素早く治療したときとは、まったく逆な動きだ。

　眠っているチアンに衝撃を与えないよう、そっと布団を捲めくり、全身を見る。十五、六の少女とは思えないほど、細い身体だった。

　そして暖かそうな寝ね間ま着きに包つつまれた身体を、感情を殺した目で確かめ、手で触ふれ、やがて全身を診終わると、リイファは深く息を吐いた。知らず、それまで止めていたかのように長くなった。

　手が震えないよう、必死に力を入れてまた優しく寝間着を戻し、布団をかけてあげる。

　深く眠っていたチアンが、そこで初めて意識を取り戻し、薄い瞼まぶたをゆっくりと開いた。

　目が合うと、チアンの目は不安そうに揺れた。怯おびえさせないよう、リイファは精いっぱい微笑む。

「こんにちは」

「……だれ？」

　掠かすれたようなチアンの声に、リイファは安心させるよう答える。

「私は医士。怪我や病気を診て、治す仕事をしているの。貴女あなたの病気が治らないかどうか、診させてもらったのよ」

「……なおる？」

　半分眠ったままのような問いかけに、リイファは即そく答とう出来なかった。

　その答えを待つうちに、チアンはまた目を閉じて、微かな寝ね息いきを立て始めた。おそらく、ほとんどをこうして眠って過ごしているのだろう。

　チアンの身体は、右の手足が、凍って朽くち始めていた。

　この症しよう状じようを、リイファは知っている。医士としての記憶は確かで、知識だけはちゃんと持っていたことに感謝した。

　たぶん最初は、指先だけだったのだろう。それが何の治療もないまま放置したお蔭で、身体の中心に向かって広がっているのだ。

　チアンの身体は、恐ろしいほど冷たかった。この部屋はリイファが汗を搔かくほどだというのに、暖かな布団にくるまれているチアンの身体は、外に放置していたかのように冷たい。

　イェンが治癒士を待っていた姿が目に浮かぶ。

　少年は、まったく正しい行動をしていた。

　ここまで進んだ症状は、もはやリイファでは元に戻すことは出来ない。ただ進行を止めて、命を長らえさせるのが精いっぱいだ。

　その方法を、知ってはいたけれど、リイファは誰も見ていない部屋で顔を歪めた。

　自分の力不足が悔くやしくて、白くなるまで手を握り締める。

　凍って朽ちるこの病やまいを治すには、身体を温めるしかない。しかもすでに朽ちた部分は、正常な部分を徐々に腐ふ食しよくしていくため、切り離さなければならない。

　つまりこの少女は、右の手足を失うことになる。

　そして、完全に治すためには、身体の内側から温める必要があった。その特効薬をリイファは知っていたが、自分の持っている薬箱の中にはない。

　手足を切り落としたからといって、薬のないリイファにはチアンがどこまで命を維い持じできるのかが解らなかった。

　私は、無力だ。

　リイファは己おのれの非ひ力りきさを嘆なげき、声を我が慢まんするために唇くちびるを嚙んだ。そこから血の味がしたが、構わなかった。

　きっと、チアンはもっと辛い痛みを抱えているのだから。










　リイファは何度も深呼吸を繰くり返し、ようやく冷静さを取り戻してチアンの部屋から出た。

　そこで待っていた父子おやこに、リイファは現実を告つげる。

　イェンの目に見る見るうちに涙が溜たまっていくのを見て、何も出来ない自分が本当に情けなかった。

　ルーレンは、リイファに万が一の治療法を何度も確認してくれた。

　手足を切り落とすだけで──もしかしたら、命だけは助かるかもしれないのだ。

　しかし、薬のないリイファにはその決断が出来なかった。

　どうして自分は治癒士ではないのだろう。

　医士としての己に誇ほこりを持っていたはずなのに、リイファは医士であることがこんなにも苦しいとは思っていなかった。

　なんて悲しい。

　そして悲しむしか出来ない自分が愚おろかで、リイファはイェンの家をそっと後にしてとぼとぼと歩いた。

　向かう先があったわけではない。

　門に置き去りにしたシェイを忘れていたわけではないが、あの安心をくれる存在のもとに、そのまま飛び込むことが出来ず、ただ暗くなっていく雪の町を歩く。

　そのときだった。

　いったいどこから現れたのか、人ひと気けのない場所で、突然リイファは背はい後ごから抱えられ、驚いて叫さけぶより前に口を塞ふさがれた。

「ん────っ!?」

　自分は何をしていたのか、一瞬で我に返って状況を確かめるものの、大きな身体に自由を奪われてどこかへ連れ去られているという現実しか解らない。

　しかし、それさえ解れば充分だった。

　リイファは力の限り抗あらがい、太い腕の中で身を捩よじった。だがリイファを摑つかむ腕は強く、人ひとりを抱えているというのにあっという間にどこかへ走っている。

　このまま──どこへ行くのか。何が待っているのか。

　想像しても、楽観したものなどあるはずがないと解るだけだ。

　目に涙が浮かぶが、脳のう裏りには違う姿が浮かんだ。

　シェイ。

　いつも笑顔で、困らせるようなことを言って、リイファにいつの間にか安心をくれる、リフィアの夫。

　名ばかりの夫だが、その存在は今のリイファにとって、ただひとりの家族に違いなかった。

　愛情があるのか、と言われれば、正直解らない。

　好きかどうかと問われれば、嫌きらいじゃないと答えるしかない。

　それでもリイファは、シェイにもう一度会いたいと思った。

　知り合って間もないというのに、リイファの心にはすでにシェイがいる。

　シェイ、と叫ぼうとして、リフィアは大きく口を開け、塞いでいる掌てのひらにそのまま嚙み付いた。

「う……っつ！」

　思わぬ反撃だったのか、リフィアを攫さらっていた相手は呻いて足を止め、思わず腕を緩ゆるめていた。その隙をリイファが狙ねらわないはずはない。

　リフィアは力の限り相手の腕を振りきり、知らない町の中へ走り出す。

「──っ待て！」

　低い男の声だった。

　待てと言われて、待つ者などいない。

　大人しく捕つかまれば、自分はどうなるのか、最悪の結果しか思い浮かばない。その結果がどんなものか、ついさっき見た少女の姿よりひどいのか、とも考えて、涙が溢あふれそうになる。

　それでも涙を堪こらえて走った。

　シェイ、シェイ、と何度も心の中で呼びかけて、男から逃げるように目の前にある路地という路地へ入り込む。

　雪と夜の闇やみに包まれて、まるで迷めい路ろのようだったが、逃げきれるならどこまででもリイファは走った。

　次の路地へ走り込んだとき、そこは完全に暗くら闇やみだった。

　一瞬躊躇ためらったものの、踏み出した勢いきおいは止まらずそのまま突っ込む。しかし、リイファは路地の中には入れなかった。

「う、んっ!?」

「──君、何してるの？」

　まるで暗闇に抱き止められているようだった。

　大きな闇に、不思議そうに問われて、リイファは闇の中に目を凝こらす。

　そこにいたのは、黒い人だ。

　リイファの記憶を奪った、本人に違いない。暗い闇の路地で、黒い格好をしていれば、その姿すら見えないだろう。

　問われたことは、リイファが聞き返したかった。

「黒い人……」

　思わず呟くと、表情の見えない黒い人は、顔を歪めたように声を少し変化させた。

「……本当に黒い人って呼んでるんだね……僕にも一応名前があるのに」

「呼ぶ？　名前？」

　攫われそうになって、逃げている途中に突然現れた黒い人。

　この一連の流れに、リイファはまともに頭が働かず、ただおうむ返しに言葉を繰り返す。

「僕にはルオっていう名前があるんだよ。君の記憶は貰っても、記憶力は貰ってないよ──それくらい覚えてほしいな」

　黒い人は自みずからをルオと名乗り、その手はやはり黒いままで、まるで闇から指先が生えたようだった。黒い指先がまた、リイファの額に触れる。

「ねぇ、もっと逃げたほうがいいかもよ」

「──え」

　ルオの言葉に、リイファは思わず背後を振り返る。路地の入り口に、誰かの影があった。

　息を切らしたその姿に、リイファは追いつかれたことを知る。もう一度ルオのほうを振り向いたが、そこには無む情じような闇があるだけだ。

　この先に飛び込んで、何があるのか──不安が胸を締めつける。

　シェイ。

　もう一度リイファは彼かの人を呼んだ。脳裏に浮かぶその姿は、闇にぽかりと明かりをともしたように鮮せん明めいだった。

「捕まえ──っぐあっ!?」

　男の手が迫せまったと感じた瞬間、リイファは覚かく悟ごした。

　しかし、何かが蹴け飛とばされたようにも感じて、男の呻き声を確かめるように振り返る。

　そこに立つ姿は、影だった。

　けれど、リイファを攫い、恐怖に陥おとしいれるものではない。

　リイファの中で、唯一明かりの灯ともった、影だった。

「まったく、僕の奥さんに何してるのかな？」

「……シェイ」

　本物だろうか、と声をかけると、間近に近付いた影はリイファを抱き締めた。

　その腕の中は、覚えがあった。

　抱き締められたことがあっただろうか、と記憶を探ったが、そんな答えを本当に求めていたわけではない。ただ、この腕の中はどこより安心出来ると知っていただけだ。

「シェイ……」

「リイファ、怪我はない？」

「ないわ……」

「大丈夫？」

「大丈夫……」

　心配そうに問う声に大人しく返事をしていると、シェイの大きな手がリイファの頤おとがいを摑んで上げた。

　暗い中なのに、何故かリイファにはその表情がよく見える。だが正直なところ、直ちよく視ししたいとは思わない笑顔だった。

「それで、僕の奥さんはいったいここで何をしているの？　待っててって、僕言わなかったっけ？」

「…………」

　最後の問いに、リイファは答えられなかった。

　シェイの笑みが、周囲の気温より低いものを放っていたからだ。

　リイファは声が凍ってしまったかも、と背中が冷えていくのを感じながら、自分に言える唯一の言葉を言った。

「……ごめんなさい」







「まったくリイファは、ちっとも目が離せないね」

　困った奥さんだ、とシェイに呆あきれられ、リイファは居い心地ごこちが悪そうに身み動じろいた。

「動かない」

「え、えーと、でも……」

「でもはなし。すごく身体が冷えてる。温めないといけないでしょ」

　それはそうかもしれないが、この状況はどうだろう。

　リイファはシェイに助けられてから、彼が取っていた宿屋へ案内され、暖かな部屋の暖炉の前で、彼の膝ひざの上に座らされていた。

　宿屋に着くなり、夕食にスープを用意してもらったのだが、それもこの格好のまま食べさせられた。まるで子供だと逃げようとしたのだが、本当に心配していたらしいシェイの強い腕からは逃げられなかった。

「女の子のひとり歩きは危ないんだよ。攫われたらどうなってたと思うの？」

「うん……ごめんなさい」

　旅は危険だという言葉が、これほど身に染みたことはない。人攫いという犯罪が現実にあるのだと背中を震わせる。

　リイファは叱しかられることが当然なのと、またシェイに会えたことに安あん堵どして、大人しく苦く言げんを受け入れて謝罪を繰り返す。

「もう二度と、僕のそばを離れちゃ駄だ目め」

「う、うん……？」

　それはどういう意味なのか、恥じらいと不安もあって曖あい昧まいな返事をしたが、シェイは否定を受け入れるつもりはない笑みを浮かべていた。

「それで、どこへ行っていたの？」

「あ、そうだ、門のところで雪犬に会って……」

　リイファはイェンと出会ったところから、治すことが出来なかった少女のことをすべて話した。

　しかし、力がないと肩を落としてイェンの家を出たときとは反対に、最後まで話したリイファの声には力があった。

「その子をどうするの？」

　治せるのか、とシェイは聞いているのだろう。

　リイファは首を横に振った。

「あの手足は、私には治せない──でも、命は助けられる」

「──もしかして、薬？」

「そう」

　シェイの理解は早く、リイファが何について悩んでいたのかをすぐに察してくれた。そしてリイファは自分がすでに解決方法を知っていることに嬉しさが溢れ、声を上げる。

「私、薬を作れるのよ」

　黒い人、ルオに会えた結果だった。

　あの指先には、いったい何の力があるのか、気付けばリイファは新しい記憶を取り戻していた。

　リイファは薬を作ることが出来る。あらゆる薬の材料と、処しよ方ほう、そして使い方もしっかりと解る。

　それが何より、リイファには嬉しかった。

　フェイフーでの治療の対価の金額は間違っていなかったのだ。自分で薬を作れるのなら、他人から薬を買う必要はない。つまり、さらに安く治療を行える。

　足を折った子供に使った薬は使い勝手が良いものだが、その材料は採さい取しゆして加工すればすぐにつくれる薬草だ。

　そして、リイファの頭にある今欲しい薬も、材料となる薬草さえあれば作れるものだ。

　運が自分へ向いているようだった。

　身体を温める薬の材料は、寒い地域──とくに雪の下に生せい息そくしている。

「作れる！　私、チアンを助けられるわ！」

　その喜びに、リイファは両手を上げて喜び、また同じ部屋で、シェイの膝の上に乗っている現実など忘れ去っていた。







　翌朝、リイファは眉根を寄せていた。

　寝台の上に座り、布団に身体を包み、不ふ機き嫌げんさを隠さない顔で見下ろしていた。

　その視線の先にいたのは、名ばかりの夫であるシェイの姿だ。

　昨夜、また同じ部屋になっていることに不満を持ったものの、夜も更ふけた時間ではどうすることも出来ず、寝台がひとつしかないことでリイファは暖炉の前で寝る、と言い張った。

　朝方は寒くなるから一緒に寝るべきだ、というシェイの主しゆ張ちようを、精いっぱい跳はね除のけ、どうにかひとりで寝ることに成功した。その代わり寝台を使うように強く言われ、固辞したものの、リイファの安全と安らぎを守るのが夫だというよく解らない主張に最後には負け、シェイは暖炉の前で布団にくるまって眠っているはずだった。

　しかし、今の状況はどうなのだろう。

　筋きん肉にく質しつの腕が布団から伸びて、リイファの腰を抱き締めるように、同じ寝台の上にシェイがいた。

　いったいいつの間に入り込んだのか。

　安眠する顔が一いつ層そう腹立たしい。

　リイファは据すわる視線をそのままに、勢いをつけてシェイの身体を、布団を振るうように落とそうと手に力を入れた。

　ぐっと布団を引っ張ると予想通りに寝台から転げ落ちたシェイだったが、リイファは次の瞬間目を見開き、悲鳴を上げて顔を隠した。

「っきゃ──っ！」

「なっ、なんだ？　なに？　どうしたの？」

　寝台の下に落ちたシェイは驚いて目を覚ましたようだが、起き上がった姿は、やはり裸だった。

　リイファは真っ赤になった顔を覆ったまま、頭に血が上のぼったように叫ぶ。

「どうして服を着てないの！　寒いんじゃなかったの!?」

「あぁ……だって、寝るときはやっぱり服を脱ぎたくなって、そしたら寒かったんだもん」

「だもんって、子供か！　どうしてくれるの！　見えちゃったじゃない！」

　恥ずかしさに何を叫んでいるのか理解していないリイファだが、シェイは素直に笑った。

「別に奥さんに見られたってどうもしないよ。あ、じゃあ僕のを見たなら、僕にも見せて？」

　何を見せるというのか。

　リイファは手近にあった枕を摑み、勢いよくシェイの笑顔に向かって投げつけた。

「絶対見せない！　早く服を着て！　出てってー！」

「リイファってば、恥ずかしがりやさんだなぁ」

　ははは、と笑うシェイに、どうして安心など覚えたのか。リイファは昨日の自分の感情が認められず、ただ渦うず巻まく怒りをどうにかしたいと寝台を何度も叩きつけた。

　それからなんとか落ち着いて、出かける用意が整った頃には、早朝から騒さわいでしまったことに恥ずかしくなり、人に会う前に宿屋を出て行きたくなった。

　しかしシェイはまったく気にならないのか、あっけらかんとしたまま朝食をとりに行くという。

「大丈夫だよ、この部屋の壁は厚いから、めったなことじゃ声は漏もれないんだ」

　そんなことを知っているシェイにも腹を立て、早朝の騒そう動どうがさらにお腹が空く原因になっていると、リイファはまたも怒りのままに朝食をとり、出かける。

　行先は決まっていた。

　門の外だが、次の町ではない。

「近くの森でいいの？」

　説明した通り、シェイはリイファの道案内をしてくれる。

　欲しい薬草の生える条件は解るが、それがどの場所なのかはリイファには解らないからだ。

　それでこんな場所に生えている、と説明して、連れて行ってもらうことにした。そもそも、もうそばを離れないとシェイは決めているようなので、ひとりで出歩くのは無理だろう。

　彼の後ろを歩きながら、やはりこの人は存在がすごすぎて、不安が募る。

　シェイは出来ることがあまりに多すぎる。地位も力もある皇こう軍ぐんの魔術士であり、大人の男性であり、優しい人でもある。そしてリイファに甘い。

　結婚したにもかかわらず、記憶がないからと跳ね除け、しかし都合よく世話になっているリイファに対し、シェイはそれが自分の仕事だと言わんばかりにリイファの前に存在していた。

　私はそれで、この人に何かを返せるのだろうか──

　今シェイがいなくなれば、リイファは何をすればいいのか、どこに行けばいいのかも解らないくらい不安に陥おちいるだろう。

　情けなく、申し訳なくも思いながら、もう少し記憶が戻るまで助けて欲しい、とリイファは広い背中に祈いのった。強気な性格が邪魔をして、素直にお礼も言えないけれど、記憶が戻ったらちゃんと感謝をしたい。

　リイファはそんなふうに思いながら、雪を踏みつけるようにしてしばらく進み、その雪の下にある草を搔き分けて探す。

　しばらくすると、シェイがこれ？　と一本の薬草を引き抜いてきた。

「あ、そう！　これ、どこにあったの？」

「あの辺に、たくさんあったよ」

　シェイの示す先は、リイファのいる場所より少し奥に入ったところだ。町の門からすると、歩いて半刻もかからない距離にある。

　これは採取するには最さい適てきな場所ともいえるだろう。

　リイファはシェイの案内してくれた場所の一角に、群ぐん生せいする薬草を見つけて、深く息を吐いた。安堵のためだ。

「これなら、だいぶもつわ」

「リイファ、全部採る？」

　シェイが一本目と同じように薬草を抜こうとして、リイファは慌てて止める。

「待って！　根は抜かないの。必要なのは茎くきから上なの。根はおいておくと、また生えてくるからそっとしておくの」

「ふうん……じゃあ刈かる？」

「そうね、お願いします」

　シェイはどこからともなく小さなナイフを取り出し、素早く一帯の薬草を刈り始めた。リイファも手伝いながら、見える範はん囲いの薬草をあっという間に刈り終える。

　ひと抱えになった薬草を持って、リイファは一度宿屋へ帰ろうとシェイを促した。

「この薬草はルーカといって、乾燥させてお茶にして飲むと身体が温まるから、テンクゥに住む人にはぴったりのお茶だと思う。少し甘みがあって、美味しいのよ。すぐに効こう果かが欲しいときは、すりつぶして柔らかくして飲めばいいのだけど、そうすると何故か苦みが出るのよね……でも本当に効果は早いから。あと、根は絶対に食べちゃ駄目。根も甘いのだけど、人には毒になるから……」

　リイファは帰り道に、思い出した知識を披ひ露ろうする。

　覚えていることが嬉しくてならなかったからだ。シェイがそれを大人しく聞いてくれていたから、調子に乗っていたのもある。

　ふと気付くと、そのシェイの目がとても柔らかくなっていて、まるで子供を褒ほめるような優しさを含んでいた。それに見つめられていたのだと気付くと、リイファは顔が熱くなり、続けられなくなってしまった。

「どうしたの？」

「な、なんでもない……それより、そんなに見ないで」

「どうして」

「見られたくないから！」

「奥さん以外の何を見ろっていうの？　リイファは意地悪だなぁ」

「意地悪じゃないっ」

　明らかにからかっているシェイの口調に、リイファは頰を染そめたまま言い返した。

　素直に感謝しなければ、と思いながら、そう出来ないのはシェイのせいでもあるとリイファは断だん言げんする。

　この自じ意い識しき過か剰じようになっている名ばかりの夫をどうしてやろうか、と恥ずかしさでかっとなった頭で考えていると、宿屋の手前で見知った相手に呼び止められた。

「リイファ……さん？」

　それはイェンとチアンの父親である、ルーレンだった。

　その姿は昨日と変わっていない。やつれた顔のままの父親が、緊張を張り詰めてリイファを待っていた。

　リイファは何らかの覚悟を受け取って、そのまま宿屋の部屋へ迎え入れた。







「昨日、おっしゃっていたことですが」

「……はい」

　部屋に入るなり、机に向かうとルーレンは口を開いた。

　シェイはリイファが相手をするに任せ、薬草を部屋の隅すみに置き横に控ひかえているだけだ。

　リイファは、昨日の会話を思い出す。

　チアンの右の手足は切り落とすこと。そうしなければ、命は助からないこと。しかし、切り落としたからといって助かる保証はないということ。

　しかし今のリイファは、薬草を手に入れた。あの凍った手足を切り離し、残された身体を暖めれば、おそらくチアンは回復するだろう。

　ルーレンが望むのなら、すぐにでもそれをしてあげたかった。

　しかし片方のみの手足になる。その決断は、なかなか難しい。

　ルーレンは暗い顔で、続きを話し始めるのを躊躇ったのか、薄い唇を何度も舐なめている。

「……娘が、チアンがあんなことになったのは、私のせいなのです。去年の冬に、私を外で待っていて──早く帰るつもりだったのですが、長くあの子を外で待たせてしまって、気付けば指先が氷のように……」

　それは悔かい恨こんの思いが溢れた言葉だった。

　何より自分が許せない、と苦しんでいる人の顔だ。

　どれほど苦しみ、悲しいのか、リイファには同じだけの痛みを受けたように伝わってきて、顔を歪める。

「実は、テンクゥでは一年に数人、同じような症状になる者が出ます。もう、こうなると命を終えるのをゆっくり待つしかなく、誰もが受け入れていたことだったんですが……」

　それが家族のひとりとなると、納得出来ない悲しみになるのだろう。

　もう一度決めた気持ちを奮ふるい起こすように、ルーレンは息を吞み込み、リイファを見た。

「……リイファさん、貴女は昨日、手足を切り落とせば、チアンは生き続けられるかもしれない、とおっしゃいましたよね？」

「はい」

「ただし、命の保証がないとおっしゃられていましたが──」

「いいえ、今は保証したいです」

「え？」

　リイファは相手が何を渋っているのか、気にしているのかを理解し、そして自分の手に入れた希望を伝えたくて、はっきりと言った。

「じつは、ルーカという薬草を手に入れました。さっき町の外へそれを採りに行っていたんです。このルーカは、身体を内側から温めてくれる薬草です。日常的に、乾燥させたお茶を飲むようにしていれば、たぶんチアンのような病気にかかる人は少なくなると思います」

「……え？　え？」

　ルーレンは今聞いた言葉を、一度では理解出来なかったらしい。目を丸くして隅に山となっている薬草とリイファを見て、真実だろうか、と考えている。

「テンクゥの人にとって、ルーカは必ひつ需じゆ品ひんだと思います。薬士に用意してもらってもいいし、もしくは手間をかければ誰でも加工出来る薬草です。正直なところ、どうしてそれをテンクゥの人たちが知らないのかが、私には不思議で仕方ないのですが……」

「リイファはどこで知ったの？」

　寒い地域に住む人が、寒さに慣れていても、身体を温める方法を知らないことが、リイファには不思議だった。シェイの様子から、魔術士である彼も知らなかったようだ。

　リイファはシェイに問われて、なんでもないように答える。

「本で読んだのよ。薬草の本には、どれが何に効きくのか、どうすればいいのか、全部載のっていたから……」

　答えてから、リイファは自分の記憶を探った。

　そうだ、確かに本で読んだはずだ。

　しかし、それをいつ、どこで、何の本で読んだのかが思い出せない。

　まだ自分の中に闇がある、とリイファは心が陰りそうになったが、今は関係ないことだと目の前の問題に意識を向け直した。

「そ、それを、それを飲めば、チアンは助かるんですか!?」

　ようやく頭が理解したのか、父親である彼は必死さを全身に表していた。

　リイファは薬草を手に入れたことで、自信を持って答える。

「正しく処方すれば、助かります。元通りになることは難しいですが──いつか、治癒士に頼めるのなら、切り落とした手足も元通りにしてもらえるかもしれませんし……」

「いいえ……治癒士にお願いすることは、うちでは難しいことですので……私は、リイファさん、貴女にお願いしたい。どうか、チアンを助けてください。必要な薬草を、私も採ってきますから！」

　深く、気持ちがよく解るほど深く頭を下げたルーレンに、リイファは自分の気持ちを引き締めた。

「私の力が及およぶ限り──私も、チアンを助けたい」

　泣き笑いの顔をしたルーレンに、リイファも嬉しくなった。

　助けられる。

　すべてなかったことにするほどの力はないけれど、命だけは助けられる。

　リイファは自分に出来ることがあると、嬉しくて仕方がなかった。







　そこからの作業は早かった。

　さっそくチアンたちの家に向かい、採取したルーカをすりこぎですりつぶし、少しずつ水を加え、飲みやすい薬にする。半分はそのまま残し、乾燥させる用意をした。

　この暖かな部屋に吊つるしておけば、半月もしないで綺き麗れいに乾くだろう。

　それから細かく砕くだいて、水と一緒に沸わかす。茶の色になれば甘い薬草茶の出来上がりだ。リイファは手足を切るための準備をしながら、それをチアンに一日一杯必ず飲ませるようにと伝える。

　それだけで手足が凍る病を防げるのだから、ルーカという薬草はテンクゥでどれほどの万能薬になるだろう。

　ルーレンは、やつれた顔を歪めるように笑みに変えて、喜んでいる。

　その笑顔だけで、リイファは力が湧わいた。父親の手伝いを喜んでするイェンも、心から嬉しそうな顔になっていた。

　準備が整うと、リイファはチアンをいつもと違う寝台へ、綺麗な敷しき布ふを広げてその上に寝かせ、手慣れた道具を傍かたわらの机に広げた。すりつぶしたルーカと、色の濃こい塗ぬり薬ぐすりも用意しておく。

「リイファ、手伝う？」

　シェイの声に、リイファは小さく頷いた。

「チアンはほとんど眠っているから、暴あばれることはまずないと思うけど……万が一、目を覚まして動くようなら、また押さえてもらえる？」

　それ以外は控えていて欲しいと言うと、シェイは心こころ得えたように近くで大人しくしていた。

　人の手足を切り落とすのだ。

　凍った部分はすでに黒く朽ちているが、あまり子供に見せたいものではない。リイファはしばらくイェンには雪犬と他の部屋で待っているように言いつけ、深く息を吐いて出来上がったばかりの薬草を手にする。

　それを自分の口に含んで、意識がないように眠ったままのチアンの顔に近付けた。

「──っ」

　息を吞んだのはルーレンだった。

　意識のない相手に薬を飲ませるため、口移しで直接送り込む。それが一番確実なのだと、リイファは習った。

　誰に習ったんだった──？

　ふとそんなことを思い浮かべたが、すぐに白い顔をしたままのチアンに意識を戻し、もう二回同じことを繰り返して、チアンがちゃんと飲み込んだのを確認すると、細いナイフに手を伸ばした。

「──始めます」

　小さく呟いたのは、自分のためだった。

　細い腕の白い肌と黒い肌の間に、すっと差し込んだナイフは、切れ味も良かった。

　しかしリイファは顔を顰しかめる。その感触は、人の肌を切っているようには思えなかったからだ。

　枯れ枝を切っているみたいだ。

　そう思いながら、肩から先にわずかに腕の部分を残し、あっという間に片腕を切り離した。血が溢れることもないままだったが、むしろ都合のよい状態でもあった。

　リイファは用意していた色の濃い塗り薬を腕の付け根に塗り込み、清せい潔けつな布を当てて外れないように包ほう帯たいを左肩へ回し巻いていく。

　そこが終わると、今度は足だ。

　作業は同じことを繰り返す。腕より少し太いだけの足も同じようにナイフを入れると、今度はジワリと滲にじむように血が流れた。

　それに口元を緩め、リイファは急いで同じ塗り薬を塗りつけた。そして布を当て、包帯を巻く。

　そこまで終えると、残った手足に身体から首まで手を触れて確かめ、ほうっと息を吐いた。

「温かい。ルーカがもう効いているみたい」

「……チアン！」

　安堵したリイファの声に、すべてを見ていたルーレンも泣いているような声で名前を呼んだ。

「良かった……！　良かった！　チアン、本当に……っ」

　まだ白い頰を包み、そっと抱き締めて顔を伏せるルーレンに、リイファも嬉しくなった。

　しばらく経過を見る必要はあるけれど、一歩前に進んだことは確かだ。

　これで、チアンがすぐに命を落とすことはない。凍り続けることもない。

　不自由することは解っているけれど、父親と弟を、安心させることは出来た。

　リイファはその光景に目を細めて、後あと始し末まつを始める。

　凍って朽ちた手足を布に包み、見えないようにした。チアンはもう一度暖かな部屋の寝台に寝かせるため移動させ、違う部屋で待っていたイェンに作業が終わったことを伝える。

「なおったの!?　お姉ちゃん、なおった？　もうこおらない？」

「もう、大丈夫よ」

　リイファの言葉に一番の笑顔を見せたイェンは、すぐさまチアンの寝ている部屋へ駆かけ出していった。

　その部屋で、父親と一緒に騒いではしゃぐ声が聞こえる。

　本当に、良かったとリイファは感じながら、自分の大事な仕事道具を片付け、残りのルーカを小こ瓶びんに移して、保管する。起き上がれるようになるまで、これはチアンに必要なものだ。

　そこに、ただ見守ってくれていたシェイが声をかける。

「リイファ、お疲れ様」

「シェイ……」

「成功して良かったね」

「うん、本当に……ずっと眠っててくれて助かったわ。もう少しの間、起き上がる力はないだろうけど、目を覚ますたびにルーカを飲んでいけば、体力が戻って普通の食事だって出来る」

　そうすれば、すぐに元気になるだろう。

　リイファが満足して話していると、シェイはいつの間にかすぐ目の前に立って、どこか陰りを持った笑みを浮かべている。

「……シェイ？」

　何かあっただろうか、と首を傾かしげると、シェイの大きな手がリイファの頰を包んだ。

　至し近きん距きよ離りで、シェイを強制的に見上げるような格好になり、リイファは慌てて離れようとするが、その腕は強く、放される気配はない。

「な、ど、シェイ!?」

「リイファ……この唇、もしかして、他の人にも何度も使ったの？」

「──は……？」

　どういう意味だ、と頰を染めたまま眉根を寄せたが、シェイの親指がゆっくりリイファの開いた唇をなぞる。

　その触れ方はリイファの背中をぞくりと震わせ、落ち着かないものにした。

　笑っているはずなのに、真剣で不ふ穏おんなものを発しているシェイに、リイファは相手が何を考えているのか、ようやく理解した。

「あれは……っあれは治療で！　別にそういう意味でしたんじゃないのよ！　そもそもチアンは女の子で──」

「女の子でも誰でも、僕じゃないでしょ？」

「そんな……っ」

「夫の僕を差し置いて、この唇は、いったい誰に何度、与えたの？」

「────っ」

　そんなものは何も与えていない──

　リイファの否定する声は、声にならなかった。

　開いた唇を塞ぐようにシェイの唇が降りてきて、リイファの衝撃ごとすべてを奪った。
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　リイファの予想通り、チアンは次の日には目を覚まし、少しだが会話することも出来るようになった。

　ルーカの効こう果かは大きく、意識のあるときは苦味の強い薬に顔を顰しかめたものの、目に見えて良くなっていくことにチアンも、ルーレンとイェンも泣きながら喜んだ。

　そしてこれから、同じことが起きないようにルーカのお茶作りを始める。ルーエンは周囲の家にもルーカの効果を教え、訊たずねられるたびに、リイファは相手が納なつ得とくするまで教え続けた。医い士しの仕事は治ち療りようだけでなく、予防する意味も含まれるからだ。

　近所中の家で薬草茶を重ちよう宝ほうするようになったが、これほどの薬がどうしてテンクゥという寒い場所で知られていないのか、リイファは不思議で仕方なかった。

「今テンクゥに治ち癒ゆ士しはいないけれど、薬くす士しも少ないんだ。それが原因かもしれないね……ルーカのことを知っている薬士が絶えれば、新しい薬士は知ることが出来ない。それなら今誰も知らない薬草があっても不思議じゃないかも」

　シェイの説明に、リイファはなんとなく納得したものの、理解は出来ない。

　薬士なら処しよ方ほうする薬を何らかの形で残しておくべきだ。自分も先人の教えがあるから医士として仕事が出来る。記き録ろくは、何より大切なものだとシェイから距離を置いた場所で、リイファは別の薬を調ちよう合ごうしながら考える。

　これはチアンの傷きず口ぐちに塗ぬるための薬だ。体温を取り戻し、体中にちゃんと血が巡めぐるようになったチアンだが、傷口が塞ふさがらなければ、今度はそこから血が流れて命を落とすことになる。それを防ふせぐための塗り薬は、少し酸さん味みの強い匂においがするものの、効果は高い。

　手足を切り落としてから四日が過ぎたが、その傷口はもう塞がりかけていた。

　残った片方の手足での不自由さはあるが、命があることをチアンは家族と笑い合って喜んでいる。移動はルーレンに抱かかえられて、というのが大変だが、まだあまり動くことも出来ないので、それはおいおい考えていけばいいことだろう。今はチアンの命が助かったことと、今後この病やまいで命を落とす者が少なくなるであろう希望を喜ぶべきだ。

　シェイは軍人だからか、魔ま術じゆつ士しという立場からか、皇こう国こくインロンのことに詳しい。

　知りたいことは、調べれば解わかる立場にもある。テンクゥに薬士が少ないことも、調べれば理由が解り、対応策を考えていけるかもしれない。

　ただ、治癒士がいないことは、どうしようもない。

　せめてリイファはテンクゥに医士がいれば、と考えた。

　リイファのような医士は、治癒士に頼めない人たちのために、救える命を少しでも多くしたいがために存在するはずだ。

　リイファは医士だけれど、たったひとりしかいないはずはない。

　何故なら、リイファは自分の持っている記き憶おくと知識を、誰かに習ったと覚えているからだ。決して自分で見つけた治療法ではない。

　でも、誰に──？

　リイファはぼんやりと思考の中に浸ひたっていた。

　その顔の前に、突然シェイが現れる。

「リイファ？」

「────っ近付かないでって言ってるでしょ!?」

　リイファは持っていた薬を手放し、勢いきおいよくシェイの顔を押しやる。簡単にリイファから離されながら、シェイは子供のように拗すねた。

「まだ怒おこってるの？　でも、あれはリイファが悪いんだよ？」

「どうして私のせいなの!?　そもそも、あんなことしちゃ駄だ目めなんだから！」

「夫婦でしないで他に誰とするの？」

「────っ」

　正論だった。

　しかし、リイファは簡単に頷うなずいて許せるような心は持っていない。

　病人に口移しで薬を与えるのとは違う、他人の唇くちびる。

　リイファは初めて、口付けをした。いや、された。

　しかも触ふれるだけではなく、深く重なり、誰も触れたことのない口こう腔くうを知らない舌したがまさぐった。思い出すだけでその感触が広がりそうで、リイファは慌あわてて口を押さえる。

　確かに口付けは、親しん密みつな間柄でするものなのだろう。夫婦ともなれば、それ以上の繫つながりがあってもおかしくはない。しかしリイファたちは、普通の夫婦ではなかったはずだ。

　愛を積極的に告つげてくるシェイだが、リイファはまだ結婚したときの記憶が戻っていない。

　未いまだどうして結婚したのか、理解に苦しむほどだ。

　その状態で、あんなに激しいものを受けて、苦しいよりも恥ずかしくて堪たまらなかった。

　自分の気持ちは誰より自分が知っている。

　正直口付けは、嫌いやではなかった。苦しさを覚えて困こん惑わくしたけれど、跳はね除のけて距離を置いているのは、恥ずかしさからだ。

　リイファは、そう考える自分がさらにおかしいと不安になって、素直になれない。

　結婚したとしても、知らない男のはずだ。

　記憶が失なくなって以来ずっと一緒にいるお蔭かげで、まったく知らない相手ではないけれど、それでも好きだとか、シェイが言う愛のような気持ちはまだ解らない。

　解らないのに心臓が煩うるさいほど鳴り響き、音がシェイに聞こえてしまわないだろうかと困って、近付いて欲しくなかった。

　シェイは大人の姿で子供のように拗ねた態度を隠さず、リイファを少し離れた場所から見つめる。

「夫婦なんだから時間の問題なのに……後でするなら、今したっていいと思う」

「何をするの!?　何が時間の問題なの!?」

　リイファは真っ赤な顔で、シェイの言葉の意味を理解したくないと撥はねつけた。

　本当にどうしてこの人と結婚したのか、リイファは記憶を失くす前の自分に問いただしたい。

　まだ言い合いが続きそうだったが、ふたりのいた宿屋の主人が来客があると顔を覗のぞかせる。リフィアは首を傾かしげたが、シェイには心当たりがあったようで、すぐに表に出ていった。

「シェイ？」

「ちょっと待ってて」

　そう言われたが、気になって後をついていくと、宿屋の入り口に制服を着た軍人が待っていた。それは確かに、シェイの客なのだろう。

　いくつか言葉を交わしただけで、シェイはそのまま軍人と一緒に宿屋を出て行ってしまった。

　いったいどこへ行くのか、とリイファはついて行きかけたが、待っていろと言われて待たなかった結果、攫さらわれそうになったことはちゃんと覚えている。

　その後で、散さん々ざんシェイに構われたことをむしろ鮮せん明めいに覚えている。

　思い出すだけで顔が熱くなるから、忘れたくてもなかなか難むずかしい。リイファはあんなことになるのなら、と好こう奇き心しんを自じ制せいして足を止めた。

　宿屋を一歩出たところで、まだ昼間だし人通りもあるから大丈夫だろうとシェイの背中を視界から消えるまで見送る。

　こんなふうに、ひとりでどこかへ行くシェイは初めてで、リイファは少し不安が過よぎった。やっぱりついていけばよかったかな、と思った瞬間、リイファの視界は真まっ暗くらになった。

「──!?」

　驚いて目を見開いたのに、やはり暗い。

　何が起こったのか、焦あせって周囲を見渡すと、いつの間にか目の前に誰かが立っていた。

　それは他の誰でもない、黒い人──ルオだ。

　突然の暗くら闇やみと、それに溶とけ込んだように見えるルオなのに、姿を判はん別べつ出来ることが不思議だと思いつつも、驚いたままの声はうまく出てくれない。

　今なら叫べば、シェイに聞こえるかもしれないと思ったが、リイファが声を取り戻すよりルオが話し出すほうが早かった。

「もう、僕を追いかけるのは諦あきらめたの？」

　そんなはずはない。

　まだ、リイファは知らないことが多すぎる。

　記憶がないと解る不安が多すぎる。

　反はん論ろんしようとしたが、ルオの口はゆっくりと弧こを描き、囁ささやいた。

「僕は買い物をして待ってるよ……交こう易えきの町には、たくさん面おも白しろいものがあるからね」

「ま──っ」

　待って、と闇やみに溶け込んだルオを追いかけようと声を出して手を伸ばしたが、その先にはまた何もなかった。

　瞬まばたくと、周囲はちゃんと昼間で、人通りの少ない普通のテンクゥの道だった。雪の白さは残るものの、暗闇などどこにも見当たらない。

　周囲は不思議なことなど何もなかったかのように動いている。

　今のは、夢──？

　リイファは不思議な感覚に襲おそわれたが、どこかで夢ではないことを理解していた。

　行かなければ。

　リイファは強く手を握る。

　自分の大事な記憶のすべては、まだ戻っていない。

　それがなければ、リイファは医士としても未完全なのだと思えた。

　リイファはシェイが帰ってきたら、町を出る準備をしなければ、と決意した。







　シェイが戻ってきたのはそれからすぐだった。

　ただ、簡易のそりに大きな包つつみを乗せて戻ってきた。それは何だろう、と気にしながら、リイファはまたルオが出たことを告げる。

「交易の町に行きたいの。チアンの様子を見て、薬の作り置きを作ってから、だけど」

「うん、解った」

　シェイの言葉は簡かん潔けつだ。

　本当に、この旅が始まってから、シェイはリイファのためだけに動いているようなものだった。

　リイファのすることの邪じや魔まをしないように、そしてときに手を貸して助けてくれる。

　夫婦だから、とシェイは口にして動いてくれるが、リイファは本当の夫婦ではないと思っているから、彼の本音が解らなくて、有あり難がたいと思うのと同じだけ不安にも感じる。

　いったい記憶を失くす前の自分は、何をしてこんなにシェイに惚ほれられたのだろう。

　どうしてこんなに優しくしてもらえるほど、愛されていたのだろう。

　受け入れていいの？

　ただ愛されていいの？

　私は、その愛を受け入れるだけの価値があったの──？

　リイファはシェイを知れば知るほど、理由のない不安が増えていくようで、怖かった。

　そばにいるシェイに、その腕に素直に飛び込めない理由が、それだった。

　今も複ふく雑ざつな気持ちのまま、作っていた薬を整えて瓶びんに詰め替え、チアンの家へと向かっている。

　チアンとイェンの家は、とても明るくなっていた。父親と三人家族で、母親はイェンが生まれたころに病気で亡なくなったという。それもあって、家族のひとりが欠かけることが不安で仕方がなかったのだろう。

　でもその心配はもうない。

　傷の治り具合と、チアンの様子を確かめたリイファは、自分がそばにいなくても大丈夫だと判断した。

　残りの薬の飲み方や、ルーカの処方の仕方を教えて、リイファは旅立つことを告げる。

「えっ、お姉さん、どっかいっちゃうの？」

　瞬またたく間まに目に涙を浮かべたのは、リイファと一番仲良くなったイェンだ。

　素直で家族想いの少年は、リイファにとっても大事な友人だった。

　イェンがいなければ、姉であるチアンは助からなかっただろう。リイファも、知らないまま通り過ぎて、助けられる命に気付かずに過ごしていたかもしれない。

　自分の力を役立てることが出来る。

　リイファにとって、己おのれの存在を確かく立りつする何よりの自信に繫がることだった。

　それを証明させてくれたイェンに、リイファは感謝こそすれ、泣かせたいわけではない。

　何度も宥なだめすかし、謝り、しかし自分にはやるべきことがまだまだあるのだと伝えて、最後にはチアンとルーエンに助けられながら、ようやく別れを納得してもらえた。

　ルーカという薬草を教えたことで、近所中から感謝され、達たつ成せい感かんもいっぱいに旅立つことが出来る。

　チアンの治療費は、五千カルだと決めていた。それを最初に告げたとき、ルーレンからはあまりに少なすぎると言われたが、ルーカを処方出来るようになればリイファの仕事は多くない。

　この先、ルーカを広めていくことと、医士という仕事があることをみんなに教えて欲しいとだけ伝えて、リイファはそれ以上受け取らなかった。

　そして別わかれ際ぎわ、それまで一緒にいるだけだったシェイが、そりに乗せていた荷物をチアンの前に取り出した。

「これ、あると便利だと思って」

「なに──？」

　包みを剝はがすと、そこにあったのは椅い子すだった。ただし、大きな車輪が付いていた。

　リイファは目を見張った。

　これならば、椅子に座ったチアンの背を押すだけで、移動が可か能のうになると解ったからだ。

「シェイ──」

「フェイフーで助けたあの子、あの子の父親のイルーが木工職人だったの覚えてる？　事情を話してお願いしたら作ってくれたんだ」

　理由を聞きたくて名前を呼んだのに、シェイは何も特別なことはないとばかりにあっさりと、車の付いた椅子をチアンへ贈る。

　チアンも、家族たちも飛び上がらんばかりに喜んだが、それ以上の想いでリイファは苦しくなった。

　胸が詰まって、何も言えなくなる。

「リイファ？」

　顔が盛せい大だいに歪ゆがんでいるはずだ。

　イェンに別れを告げたときも悲しかったが、それ以上に胸が締しめつけられた。

　シェイは顔を覗き込もうとしたが、リイファは隠すために彼の胸に顔を伏せる。そして見られないように、しっかりと背中に手を回した。

　リイファが、自分からシェイに抱き付いたのはこれが初めてのことだ。

「息子を助けてくれたお礼にタダで作ってもらったよ？」

「……」

　そういうことではない、とリイファは押しつけた顔を振った。

　人前だというのも理解していたが、溢あふれてくる気持ちを抑おさえるには、これしかなかった。

　リイファの身体からだを簡単に覆おおってしまえるほど、大きな身体。

　リイファより頭一つは高い背で、強い腕がリイファの背中を抱き寄せてくる。

　リイファが抱き付いたのを、丁ちよう度どいいとでも思ったのかもしれない。シェイの気持ちに応こたえるわけではないけれど、リイファはこの温あたたかで苦しい気持ちが、なんなのか解らず、ただ渦うず巻まいて吐き出せない感情が、こうすることで一番楽になると本ほん能のうで察さつした。

「リイファ、お礼ならあとで、宿屋に帰ってから濃のう密みつに──」

「そんなこと、しない」

　嬉うれしそうに恥ずかしいことを口にするシェイの言葉を、くぐもった声で止めたけれど、腕から離れることはなかった。

「リイファ、生なま殺ごろしって言葉、やっぱり解ってる？」

　意い地じ悪わる、と困りながらも、嬉しそうなシェイの声に、リイファは自分の気持ちがひとつ綻ほころんだことに気付いた。

　何を思ってシェイと結婚したのかはまだよく解らないけれど、きっとそれは、この気持ちが溢れたからだろう。

　リイファは自分を包む、温かく、苦しくも感じるほどの大きな気持ちに、今は何より満足してシェイの腕に抱かれていた。







　冷静になれば、人前で抱ほう擁ようをしたことがリイファには何よりも恥ずかしくて、盛大な拍はく手しゆで見送るテンクゥの人々の前から、逃げ出すように消えることが重要だった。

　また馬車の旅に戻って、リイファは悶もん絶ぜつしていた。

　あまりの恥ずかしさに、シェイの隣となりに並んで座ることが出来ず、馬車の荷物と一緒に荷台に潜もぐり込んでじっとしている。

「リイファ、ひとりは寂さびしいよ」

「…………」

　御ぎよ者しや席せきでシェイが呼ぶものの、赤い顔が未だ収まらないリイファはとても出ていくことは出来ない。

「まぁいいけど。リイファの柔やわらかな触さわり心地ごこちは夢に見そう。それだけで、僕きっとイけると思うんだ──」

「何のこと!?　何を考えてるの!?」

　楽しそうなシェイの声に、不ふ穏おんなものを感じてリイファは慌てて彼の思考を止めようと荷台から顔を出し、シェイに詰つめ寄よる。

「あ、やっと出て来た。ほら、もうすぐ交易の町に着くよ──あれが、サイエンだ」

「え──」

　リイファは道の先を示されて、いつの間にか冬から春へと移動したような景色に目を瞬かせ、目前に広がる大きな塀へいと人の多さに開いた口が塞がらなかった。

　シェイの操あやつる馬車の後ろからも、旅行者が歩いていたり、行商人の馬車が追ってきていたりする。もちろん前方にも人は多く、これまでの町よりさらに高くそびえ立つ大きな塀の前に行列をなしているのが見えた。

　いつの間にこれほどの人の中にいたのか。今更気付いたように、周囲のざわめきが耳に届く。気温が高くなっていることにも気付いて、リイファは重く圧おし掛かかっているようだった防ぼう寒かん服ふくを脱いだ。

　この短時間で着いたことを考えれば、裏うら街かい道どうを通っていたのだと解るが、それでもいつの間に普通の街道に戻ったのか、リイファは気付けなかった。

　交易の町という名は伊だ達てではない。

　集まっている人々も、インロンの者たちだけではない、明らかに他国と解る服装のものも目立っていた。商人なのか、旅行者なのか、リイファに見分けがつくわけではないが、人が溢れるほど蠢うごめいているのはよく解る。

「相変わらず、人が多いな……追い越すか」

「え？　いいの？」

　この人の多さは、もちろん町に入ろうとして待っている人にほかならない。シェイはその待ち時間を嫌がって、フェイフーでしたように先に通過しようとしているようだ。

　さすがに何か言われやしないだろうか、とリイファは心配したのだが、シェイはとても晴れやかな笑顔で答えた。

「そのために軍に入っているんだよ」

「…………」

　その理由はいかがなものか。

　職しよつ権けんは乱らん用ようするためにある、と公言しているようなものだ。

　リイファが声を失くしている間に、シェイは待ち続ける人々をさっさと追い越し、大きな塀に見合った門へと近付いた。

　門の付近はさらに人が溢れ、出入りを確認している役人と揉もめ事ごとがないよう目を光らせている軍人も多かった。

　その軍人のひとりが、目め聡ざとくシェイを見つけて、こちらから声をかける前に走り寄ってくる。

「──シェイ殿どの!?」

「あー……なんか嫌な予感」

「え？」

　ぽつりと呟つぶやいたシェイの声に、リイファが首を傾げて向かってくる相手を確かめていると、駆かけ寄りざま相手が捲まくし立てた。

「ちょうどよかったです！　人ひと手でが足りないんです、手伝っていただけませんか！」

「えええー、僕、新婚旅行中なんだけど。休きゆう暇か中ちゆうなんだけど」

「えっいつの間にご結婚を!?　自分は聞いておりませんが！」

「どうして君に言わなくちゃならないの。僕の結婚なんだから僕の勝手でしょ」

「そんなことより！　町の北東地区で火か災さいが発生しまして、その対応に人が足りないんです、お願いします！」

「そんなこと……？」

　結婚をその一言で終わらせた軍人に、シェイはやる気のなさそうな表情から一いつ変ぺんさせて、冷ややかな空気を纏まとい始める。

　シェイが冷たく反論をする前に、リイファは何があったのかを悟さとって先に口を挟んだ。

「シェイ、手伝いに行って！　私も行きたい！」

「危ないから駄目、リイファ」

「危なくないわよ。きっと怪け我が人にんもいるでしょ。それを助けてあげるのが私の仕事だもの」

　リイファの言葉をあっさり跳ね除けたシェイだが、リイファも引くつもりはなかった。

　シェイが行かないというのなら、馬車を降りてひとりでも行っただろう。

　そのリイファの決意が解ったのか、シェイは諦めたように息を吐いて、呼びに来た軍人に顔を向けた。

「場所はどこ？」







　案内してくれた軍人は、第三部隊に所しよ属ぞくし、班は違うもののシェイの顔見知りであり部下のひとりでもあったらしい。

　マークオと名乗った軍人は、道すがらシェイと結婚した相手が気になり始めたのか、ちらちらとリイファに視線を向けてくる。そしてぽつりと、「さすがシェイ殿……うらやましすぎる」と呟いていた。

　どういう意味だろう、とリイファは首を傾げていたが、その言葉をはっきり耳にしたシェイは馬車の上から横を歩くマークオの頭を摑つかみ、指に力を入れた。

「どういう意味かな、マークオ？　僕の奥さんに何か言いたいことがあるの？」

「いたたたたたっすみません！　何もありません！　自分何も見ていません！」

「そうだよね、君は何も見てないよね」

　必死で言いきったマークオに、シェイはぱっと手を離しなんでもない様子を続けた。

　恨うらめしそうにシェイを見ていたマークオだが、今度は何も言わず、人が慌あわただしくしている場所に近付き、馬車を止めるように手を上げる。

「あそこです。馬車はこちらで繫いでおきますから、シェイ殿は向こうへ──えっと」

　マークオは続きを言いかけて、リイファから視線を逸そらし彷徨さまよわせる。シェイを必要とはしているものの、リイファをどう扱あつかっていいのか解らないのだろう。

　それにシェイが助け船を出した。

「救護所はどこだ？　薬士は来ているのか？」

「あ、はい。向こうの仮か設せつを使っています」

　火災が起きたのは、馬車を降りた少し先のようだった。

　リイファの目にも、まだ黒い煙けむりが上がっているのが見える。そして逃げ惑まどう人と、対応に当たる軍人とが入り混じり、現場が混乱しているのもよく解った。

　マークオが示した救護所はその混乱の場所から通りを挟んで離れた位置で、怪我人を収しゆう容ようするには距離も広さも適てき応おうしていた。

　シェイは現場と救護所を確認すると、マークオに向かって言った。

「先に行っていてくれ。僕はリイファを救護所へ送ってから追いかける」

「解りました！」

　ぴし、と綺き麗れいな敬けい礼れいをして、マークオはそのまま走り去る。

　それを見て、リイファは改めて、シェイが軍人であり、位の高い人なのだと実感した。

　子供のような面もあれば、困った男にもなり、そしてちゃんと頼れる人でもある。

　リイファはいったい本当のシェイはどんな人なのか、隠しきれない興味が湧わいて、さらにすでに好ましく感じていることにも気付き始めていた。

「じゃあリイファ、あっちへ行こう」

「──そうね」

　しかし、そんな気持ちを抱いだいていることを教えるはずがない。

　少し頰ほおを染そめながら、視線を外はずしてリイファは冷静さを保たもち、シェイの後について救護所へ向かう。

　救護所はすでに多くの怪我人でいっぱいだった。

　それに対応しているのは、白い装しよう束ぞくに身を包んだ薬士と、その手伝いをする軍人だ。さすがに治ち癒ゆ士しの姿は見当たらない。

　シェイはすぐにその場を纏めている軍人を見つけ、リイファの荷物を持ったまま近付いていく。

「第三部隊一班、シェイだ。ここは君が見ているのか？」

「はっ、第四部隊一班所属のエンです。現在薬士二名と部下で怪我人の対応に当たっております」

「うん、じゃあここを手伝ってくれる医士を連れてきた──僕の奥さんだけど」

「お、くさん？」

「──医士？」

　エンと名乗った軍人はシェイの「奥さん」という言葉に驚き目を瞬かせてリイファを見たが、その後ろで怪我人を見ていた薬士のひとりが違う言葉に反応し、強い視線を向けて来た。

　壮そう年ねんの薬士は、怪我人を診みることに慣れているようだった。請うけ負おった怪我を素早く手当てしてから、改めてリイファを見上げている。

「本当に、医士なのか？」

　その薬士は医士を知っているようだった。

　リイファはその目を見て、しっかりと頷いた。

「はい。私は医士です」

「それは──助かる。借りても？」

　最後の言葉はリイファではない。リイファの夫であるシェイに向けられていた。

　シェイは頷きながら、眇すがめた目をエンに向ける。

「ここは怪我人を診るところで、安全なはずだな？　だがもし何かあれば、第一に妻の安全を優先しろ」

　それはやっぱり、職権乱用だと思う──

　そうリイファが止めようとしたときには、すでに真ま面じ目めな顔をしてエンが了りよう承しようしてしまっていた。

　シェイは確認すると、足早に現場へと駆けて行った。

　その後ろ姿は、やはり頼りになる人にしか見えず、リイファは嬉しいような恥ずかしいような気持ちに顔を歪めていたが、溢れている怪我人を思い出し、すぐに仕事に取り掛かった。

「私は、誰から診ましょうか？」

「では──そちらへ、場所を空あけてくれ。彼女に机の用意を──薬はここにあるから」

「はい」

　リイファは手て際ぎわよく用意されることに、この壮年の薬士は腕がいいのだと感じて、自分もやるべき仕事に没ぼつ頭とうした。







　薬士はユエと名乗った。

　年ねん齢れい的てきには、初老に入りかけた年頃で、薬士をしているが、軽けい傷しようの怪我の扱いも頼まれて治療することが多いという。だからこそ、こういった災さい害がい時じなどに駆かり出される。

　次々とやってくる怪我人の対応に追われたが、あまりひどい怪我人もなく、治療する人間が三人に増えたことでようやくぽつぽつと会話が出来るようになった。

　ユエはとくに、医士というリイファに興味を持っているようだ。

「それは君の薬箱かな」

　リイファの隣へシェイが置いてくれた荷物を見て、ユエが訊きいた。

　今のところ薬士たちが用意した薬で足りているようだが、何かあったときのためと、自分の仕事道具はそばに置いておきたいからと、リイファは貴き重ちよう品ひんと同じように荷物を離さなかった。

「はい。私の調合したものばかりですけど……」

「なるほど、やはり医士は薬士も兼かねるのだな」

　納得しているユエに、リイファは目の前にいる腕に火傷やけどを負おった怪我人に塗り薬をつけ、包ほう帯たいで患かん部ぶを巻きながら訊いた。

「ユエさんは……他に医士をご存ぞん知じなのですか？」

　ユエも手早く処置をしながら、何を思い出したのか楽しそうに頷いた。

「うん。昔知り合った人が医士でね。今は医士という名前をこの町でも聞くようになったけれど、昔は薬士の間でも知られてないような人たちだったんだ」

「そうなんですか？」

「そうなんだ。最初に会ったときは、ずいぶん胡う散さん臭くさい男だとさんざん警けい戒かいしていたんだが、付き合ってみるとこれがなかなか面白い男で……私は薬士だというのに、ついついその男を手伝ううちに、軽い怪我の処置なら出来るようになってしまったんだ」

　お蔭で今も駆り出されていると苦笑するが、ユエにとってそれは悪い思い出ではないのだろう。話す笑顔がとても楽しそうだった。

　それから少し顔を顰めて、続きを話す。

「この町にも、治癒士がいないわけではないのだが……」

「治癒士は、こんな場所には来ないでしょう？」

　リイファは歯切れの悪そうなユエの言葉を当然だろうと思うのだが、薬士の顔は複雑なままだった。

「まだ幼おさない治癒士なんだよ。周囲が手を貸し、正しく導みちびけば強ごう欲よくな治癒士になどなることもないのだろうが……あの親がなぁ」

「そんなに小さな治癒士なんですか？」

「まぁね。まだ親の庇ひ護ご下かにいるべきだから、我われ々われとしては何も言えることはないのだが、かなりの力を持っているらしいんだよ」

　治癒士というものがどんな存在なのか解っているリイファからすると、ユエの「治癒士を良いほうへ育てる」という発想は驚きだった。

　治癒士は強欲だ。

　神のごとき力があるからこそ、神のように振ふる舞まっても誰も刃は向むかうことが出来ない。そしてその力を、欲よくに変えて欲するのが治癒士だとリイファは思っていた。

　だからこそ、治癒士にかかれば一瞬で治る少しの怪我でも、高い対たい価かを要求される。それが払はらえないのなら、治癒士は力を使わない。

　そのせいで、簡単に命を落とす者が多かった。

　医士はそんな人々を助けようとして出来た集団だ。

　先人からの知恵を残し、本を読み、知識を増やし、またそれらを後こう世せいに伝え、人を助けるための努力を怠おこたらない。

　もちろんすべての人が助けられるわけではない。怪我や病気などがなかったことになるほど回復出来るわけでもない。

　それでも、助けられる命があるのなら、という理由で、医士は仕事をしている。

　強欲だと知られる治癒士に頼れない人々を助ける。それが医士の根元だと考えていた。

　リイファは医士としての理り念ねんを思いながら、それを誰から聞いたのだったか、とまだ闇に包まれた部分に気分が落ち込みそうになる。

　そこにユエが自分の知っている医士の話をしてくれた。

「ちょうど君の父親くらいじゃないのかな……医士というのは、世せ襲しゆうではないと聞いていたが、君はどうして医士になったのかね？　しかもずいぶん若いようだが」

「私は……」

　リイファは困惑して、返す言葉を躊躇ためらった。

　どうして自分は医士なのか。

　その理由を知りたいのは、他の誰でもないリイファだった。

　返事を待つふうのユエに、隠していてもどうしようもない、とリイファは素直に話すことにした。

「私は、記憶がないんです」

「──なんだって？」

「知らない男に、記憶を奪うばわれてしまって、この町に来たのも、実はその男を追ってのことで……」

　リイファは簡単に、自分の現状を説明し、医士としての記憶は取り戻したので、治療にあたるのに不都合はないことも伝える。

　ただ、家族の記憶がない。

　父親が誰なのか。母親が誰なのか。そしてどうして医士になったのか。

　リイファは自分のすぐそばにまだ闇があるようで、落ち着かなくなった。

　ユエはリイファの説明を聞いて、顔を顰めながら少し考えていた。

「記憶を奪う……どこかで聞いたことがあるような……いや、そもそも君は役所に届け出たのかな？」

　インロンの民は、生まれた町で身分証を取る。その存在を、それぞれの町が保証してくれる大事な証あかしだ。

　そのため、何か起こったときは各町主がいる役所へ届け出て、助けてもらう。

　リイファは今その事実に気付いたようで、目を丸くしたあと首を振った。

「いいえ……でも、あの」

　どうして自分はそれをしなかったのだろう、と考えて、一緒にいる相手を思い出す。

　結婚したばかりの、名ばかりの夫だ。

「私と一緒にいる人が、軍人だったので……その人と一緒に追いかけているんです」

「ああ、先ほどの……紅こう玉ぎよくをしていたように思うが、まさか魔術士？」

「そうです」

　そう答えながらも、リイファは魔術士が何をしているのかは本当のところよく知らなかった。

　魔ま力りよくを扱えるらしいが、それがどんなものなのか、リイファはほとんど見たことがない。リイファの前で、シェイが使った力というのは軍人である立場を利用した職権だ。

　あれは魔術士だから、というわけではないだろうとリイファは首を傾げる。

　ユエはシェイを思い出したのか、丁度診ていた怪我人が途と切ぎれたこともあって、真面目な顔で問うてきた。

「彼は……もしかして地位のある人なのかな？」

　リイファは、確かに魔術士はすごいとしか思っていなかったけれど、シェイがどんな仕事をしているのか、どこに配属されているのかも聞いてはいなかった。

　名ばかりとはいえ夫であるのに、それはどうなのだろう。リイファは今の今まで自分のことしか考えていなかったのだ、と赤せき面めんする思いだった。

　リイファが正直に知らないと答える前に、救護所を見回っていたエンが盆ぼんにカップを乗せて現れる。

「シェイ殿はすごい方ですよ」

　話を聞いていたのか、エンが会話に加わった。

　救護所に新しく来る怪我人はだいぶ落ち着いたものの、まだ休んでいる人や行くあてのない人で騒さわがしい。そのためここを管理している軍人たちが炊たき出しを用意してくれたようだ。

　リイファたちにも、それを持ってきてくれたのだろう。

　ちょうどリイファの前に並んでいた怪我人もいなくなり、ユエともうひとりの薬士も一息入れている。

「どうぞ、ただのスープですけど。お疲れでしたね」

　空くう腹ふくは感じなかったけれど、温かで塩の旨うまみのあるスープを一口飲むと、緊きん張ちようしていた身体が少し落ち着いた。

　エンはリイファと薬士たちにスープを配り、興味津しん々しんな顔でリイファを見ている。

「私は第四部隊なのであまり接点はないのですが、噂うわさはよく耳にします」

「噂？」

「ええ。第三部隊の一班班長シェイ殿は、皇こう軍ぐんの魔術士の中でも群ぐんを抜いての実力者で、その力は一晩で砦とりでを落とせるほどのものだとか……」

「砦って」

　エンの目には尊敬の色があったけれど、リイファは比ひ較かくされたものが大きすぎて、どれほどの力なのかが逆に理解出来なかった。それは薬士のふたりも同じようで、首を傾げて目を合わせていたが、とりあえずすごいというのだけは解った。

「その戦せん績せきは素晴らしく、実力は皇こう帝ていも認めるところなのだとか。まだお若いのに一気に班長まで登りつめたのも歴史上類るいをみないんですよ……リイファ殿、私はそのシェイ殿がご結婚されたのを存じ上げなかったのですが、皇こうの都ザーランでは盛大なお披ひ露ろ目めがあったんでしょうか？」

「…………」

　問われて、どうなんだ、という薬士たちの興味の目も一緒に向けられて、リイファは複雑な表情のまま固まった。

　誰に知られることなく、町の片かた隅すみの小さな祭さい壇だんで、まさかふたりだけで行いましたとは言い出せない雰ふん囲い気きだったからだ。

　シェイがそんなすごい人だなんて聞いてない。

　これまでリイファとシェイはふたりきりだったのだから、シェイが話すかリイファが訊かなければ解らないことかもしれないが、リイファはそのことに今気付かされたくらいだった。

　そしてシェイからは何も言わない。

　もしかしたら、出会って五日間の間に教えてくれていたのかもしれない。それをリイファが忘れているだけなのかもしれない。そうだとしたら、かなり失礼な女だとリイファは自分で自分を罵ののしりたくなった。

　だからリイファが答えられたのは、微かすかな笑みを持って、「秘密です……」という曖あい昧まい極きわまりないものだけだった。

　まだ訊き足りない、とエンが勢いづくのがなんとなく解ったリイファは、ちょっと外の様子を見たいと席を立つ。そして救護所の表ではなく、裏手に繫がる扉へ向かって、そこを押し開けた。手にはスープの入ったカップを持ったままだったが、今更返しに行くのも躊躇われて、そのまま救護所の裏へと抜ける。

　外はまだ騒がしい声があちらこちらからしていた。

　しかしリイファのいる場所は表の通りからは離れているのか、路地の向こうに大おお勢ぜいの人通りが見えるだけで、他に人はいなかった。

　火災自体は落ち着いたのか、先ほど見たときより、煙が細くなっている。

　ふと落ち着いたところで、あの場所から逃げ出してしまったが、もっとユエと話してみたかったことを思い出す。

　なにしろ、自分以外の医士を知っている人だ。

　ユエの口振りでは、サイエンでは医士の名前は知られているようだ。これまでのふたつの町での知名度から比べると、やはり交易の町なだけあって、行き交う人も多く、情報も多いのだろう。

　リイファの記憶には誰もいないけれど、もしかしたらユエの知っている医士をリイファも知っているかもしれない。

　名前をちゃんと聞くべきだった、とリイファは出て来たばかりの扉に戻ろうと振り返りかけ、驚いて足を止める。

「──ッつ」

　そこに、ついさっきまではなかった影があった。

　驚いて手にしていたままのカップから熱いスープが零こぼれ手に掛かってしまったが、それよりも影に警戒する。

「大丈夫？」

　その影に心配されたリイファがよく見れば、相手が小さな少年であることが解り、ほっと息を吐く。

「大丈夫よ……ごめんね、少しびっくりしただけ」

「僕のせい？」

　まだ十歳ほどの少年だった。

　口調ははっきりしているが、表情はとても暗い。身に着けている服が上等だったのと、庶しよ民みんの子供とは異ことなる雰囲気がリイファの気を引いた。

「貴方あなたのせいじゃないわ。私が勝手に驚いただけ──ほら、少し赤いだけ。冷やせばすぐ治るから」

　ちょうど火傷の薬も余っているはずだとリイファは救護所の中を思い出しながら、少年の目の前でスープの掛かった手を何でもないようにひらひらとさせて見せる。

「……ごめんなさい」

　少年のせいではないと言ったのに、彼は落ち込んだように壁に背を付けて座り込んで、顔まで伏せた。

　リイファはいったいどうしてそんなに彼が責任を感じているのか、子供らしくないその表情が気になり、隣に並んで座る。

「貴方は悪いことなんてしてないでしょ？　どうして謝るの？」

「だって……」

　答えかけて、少年は言葉を止めた。

　無理に追求するのも可か哀わい想そうに思えて、リイファは質問を変えた。

「私はリイファ。医士よ。貴方は？」

「……僕は、レイ……いしってなあに？」

　リイファは手の中に残ったスープを少し持て余して、レイと名乗った少年に勧すすめた。躊躇ったものの、ゆっくりと受け取って一口飲んで返したので、リイファも一口飲む。

　交互に飲み合いながら、リイファは説明する。

「医士は、怪我や病気を診て、治す人のことよ」

「……治癒士？」

「治癒士のような力がない人のことなの。魔ま力りよくはないけれど、人の身体を調べて、知識と併あわせて治していく仕事なの」

　子供には伝わりにくいかもしれないと思ったが、レイはリイファの言葉を正確に理解したようで、驚いた顔を上げた。

「……そんなこと、出来るの？」

「出来るわよ。それだけ勉強して、調べて、頑がん張ばれば……ほら、この赤くなった手も、薬を塗れば治るでしょう？」

　薬士は薬を作るのが仕事だ。

　それも知識がなければ出来ないもので、治癒士に掛かれない人々の、唯ゆい一いつの希望ともいえるものだった。ひどい怪我や病気でない限り、まずは薬士に頼っていく。

　さらに人の身体を深く追求するように調べ、何をすれば命が絶えるのか、どうすれば救えるのかを考えて試し行こう錯さく誤ごを繰くり返してきたのが、医士だ。

　先人の教えがあるから今の存在があるのは薬士も同じだが、薬士の手を借りて人を助ける術すべを見つけた医士は、世が世なら素晴らしい救きゆう世せい主しゆになるはずだった。

　ただ、その知名度は驚くほど低い。

　サイエンの薬士たちには知られているようだが、他の町では知っている者を見つけるほうが難しいだろう。

「薬士が作った薬を、どういう怪我や病気にどんなふうに使えば人の身体が回復するのか、それを診るのが医士なの。人間の身体って、治癒士の力を使わなくても治癒する力を持っているものなの」

　だからその手伝いをするのだ、とリイファは続けたが、少しでも伝わってくれればいいな、という程度の気持ちだった。

　しかしリイファの言葉に魅み入いられたようにレイは真剣な顔をして聞き入っている。

「レイ？」

　レイは驚いた顔をして、それからまた暗い顔に戻っていった。

　どうしたのかと思って呼びかけたが、明らかに落ち込んだ声が返ってくる。

「そんなこと……そんな人がいるなんて、僕、初めて聞いたよ？　みんな知ってるの？」

「残念ながら、あまり知られていないのよ。レイも、医士という人がいるっていうこと、周りの人に教えてあげてくれる？」

「……僕は」

　小さな声で呟いた声は、その先が聞こえなかった。

「レイ？」

「僕は、そんなこと、知らなくて、でも、何も出来なくて、いつもいつも、どうしたらいいのかわからなくて……っ」

　小さな声は、想いが溢れたように零れ出したものの、感情が高ぶっているのか、最後には震えていた。目にはその気持ちの表れなのか、涙が滲にじんでいる。

　リイファはその様子に驚き、泣き出しそうな少年を覗き込んで、固く握り込んでいる手を取って包んであげる。

「レイ、貴方が何も出来ないなんて、気にしなくていいの。まだ子供なのだから、心配しなくても大丈夫よ？」

「今日も、たくさん、怪我をした人がいるのに、何も出来なかった……っ」

　リイファの言葉は耳に届いていないのか、とうとうレイの目から涙が零れ、強く握り締めた小さな手は、白くなっていた。

　リイファはその手を優しく取り、泣き出したレイの意識を自分へと向ける。

「レイ！　何もしなくてもいいの。私たちでなんとか出来たの。火災は起きたようだけど、死者もひどい怪我人もいなかったの。貴方が心配することなんて──」

　何もない、と続けようとしたリイファの手を、レイは反対に握った。リイファの気持ちが通じたのかと思い、その小さな手を合わせようとするが、レイの手はリイファの掌てのひらを過ぎて少し赤くなったままの手首に触れた。

「……レイ？」

　涙に濡ぬれたレイの目が、手で触れた場所をじっと見つめる。その直後、リイファは自分の手が温かくなったのを感じ、そして目を疑った。

　瞬く間に赤くなった肌は元の色を取り戻し、少しひりひりと感じていた痛みすら消えていたからだ。

「これは……」

　怪我など最初からなかったかのように、元通りになった手首。

　あまりに一瞬で、見ていなければ解らなかっただろうくらいの時間。

　リイファは自分の手を掲かかげて何度も確かめて、何の痕あともないことを確認する。

　そして驚いた顔のまま、レイを見つめた。

「貴方は……」

　リイファが告げる前に、レイは涙を瞬きで零しながら、小さく答えた。

「僕は……治癒士なんだ」







　ユエから子供の治癒士がいると聞いてはいたが、本当に子供だったことにリイファは再び驚いた。

　治癒士は強欲という先入感のために、目の前の小さな存在を疑った。

　しかし、その証しよう拠こはリイファ自身への治癒で示したばかりだ。

　そしてゆっくりと大粒の涙を瞬くたびに零すレイが、何を考えているのかを察した。

　何も出来ない、と泣いている。

　それは、何かがしたい、という気持ちの表れだった。

　強欲に対価を求め、治癒を求める人しか救わないと思ってきた治癒士だが、この小さな少年はリイファの思い込みを覆くつがえして、ただ悲しみに囚とらわれて泣いている。

　それは、助けられないと泣いてしまう自分と重なっていた。

「レイ……」

　自分の力が足りないと泣いている姿に、リイファはどう言えば慰なぐさめられるのかが解らなかった。

　もし自分であっても、どう言われたら泣き止むかが解らないからだ。

　ただ、その気持ちが解ると、小さな身体を抱き締めた。リイファはそれしか出来ない自分が情けなくて、思わず一緒に泣いてしまいそうだった。

　しゃくりあげるような声が腕の中から聞こえて、リイファは顔を歪める。

　もし自分が治癒士なら、その胸の痛みすら取ってあげたいのに、とリイファは医士であることも悔くやみたくなった。

　だがその悲しみに満ちた場所に不意に割り込んできたのは、とても不ふ機き嫌げんそうな声だった。

「──何をしているの？」

　リイファにしてみれば聞き慣れた声だが、それが笑っていないことが解って身体を震わせる。腕の中のレイも、低い声にびくりと驚き、衝しよう撃げきで涙が止まったようだった。

　思わぬことで泣き止ませることに成功したものの、リイファは全身に緊張を張はり巡めぐらせ、顔を上げる。レイにもそれが伝わったのか、恐おそる恐おそる顔を上げて、ふたりで見上げた姿は、誰よりも態度の大きな、リイファの夫だった。

「何を、しているのかな？」

　地位も力もある魔術士だと聞いたばかりで、リイファは彼の不機嫌な様子に必要以上に不安になった。

　何かしただろうか、と考えても、思い浮かばないことにさらに不安が募つのる。

「君は誰？　誰の許しを受けて、僕の奥さんにくっついているの？」

　それか！　とリイファはシェイの怒りの元げん凶きようを知ったものの、やきもち妬やきの夫に呆あきれるばかりだ。

　何しろ、相手はこんなに小さな子供で、しかも泣いているのを慰めていただけだ。

「シェイ、この子は──」

「……奥さん？　リイファ、結婚してるの……？　あ、ほんとだ」

　レイは目を瞬かせて涙をすべて振りきり、リイファの左の小指を確かめてひとり納得していた。

　確かにリイファは結婚している。この、地位も力もあって羨せん望ぼうもある魔術士と。

　しかし名ばかりの結婚だ。リイファはまだ結婚した理由を思い出していなかったし、夫婦でするようなこともいっさいしていない夫を、本当の夫ですと胸を張って言えるほど気持ちは固まっていなかった。

「君、剝がされたい？　それとも吹き飛ばしてあげようか？」
















　何を剝がして何を吹き飛ばすのか。

　物ぶつ騒そう極まりない言葉はシェイの機き嫌げんをよく表していて、リイファはむっと感情を荒らげてレイを隠すように立ち上がって、シェイに向かう。

「こんな子供になんてことを言うの？　そもそもこの子は──」

「リイファ、子供かどうかなんて関係ないよ？　男だろうと女だろうと、僕からリイファを奪おうとする奴やつは全部吹き飛ばしてやりたい」

　にこりとまったく微笑ほほえんでいない笑顔で言いきられて、リイファは自分の道どう理りを伝えようとしていた意気込みをあっさり押しやられ言葉を失くした。

　そこに子供でありながら、一番初めに冷静に戻ったレイが声をかける。

「あの……リイファ、ごめんなさい。僕、もう帰るから」

「あ！　待って、あの……待って、レイ！」

　慌てて声をかけたものの、レイは素早く路地の奥へと消えた。

　追いかけようとしたが、リイファの手はしっかりとシェイに摑まれていて動けない。

「もう！　離して！　レイが……」

「僕の前で他の男を追いかけるなんて……いい度ど胸きようしてるよね、リイファって」

「そういう問題じゃなくて！　あの子、治癒士だって！」

「……本当に？」

　リイファは何度も頷き、実際にスープが掛かり赤くなった手首を治してくれたことも話した。そして泣いて何も出来ないと嘆なげいていたことも伝えると、シェイはなるほど、と何度か頷く。

「サイエンの幼い治癒士は……自由がないのは本当だったんだな」

「自由がないって？」

　どういう意味だと首を傾げたリイファに、シェイは話し始めた。

「治癒士はその力に目覚めたら、まず確認のために皇帝に拝はい謁えつする決まりだ。そこで本当に治癒の力があると認められて、初めて治癒士になる。魔術士や治癒士は五歳前後で力が発現することが多いから、ほとんど親か保護者と一緒にね。それから一年ほど時間をかけて、皇軍に所属する治癒士に力の使い方を学ぶんだ。これは他の魔術士も同じだけど」

「うん……」

　リイファもなんとなく知っている仕組みだったが、大人しくシェイの言葉を聞いた。

「皇軍の治癒士によれば、あの子──レイとか言った？　あの子は、かなり大きな力を持っているらしい。それこそ、皇軍最高の治癒士にも匹ひつ敵てきするような。扱い次第では、とてもいい治癒士になると言っていたよ。ただ……」

　ほとんどの治癒士は、力の使い方を学ぶと皇軍には残らない。

　大半が家に戻って、そこで治療院を開く。そのほうが実入りがいいことは、誰でも知っていた。

　そのせいか、子供が治癒士になった親は贅ぜい沢たくを好み、治癒士と一緒に強欲になっていくことが多い。

「あの子は、皇軍に残って、人のために力を使いたいと言っていたらしい。でも、あの子の親がそれを許さず、一年の訓練を終えると家に連れ戻したんだ。珍しいほど素直な子供で、皇軍としても国のために残ってくれるなら助かったんだけど、まだ成人前のあの子の主しゆ導どう権けんは、実の親にある。そしてその親は、一ひと月つきに三人までしか治療しないと決めてしまったんだ」

「──え？」

　リイファは目を瞬かせて、聞き違いか、と耳を疑ったのだが、シェイは間違いではないと断だん言げんした。

「一月に、三人だ。一日じゃない。あの子の魔力は強く、その選ばれた三人の病は、瞬しゆん時じに治してしまえる。恐ろしく対価が高いが、その価値はある力だ。お蔭で数年先まで治療を待っている者がいるようだよ」

「そんな……そんなことを」

　治せる力があるのに、治せない。

　やりたいと思っているのに、出来ない。

　レイの涙の理由をはっきり理解して、リイファは悲しむどころか怒りを覚えた。レイにではなく、レイの行動を制限しているその親にだ。

「あの子の魔力は強い。溢れるほど力があるのに、それを発はつ散さんする先がなくて、反動で身体が大きくなってしまっているようだね」

「……え？　どういう意味？」

「あの子、レイ、十歳くらいに見えたけど、実際は八歳のはずだ」

「え……えええ!?」

　リイファは腕の中にしっかりと抱いた大きさを思い出しても、十歳より大きくても不思議はないと思っていたくらいだ。

　それがもっと幼いとなれば、本当に親の保護下で生活するのが当然の年齢だった。

　しかし八歳でも、すでに自じ我ががあり、人のために力を使いたいと願っている。さっきここで不安そうにしていたのは、火災で被害にあった人のことを聞きつけたからだろう。

　救護所に向かい、すべての人の怪我を治したいと思っていたに違いない。それが出来ないから、泣いていたのだ。

　何もかも親が決めているから、親を裏切れないと思っているからだ。

　レイの泣き顔が、脳のう裏りに浮かぶ。

　力があるのに、使えない苦しみがあるのだと、リイファは初めて気付いた。

　自分の持てるものすべてを使って人を助けたいと願うよりも、それはとても残ざん酷こくなことだと思えた。

　リイファはレイの痛みを自分で感じたように顔を歪め、唯一頼れる相手に向ける。

「シェイ……」

「うん、あの状況は、どうにかしたほうがいいかもね」

　すべてを言わなくても、解ってくれる夫は本当に有ゆう能のうなのかもしれない。

　子供にまで嫉しつ妬とするような困った人だが、頼れる人でもあるのは確かだ。

「一月に三人というのは、治癒士の魔力を考えるとあまりに少ない。まだ子供だから、というのが人数制限をする理由だったはずだけど、レイの不自然な成長を見れば、力が上う手まく発散出来ていないようだ。そのうちどこかに支し障しようが出そうだな」

「そんなことが……」

　あるのか、と何の魔力もないリイファには解らないことだったが、シェイは同じ魔力だから、と笑う。

「魔術士の使う力も治癒士の使う力も、同じ魔力であることは確かだよ。それがどの方向に向いているかの違いに過ぎない。内側から溢れる魔力は、使わないと身体に溜たまってかえって障しよう害がいを起こすんだ」

「……そんな、それじゃあ、レイは」

「仕方ないけど……リイファがお願いするなら、どうにかしてあげてもいいよ？」

　ここにきて、そんな言い方をするシェイが大人気なく、憎にくたらしいほど綺麗に笑う顔に腹も立つが、レイの泣き顔を思い出すと放ってなどおけない。

　お願い自体に不満はなかったが、そんな顔のシェイを満足させるためにお願いするのが気に入らない、とばかりにリイファは唇を尖とがらせて言った。

「……お願いします、レイを助けて」

　可か愛わいげのない態度でもリイファに頼まれたことがよほど嬉しいのか、シェイは楽しそうに笑って物騒なことを口にする。

「解った。全部破は壊かいする？　それとも搔かっ攫さらって始し末まつする？」

「普通に！　普通に助けるの！」

　なんてことを言い出すのかと、リイファは慌てて念を押した。

　実力があると知ってしまっただけに、放っておいたら何をするか解らない。

　リイファは夫の存在が本当は危ないのでは、と危き惧ぐした。







　やると決めたシェイの行動は本当に早かった。

　レイの母親はすでに亡く、片親だけで育てているらしい。残った父親が問題なようだった。

　皇軍の詰所らしき場所で人と書類を整え、幼い子供に対する親の監かん督とく不行き届き、という大たい義ぎ名めい分ぶんを掲げ、レイを親元から引き離し、皇軍で預かる手配をする。

　インロンでは様々な理由から親を失くした子供を育てる機関がある。子供たちは孤こ児じ院いんに任まかされ、成人するまで育てられる。教育の内容はそれぞれだが、大部分の子供は教育費の返済のためゆくゆくは公こう務むの職に就つく。それは役所であったり、各町主の下で働いたりと様々だが、皇軍に入るものも少なくはない。

　レイの場合、治癒士としての地位を確かく立りつしているため、住む場所は孤児院だが、普通の子供よりはるかに待たい遇ぐうは良くなるだろうとのことだった。

　皇軍としても、治癒士の存在は保護対象にもなるので、とんとん拍びよう子しに話が進んだ。

　あまりにあっさりと話が進むので、リイファはまるでこれがずいぶん前から決まっていたことのようだと驚いたほどだ。

　まさかそんなはずはないだろう、と成り行きを見守っていたが、すぐにレイの家へ赴おもむき身み柄がらを保護すると決めたシェイに、一緒に連れて行って欲しいとお願いした。

　皇軍の軍人が数人と、シェイがいるのなら何も危ないことはないだろうと同行が認められて、リイファもレイの家へ向かう。

　あの泣き顔をリイファは忘れられない。

　人を助けたいが、好き勝手に出来ないのは、親を思う気持ちがあるからだ。本当は無理やり引き離すことはしたくないが、しばらく離れてお互いの生活を見直しつつ、レイが独り立ち出来るようになってから、もう一度一緒に暮らしてもいいと許可する手はずになっているとシェイに教えられて、少し安心する。

　サイエンの町中にあるレイの家は大きな屋敷だった。治療院を兼ねているようだが、一月に三人診るだけなのに、必要以上に広い。

　その門もん構がまえにリイファは怯ひるんでしまったが、シェイはまったく気にならないようで、部下たちを率ひきいて迷うことなく中へと進む。

　警けい護ごのために門番も控ひかえていたが、足並みの揃そろった軍人というのはそれだけで相手を怯ますものがある。使用人たちが途中、主人に訪おとないを確かめるのでと止めようとするが、シェイを筆ひつ頭とうにした彼らは立ち止まることなく進んでいった。

　一般人であるリイファは、その問もん答どう無む用ようさが皇軍の力だと知っていたはずなのに呆あつ気けにとられてしまい、ひとり門の前で足を止めて見送ってしまった。

「治癒士レイに会いたい。通せ」

　自分の言葉を聞かない相手はいないと思い込んでいるようなシェイの声が、屋敷の中から届いたが、やがてそれも小さくなり聞こえなくなる。

　はっと気付いたときには、リイファはずいぶん置いて行かれていた。それに慌てたものの、何があったのかと近所からも人が集まり始め、それを押しのけてまで追いかける勇気もなく、野や次じ馬うまのように待っているしか出来なかった。

　そこへ、屋敷の中ではなく、外から聞こえた微かな声に気付き、リイファは戸と惑まどいながらもそちらへ足を向ける。

　それは注意していないと聞こえないほどのものだったが、確かに耳に覚えのある、レイの声に聞こえたからだ。

　屋敷を囲う塀をぐるりと回り、リイファは表門とは反対にある裏口らしき場所へと近づいた。

　そこで、間違いではなかった声が確かに聞こえる。

「お父さん！　どこへ行くの？　何をするの？」

　戸惑い、不安を隠しきれないレイの声だ。

「うるさい！　お前が何かしでかしたんだろう!?　軍人が来るなんて、ふらふら屋敷を抜け出しているのを大目に見てやっていた俺の優しさを裏切りやがって！」

　レイの声に被かぶさるように聞こえた怒ど鳴なり声に、リイファは駆け寄る足を速めた。

　裏口で見たのは、大きな馬車に無理やり乗せられようとしているレイと、力ずくで押し込めようとしているレイの父親の姿だった。

　彼らはここから逃げようとしているようにしか見えなかった。

　軍人が押しかけてきて、逃げるという結論に至いたるのは、それなりに腹黒い部分があると自覚しているからだろう。そして、金になる治癒士である子供を取り上げられると解っているからこその、父親の行動だった。

　それを見たからには、見過ごすことなど出来ない。

「レイ！」

　慌てて名前を呼んで駆け寄ると、リイファに気付いたレイが目を見開き、しかし来るなと必死に首を振っている。近付けばリイファに危害が及およぶと知っているような顔だ。

「誰だ!?」

「知らない、知らない人だよ、お父さん……！」

　振り返った父親の顔は、とても人の親とは思えないほど、強欲さが滲み出た醜みにくいものだった。これまで出会った父親たちとは、まったく違う姿に、本当に同じ親なのだろうかと思ったほどだ。

　レイはリイファを守ろうとしているのか、さっきまで離れようとしていた父親の袖そでを摑み、気を引こうとしたが、それが相手に何かを気け取どらせたようだ。

「お前があいつらを連れて来たのか!?　俺からレイを奪おうとしているな!?　捕とらえろ！」

　怒りに任せた男の怒ど声せいは、馬車のそばにいた護ご衛えいらしき男に命令を下し、リイファがその力に敵かなうはずもなく、あっさりと捕つかまった。

　そもそも、レイを見捨てて逃げられるはずがないと思っていたリイファからすれば、レイといられるのなら、捕まったほうが好こう都つ合ごうだ。

「リイファ……」

「レイ、大丈夫？」

　一緒に馬車に押し込められ、真っ青な顔のレイに問いかけたが、この状況で大丈夫なはずはないと自じ嘲ちようする。

「ごめん、なんだか余計なことをしたのかも……」

　馬車は窓がなく、明かりもなかったため薄暗かったが、すぐそばに近付いた顔は辛かろうじて解る。

　レイは一瞬泣きそうな顔をしたが、それを振りきるように首を振った。

「……ううん、あの人たち、僕を連れ出そうとしてくれたんでしょ？　お父さんは怒るけど……本当は、僕、家にいたくなかったんだ」

「……ごめん。皇軍に行ったら、お父さんとはほとんど会えなくなると思うけど」

　子供が親に会えない苦しさを理解していても、それでも、離れたほうがいい親もいる。

　リイファたちの勝手な行動を、レイが理解し納得して、賛同してくれたことで、心が少し安らぐ。だが子供に気を遣つかわせているとも解っているから、リイファは小さな身体を抱き締めた。

「レイ……本当は八歳なんだって？　私、十歳くらいだと思ってたんだけど」

「うん。僕八歳だよ。大きいねってよく言われる」

「そう……」

　それが魔力を使わなさすぎることで起きる障害なのだと、理解しているのだろうか。

　馬車はすごい速さでどこかへと進んでいた。

　御者席に護衛とふたりで並んでいる父親の姿を、まるで見えているかのように睨にらみつけてから、リイファはレイに訊ねる。

「これから、どこに行くって言ってた？」

「あ……えっと、治療して欲しい人がいるんだって。そのお屋敷に行けば、皇軍なんて関係ないとかお父さんが……」

　どういう意味なのか解らずとも、不穏なことが起こっているのは解っているのだろう。リイファの服をしっかりと握り締めたまま離さないレイに、リイファは頷いた。

「大丈夫。シェイが──私の夫が、必ず追いかけて来てくれるから。すぐに助けてくれるから、待っているだけでいいと思うの」

　他た力りき本ほん願がんで申し訳ないと思うものの、こうなったらリイファはシェイが助けてくれるのを待つしか出来ない。

　また怒られるかもしれないが、リイファはレイを見捨てて逃げることなど出来ない。そしてリイファの頭には、シェイが追いかけてこないという選せん択たく肢しがまるでなかった。助けられたあとで、また強制的に抱っこされるかも、などと少し顔を赤らめながら覚かく悟ごする余裕もあるくらいだ。

「あの……あの大きな人？　リイファの旦だん那なさん？」

　レイは一度見た相手を思い出したようで、握り締めていたリイファの服を離す。

「どうしたの？」

「あ、えっと、だって、リイファにくっついてたら、旦那さん怒るでしょ？」

「…………」

　こんなに幼い子に、嫉妬という感情を直接ぶつけ、そして理解されていることにいったいどう怒りをぶつけていいのか、とリイファは眉まゆ根ねを寄せたが、答えは解っている。

　大人しく抱っこされようかななどと思っていた自分が情けない。レイを怯えさせたことと併せて、相そう殺さいにしてしまおう。

　心の中でその当人であるシェイを罵ってから、小さなレイの手を取った。

「大丈夫。今は見てないし、私からくっついてるんだから平気だよ」

「……そう？　そうかなぁ？」

　疑いつつも、レイはリイファと繫げられた手にほっとして表情を緩ゆるめている。

　シェイの気持ちがあからさまなのではなく、レイも子供にしては人の気持ちに敏さといのだ。

　それがどうしてかは、あの父親を見ていればなんとなく解った。リイファは二重の意味を込めて、しっかりとレイの手を握る。

「レイ……その、治療をしに行く相手だけど、急に決まった人なの？」

「ううん。前から言われてた人だと思う。相手が必死だと、たくさん対価を貰もらえるから時間をかけて返事をするんだって」

　なんということをするのか。

　リイファは父親の強欲すぎる性格に吐き気が込み上げるほど怒りを覚えた。

　治癒士に頼る人は、本当に切実な気持ちでいる人ばかりだ。

　誰にもどうにもできないから、神とも崇あがめられる治癒士に願う。

　どうか命を助けてください、と。どれほどの対価を請せい求きゆうされても払うのは、それだけ願いが強いからだろう。

　その気持ちを逆さか手てに取って、相手を苦しめるかのごとく値を吊つり上げ、自分の欲を満たすなど、人としてどうかしている。

　その親から、いったいどうしてこんなに素直なレイが生まれたのか、不思議なくらいだ。

　リイファが身体中に渦巻く怒りを、吐き出す先もなくぐるぐると抱えているうちに、馬車はどこかへ着いたようだ。

　所在地は解らなかったが、しばらくぶりに外の光をみてほっとする。

「出ろ」

　父親が命令するが、護衛の男がリイファを引きずり出すように馬車から降ろす。レイも一緒に降ろされて、ふたりで離されないようにしがみつき合いながら周囲を確かめてみると、どうやら町まち外はずれの屋敷のようだった。

　塀の向こうに木々が見える。町から外れた森に近いのだろう。

　どれだけ町の中心部から離れたのかが解る。しかし、どの方角へ向かって走っていたのかも解らないため、場所の見当がつかない。

　そもそも、リイファはサイエンの町のことなど何も知らないのだから、解っても意味はないかと位置を考えるのは諦めた。

「入れ。タオレン様がお待ちだ」

　レイの父親に押されるように、リイファはレイと一緒に屋敷の中へ入った。

　昼間だというのに邸てい内ないは暗く、肌寒く感じるほどひんやりとした空気に包まれ、レイが身体を震わせたのを抱き締める。

　中に入ると、待っていたかのように老人がすぐに矍かく鑠しやくとした足取りで現れた。

「タオレン様、レイを連れてまいりましたよ」

「おお……！　待っていたぞ！　さっそく、早くあの子を治してくれ！」

　大きな屋敷なのに、他に使用人も見当たらず、当主であるタオレン本人が出迎えたことを不思議に思いながら、急せかされるまま奥の部屋へと向かう。

　とりあえず、治して欲しいと乞こわれれば、レイはどんな相手でも治してあげたいと思うような子だ。

　父親がどれほどの対価を考えていたとしても、レイは治すのだろう。

　リイファはその隣で、治したあとのレイの身を守るつもりで離されることを警戒しながら付き添って行った。

「ここだ！　この部屋だ。シーアは、あの子はずっと治癒士を待っていたんだ！　さあ、早く治してくれ！」

　老人は、顔にいっぱい皺しわを作っているものの、動きは素早かったし、老おいた様子には見えなかった。しかしその勢いが、皺だらけの顔の中で目だけが血走っているようにも思えて、リイファは不安を感じる。

　治癒士を待っていて、とうとう治してもらえるのだとすれば、喜びに溢れるのも当然だと思う。

　しかし、治るんだ、と安心する喜びとは、何かが違うと感じてしまうほど、タオレンという老人の目は濁にごりながら光っていた。

　示された奥の扉を開けると、その部屋は屋敷の中でもさらに寒さを感じる部屋だった。

　この寒さで、病にかかっている人は大丈夫なのだろうかと心配になるくらいの低温だ。

　レイがそれでも足を踏み出し、大きな天てん蓋がいの付いた寝しん台だいに近付く。薄いカーテンの向こうに、人がひとり寝ている影があった。

　リイファはレイのすぐ後ろについて、レイの頭の上から手を伸ばしそのカーテンをそっと開く。そして眠っている人を確かめて、目を瞠みはる。

「────っ」

　悲鳴が上がらなかったのは、声が室温よりさらに凍こおったようになったからだ。

　レイはリイファよりも怯えて後ろに一歩下がったものの、そこにはリイファがいる。リイファにぶつかり、そして振り返ってしがみついた。リイファは震える身体をしっかりと抱き締めながら、目にした存在が確かにそこにあるのか、夢か現うつつかが解らなくなり、視線が外せなくなっていた。

　その寝台で眠っていた人は、人ではなかった。

　いや、人だったのだろう。

　すでに白はつ骨こつ化かした、少女がそこで眠っていた。

　干ひからびたような黒い髪が白い枕に張り付き、真白な頭ず蓋がい骨こつが、真黒な目を虚うつろに天てん井じように向けて、眠っているようだった。

　声もなく、その様子を前に動けないでいると、背はい後ごからの声が急かしてくる。

「どうした？　早く治してくれ、痛い痛いと泣いていたんだ。シーアは痛いのが嫌きらいな子でね、治癒士は触れるだけで治せるのだろう？　早く治してあげてくれ！」

　必死な老人の声に、腕の中でレイが首を振った。

　治癒士としての訓練を受けていないリイファにも解る。

　治癒士が治せるのは、命あるものだけだ。

　命を繫いでいるものの、身体を治す。それが出来るのが、治癒士だった。

　医士としてのリイファに出来ないことは多いが、治癒士にも出来ないことはある。

　死んでしまった人を生き返らせることは、どんなに魔力があっても無理だ。

　声もなく、リイファにしがみついたまま震えるレイが、泣いているのがよく解る。幼いレイにはどうしようもなく、衝撃が強すぎる現状だった。

　リイファは一度息を吞のみ、どうにか寝台から視線を外し、後ろにいるタオレンに向かう。

　老人は、本当に老人なのだろうかと思うほど目を不ぶ気き味みに光らせていた。

「……無理です」

「なんだと!?」

　リイファは囁くような声だったが、確かに通じたのか老人は信じられないと眉を跳はね上げた。それにリイファはもう一度首を横へ振る。

「無理、です……亡くなった方を、治すことは治癒士にも無理なんです」

　レイの代わりに、リイファは答えた。

　腕の中で震える少年は、どんな人でも治したいと願う純じゆん粋すいな子供であり、それが出来るだけの大きな魔力を持った治癒士でもあった。

　けれど、こんな無む茶ちや苦く茶ちやな依頼を、知らなくてもいい現実を見せつけていいほどの大人ではない。

　いったいレイの父親は何を考えていたのか、それにも腹を立て、怒りを駆り立てることでリイファは自分の足を踏ん張らせて、もう一度老人へ言った。

「治療は出来ません」

「──出来ないだと？」

　異い様ような興奮に目を光らせた皺だらけのタオレンの顔が、さらに歪んだ。

「何を言っている！　お前は治癒士だろう!?　治癒士ならば仕事をしろ！　いったいどれほど対価を吊り上げるつもりだ！　もう儂わしは待たない！　すぐに治せ！　治さない限り、ここから出さないからな！」

　老人の身体にいったいどれほどの力があるのか、そう怒鳴りつくしたタオレンは、そのまま部屋から出て行き、そしてぴったりと扉を閉めた。

　外から重じゆう厚こうな金属音が響き、鍵かぎがかかったのだと解ったときには、すでに閉じ込められていた。

「──まさか！」

　リイファは慌てて扉を押して、引いてみるが、大きな扉はびくともしない。部屋をぐるりと見渡してみても、部屋に窓はひとつもない。

　その代わり、四よ隅すみに蠟ろう燭そくの明かりが灯ともり、唯一ある寝台を浮かび上がらせているようだ。

「…………」

　ごくり、と息を吞んだ音が聞こえたのは、他になんの音もしなかったからだ。

「……リイファ」

　小さなレイの声に、リイファは理性を思い出したように動いてレイを引き寄せる。

　もう一度腕に抱いて、出来るだけ寝台から離れた壁へ背中を付けた。

　苦しい何かが胸の中から押し上げてきて、その痛みに目を閉じるが、脳裏に浮かぶのは眠るような白骨体だ。

　寝台のレースは極ごく上じよう品ひんであり、天蓋付きの寝台自体も大きく、重厚なものだった。

　敷しき布ふも上等な生き地じで出来ており、この亡くなっている少女がどれほど大切に思われていたのか、よく解る部屋だ。

　それ故ゆえに、もう何も言わない人の残りの姿が感情を揺さぶる。

　無む力りよくだ、とリイファは感じた。

　少女を助けられない。何も出来ない。腕の中で震えるレイにすら、今は何をしてあげることも出来ない。

　人のために力を使いたいと願う少年にとっては、心に傷を受けるような衝撃だろう。逃がしてあげることも出来ず、リイファは本当に何も出来ない自分が情けなかった。

　こういうとき、どうすればいいのだろう。

　医士として、人として、リイファは誰かに教えてもらわなかったのだろうか。

　考えても、そこは闇の部分だ。

　奪われたままの記憶は、ここでもリイファを苦しめる。

　親がいるというのに、誰からも敬うやまわれるべき治癒士であるというのに、レイは幸せな子供ではない。魔力がありながら、それを使う先が自分で選べない。

　どうしてあげればいいのか、自分の親の記憶すらないリイファには何を言えばいいのか解らず、涙が滲んだ。

　泣けばレイをさらに不安にさせるだろう。

　そう思うから、リイファは奥歯を嚙かみ締め、感情が溢れるのを耐たえた。

　そうしていると、腕に抱いた小さな身体が肩を震わせ、呟く声が聞こえる。

「……めん、なさい。ごめんなさい。ごめんなさい……」

「レイ？」

　まるで呪じゆ文もんのように繰り返す言葉は、レイが言うべきものではない。

　大丈夫か、と少し身体を離して顔を覗き込もうとすると、涙が流れるままになっているレイの口が小さく動き、声が零れていた。

「治せなくてごめんなさい。助けられなくてごめんなさい。何も出来なくてごめんなさい」

「レイ！」

　レイの目は、しっかりと開いているものの、何も見ていないように虚ろになっていた。至近距離にいるリイファすら見えていないようだ。

　それはまるで、寝台の上で物言わぬ黒い眼がん窩かと同じようなものだった。

　正気を失うしないかけている──

　リイファはこれが恐ろしいと、レイの両肩を摑み強く揺さぶる。

「レイ！　しっかりして！　よく聞いて！　レイのせいじゃないの、レイが出来ないわけじゃないの！　誰にももう無理なことなのよ！」

「ごめんなさい……僕、なにも出来ない」

「レイは充じゆう分ぶんやってる！　レイ、私の声を聞いて！」

　何度も身体を揺さぶり、ぼんやりとレイの目がリイファを見ているのを感じて、リイファは心のままに伝えた。

「私は医士なの。治癒士より、何も出来ないことが多いの。助けられない命なんて、数えきれないくらいある。だけど、人を助けたい。出来るだけの力でしかないけれど、人を助けるのを諦めたくない！　それは治癒士よりも強い思いなのよ。でもね、出来ないことは出来ないの。無理なことは誰にだって無理なの」

　レイのぼんやりとした視線は、次第にはっきりとリイファに向けられた。

「人を助けるには、たくさん助けるには、助けられないものがあると解っていることが必要なのよ」

「……助けられないの？」

「そう、どうしても、誰にだって助けられない命はあるの。私は医士で、レイは治癒士だけれど、人を助けたいと思う気持ちは一緒でしょ。それで、助けられない命があることも一緒なのよ」

　助けられるものを、精いっぱい助ける。

　それが仕事であり、切実な願いだ。

　涙の溜まった目を、レイは何度か瞬いて、ようやくしっかりとリイファを見つめた。

「あの子は、もう誰にも何も出来ないの。出来ることは、ゆっくり休ませてあげること。もう苦しくないことを、喜んであげることよ」

　苦しむ身体がないのだから、痛みもない。

　それは、病に苦しむ人にとっては嬉しいことかもしれない。

　助けられない命にとって、唯一の救いは、命を失くした瞬間に苦しみから解放されることだ。

　どこまでレイに伝わるかは解らなったけれど、リイファは必死だった。

　この純粋な子供が、こんなことで心を失ってしまうなど、あってはならないと必死だった。

　リイファの声が届いたのか、レイの顔がくしゃりと歪み、また涙を溢れさせて、リイファの胸に顔を埋うずめた。

　たくさん泣けばいい。

　泣いて、気持ちをすっきりさせればいいのだ。

　感情を押し殺し、自分を責せめるより楽になるだろう。

　レイを抱き締め、一緒に泣いてしまいたい、とリイファが思った瞬間だった。







　ドオン、と地響きとも感じるような、部屋が揺れるほどの大音量が間近で轟とどろき、重厚な鍵で閉じ込められていた扉が吹き飛んだ。

　白い煙を上げながら、二枚の扉が部屋の宙ちゆうを舞い、また大きな音を立てて床に倒れるのを見て、あの前に座っていなくて良かったとリイファはどこか違う頭で考えていた。

　それくらい、目の前で起こった現象が理解出来なかった。

　腕の中で泣き出していたレイもびっくりして、ふたりでしがみつき合ってそれを茫ぼう然ぜんと見ている。

　そして煙の中から姿を現したのは、他の誰でもない、リイファの夫である魔術士だ。

　この破壊を行った本人だと解る、悠々とした態度のシェイは、にこやかな笑顔だった。

　目の前に倒れている大きな扉など見えていないように、不思議なことなど何も起こっていないように、当然の足取りで部屋に入りリイファに微笑んだ。

「──やっぱり、引き剝がしてほしい？」

　この状況で言うことは本当にそれで合っていると思うのか。

　リイファはその姿を見たことで、もう心配することはないと理解し、安心したこともあって、そう咎とがめる声を上げるのを忘れていた。

　しかし微笑んでいるのにじろりと強い視線を感じて、レイのほうがぴょこんと飛ぶようにリイファの腕から離れ、隣に座った。

　子供に気を遣わせるな、とリイファは言いたかったが、あっという間にシェイの腕の中にいた。引き上げられるように抱き締められ、大きな腕の中に収まっていた。

　驚いたものの、その安心感はここで起こったことをすべて吹き飛ばすかのように大きい。

　あの扉と一緒に、不安が吹き飛ばされたようで、リイファは自分の気持ちに驚きながら、シェイなら当然かもしれないとも思った。

　これが、自分の夫だ。

　どこにいても、何をしても、絶対助けてくれる。

　なんて頼りになる夫なのだろう。

　その夫に、自分は本当に釣つり合っているのだろうか、という不安が湧わき上がるが、強い腕に抱かれていると、そんなことは些さ細さいな問題に感じられた。

　いつの間にかシェイを追って入ってきた軍人たちが部屋を、この屋敷を制せい圧あつしていたようで、放っておかれたレイも保護されていた。

　そしてこの屋敷の当主であるタオレンという老人と、レイの父親は軍人に捕らえられていた。

　病を抱えていた少女が、いつ亡くなったのかは解らない。タオレンも、その少女の死によって心が壊れていたのかもしれない。

　そして治癒士の親という立場で助ける相手を選び、治療を待たせたレイの父親の責任は重い。罪ざい状じようはこれから決まるのだろうが、レイが父親のもとに戻ることはないだろう。

　唯一の救いは、こんなことがあっても、レイが治癒士としての気持ちを失くさず、これからはもっとたくさんの人のために力を使いたいと望んでいることだ。

　リイファはそれに安あん堵どしながら、どこよりも安心できるシェイの腕の中で、いつの間にか意識を失くしていた。
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　リイファが気付いたとき、そこは真まっ暗くらな場所だった。

「……？」

　ここはどこだろう、と眉まゆ根ねを寄せて身体からだを確かめると、どうやら寝ね転ころんでいるようだ。

　起き上がろうとしたとき、とん、と額に何かを感じて目を瞬まばたかせる。起こそうとした頭をもう一度倒され、そして暗い闇やみの中に誰かがいるのに気付いた。

　闇に紛まぎれる人は、リイファの記き憶おくの中ではひとりしかいない。

「ルオ……！」

「君はよく眠るね。僕は買い物をもう済ませたけど、君の欲しいものは手に入った？」

「何を……ここはどこ!?」

　暗い場所に一気に不安が煽あおられる。

　しかし、黒い人であるルオにはそれは気にならないのか、笑うように告つげた。

「最後だよ。終わりの町に行こう。そこで最後の記憶をあげるよ」

「待って……！」

　暗くら闇やみの中を、どこを探せばいいのかも解わからなかったけれど、気配の消える先を追いかけようと手を伸ばすと、何かが触ふれてリイファはそれをしっかりと握った。

「リイファ？」

　声をかけられて、リイファは今度は視界が明るいことに驚く。

　いったいいつ、あの闇から出てきたのか──

　そう考えながら声のほうを向くと、すぐそばで心配そうな顔のレイが、リイファを覗のぞき込んでいた。

　その小さな手には、リイファの手がある。

　先ほど摑つかんだ手は、レイの手だったのか。

　だとしたらさっきのルオは夢だったのだろうか、と一度開いた目を眩まぶしさから逃のがれるように強く瞑つむるが、頭の中に浮かんだある姿に、もう一度目を見開いた。

「……お父さん！」

「え？」

　つい叫さけんでしまったが、レイが驚いたことでリイファは状況を理解し、慌あわてて起き上がって首を振る。

「あ、ううん、何でもないの……ちょっと夢をね」

「リイファの、お父さんの夢？」

　そう訊たずねるレイの顔が暗いのは、自分の父親を思い出しているからだろう。

　皇こう軍ぐんに捕とらえられることになったレイの父親はどうなったのか。それはリイファにも解らないが、レイが悲しむことだけは確かだ。

　そんな顔をさせるつもりはなかったと、リイファは無理に話題を変える。

「ここは……どこ？　私、眠っちゃってた？」

　リイファが眠っていたのは、どこかの宿屋の一室に見えた。部屋の隅すみには、自分の大事な荷物もある。しかし、いつも一緒にいるはずのシェイの姿はない。

　レイはリイファの質問に頷うなずいて答える。

「うん。あれから、ずっと眠ってたんだって。疲れてるから、そっとしておいてってリイファの旦だん那なさんが言ってた。僕もちょっと寝てたんだけど、リイファが気になったから皇軍の人に連れて来てもらったんだ」

「そう……そうなの、心配かけた？　ごめんね」

　頼りない大人で、とリイファは肩を落とすが、レイは子供らしからぬ笑顔で笑った。

「ううん。僕、リイファに助けてもらったよ」

「私？　助けたかしら？」

　実際に助けたのは、シェイと皇軍の軍人たちだったはずだ。

　首を傾かしげて見たレイは、やはり大人びて見えた。

　ここ数日で起こったことが、まだ子供であるべきレイの心を成長させ、大人にしてしまったのかもしれない。

　これから父親と離れて暮らすことは確実だろうから、それも必要なのかもしれないが、大人の立場からすると申し訳なくも寂さびしい気持ちになる。

「僕、あのままだったら、おかしくなってたんだって。皇軍の人が言ってたよ。でも、たくさんリイファが言ってくれたから、助ける命と、助けられない命があるってこと、教えてくれたから、僕、これから治ち癒ゆ士しになって、たくさん、出来るだけ、人を助けたいと思うんだ」

「……レイ」

　うまく伝わるのかは、賭かけのようなものだった。

　しかし、ちゃんとレイに気持ちが伝わったのだと思うと、リイファは喜びから泣きそうになった。

「ありがとう、リイファ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえまれて、リイファのほうが言いたいと手を伸ばした。

「……私こそ、ありがとう、レイ」

　小さな身体を抱き締める。

　レイも、抗あらがうことなくリイファを抱き締め返した。

「これから、たくさんの人を救えるようになるね、レイ。私も、負けないけど」

「……うん、リイファ、それで、あの」

「ん？」

　リイファの腕の中で、少し口ごもるレイに、なんだろうと促うながしたときだった。その答えを聞く前に部屋の扉が勢いきおいよく開き、冷れい気きのごとき気配を充じゆう満まんさせた低い声が響いた。

「──やっぱり、吹き飛ばして引ひき剝はがすべきだった？」

　誰かなど、確かめなくても解る。

　シェイが冷ややかな笑みを浮かべてレイを見下ろしていた。

　だからどうして子供にそんな態度を取るのか。リイファは顔を顰しかめたが、レイのほうが心こころ得えているようで先に身体を離す。

「あの……ごめん、なさい」

「謝るより前に、僕の奥さんに勝手に触さわらない」

「えっと……はい」

「ちょっと！　勝手に決めないでよ！　なにその命令。レイも聞かなくてもいいから！」

　上から押さえつけるような態度のシェイに、素直に従したがうレイ。その二人のやりとりにリイファはひとり怒りを見せるが、それよりさらに冷ややかなものを纏まとったシェイが笑う。

「やだなぁ、リイファ。奥さんに勝手に触ることを許す夫なんて存在しないよ？」

「子供でしょ！　相手はレイなのに！」

　リイファでも、大人の男相手ならこんなにも簡単に抱き付いたりしない。

　だというのに、やはりシェイにその区別はないようだ。

　どうしてこうなるのか、とリイファは憤いきどおりを隠さなかったが、シェイはそんなことより、とリイファを気き遣づかう。

「気分は？　気持ち悪いとかない？」

「うん、大丈夫。ごめんなさい。寝ちゃってたのね、私」

　あんな場所で、とリイファは気を失うしなう前の状況を思い出し、よくも眠れたものだと自分に呆あきれる。

　しかしシェイはただ、リイファの身体を心配してくれているようだ。

　その気遣いは本物だったから、リイファは大事にされていることを実感し、同時に申し訳なくも思う。

「気疲れが出たんだと思うよ。それより、もう少し休んでる？　それとも──」

「終わりの町に行きたい」

　シェイが言い終わる前に、リイファは告げた。

　目覚める前の夢は、きっと夢ではない。

　それはリイファ自身が、甦よみがえった記憶と共に実感していることだった。

　ルオを追いかけなければ。

　その先に、リイファの最後の記憶がある。

　リイファは、新しい記憶を取り戻していた。

　それはほかでもない、家族の記憶だ。そして、これまでの人生で携たずさわってきた人すべてを、思い出していた。

　リイファの父は、ヤンファという医い士しだった。

　母親を早くに亡なくしてしまったリイファは、母親を助けられなかった悲しみから抜け出すように父親に教えを乞こい、自みずからも医士になった。

　それは長い長い教えだったが、時間をかけただけあって、リイファには医士としての自信と知識があった。

　ヤンファはロンファ一族という、国中に存在する医士を纏まとめる族長でもある。

　ロンファ一族を支持するものは、医士の弟で子しになり、独り立ちする力を得えると、医士という存在を広めるため国中に旅立っていく。

　診しん療りよう所じよの拠きよ点てんは皇こうの都ザーランの南西の地区にあったが、思えばシェイと結婚したのはザーランの北東の地区だ。いったいどうしてあの場所にいたのか、理由はリイファにはまだ解らない。おそらく、最後の記憶にかかわっているのだろう。

　それを取り戻すために、リイファは次の町に行かなければならなかった。

　心の中に、熱い気持ちが溢あふれている。

　医士としての仕事はもちろん大事だが、リイファには家族がいた。そしてロンファ一族を支持する仲間は、血は繫つながらなくとも家族同然の人々だった。彼らを思い出したことが、どれほどリイファを勇気づけ、前に向かう力をくれるのか。これは記憶を失なくした者でないと理解出来ないだろう。

　これまでと、リイファは何かが違った。

　自分の足がちゃんと地に着き、そしてその地の向こうに、自分の存在を認める誰かがいる。

　これほど安あん堵どすることはない。

　シェイの腕の中にいるのとは違う、大事な場所を見つけたようなものだ。

　まさに、家があるという気持ち。

　リイファは絶対に、すべての記憶を取り戻すと意識を改めた。

　そんなリイファを見て、レイが表情を暗くしている。

「どうしたの？」

「……リイファ、どこかへ行ってしまうの？」

　出会ったばかりだが、レイとはとても仲良くなっているとリイファも思う。

　そして出会ったばかりなのに、別れなければならない。リイファも辛つらいが、大事なものを取り戻すのに躊躇ためらってはいたくない。

　申し訳ない顔をしながらも、リイファは無理に笑顔を作る。

「どうしても行かなければならない理由があるの……でも、それが無事片付いたら、また会いにくるわ。きっと、レイに会いに来る」

「……本当に？」

「本当に」

「約束？」

「約束ね」

　その誓ちかいをしようと、レイが手を伸ばし、それをリイファが受け取ろうとしたとき、大きな手がどちらもの手を摑んだ。

　ちょうど真ん中で、シェイの手がリイファとレイの手を摑む。

「約束ね」

　リイファと同じ言葉を繰くり返し、自分を通じての握あく手しゆをさせるシェイに、リイファは我が慢まんが出来ず叫んだ。

「心が狭せまい!!」







　幼おさない治癒士が巻き込まれるという事件が起こったが、後あと始し末まつはすべてサイエンの軍人に任まかせ、リイファはシェイとの旅に戻った。

　サイエンで出会った薬くす士しに、もう一度会いたいと思ったが、レイと同じようにまた来ればいいだけだと前向きに考え、南に向かった。

　レイは、予定通りサイエンの孤こ児じ院いんで暮らすことになるらしい。しかし、治癒士としての魔ま力りよくがあるので、皇軍の所しよ属ぞくになるようだ。ザーランにいる治癒士が指導に来てくれるという。しばらくのあいだ、サイエンの町は治癒士を求める人でさらに賑にぎやかになるだろう。

　これまで溜たまっていた魔力を放出し、不自然だった身体の大きさなどから不ふ和わが生しようじないことを確かめながら、レイは一人前の治癒士になっていく。

　そして、成人すれば軍人のひとりになる。

　自分を守ってくれた皇軍のひとりになることが、レイは嬉しいと言っていた。誰かを助けたいときに助けられる人になれると、喜んでいた。

　そうなれば、もうリイファには敵かなうこともない治癒士になっているんだろうな、と寂しく感じながら、成長するレイの将来を思い浮かべて、リイファは笑った。

　いつかまた会えることが楽しみだ。

　そう考えながら、小さな村々の間を馬車は進む。裏うら街かい道どうは大きな村ではなく、小さな村が点在する道のようだ。速さは普通の場所より少し速いくらいに感じるだけだが、景色もおかしなところなど見当たらないのに、いつの間にか距離を稼かせいでいる。やはり魔ま術じゆつというのは解らないとリイファが考え、ただその恩おん恵けいを有あり難がたがっていると、馬車の向かう先から、暖あたたかな空気が流れてきた。

　それに乗って、潮しおの香かおりが漂ただよう。

「もうすぐ着くよ──海と終わりの町、ヤンジーに」

「暖かいのかな」

「うーん……暑いと思うよ。上着を脱いで、シャツ一枚でいいくらいだと思う」

「そうなの？」

　リイファは聞き返しながら、国中を知っているシェイに逆らうことはない。

　馬車の荷台で言われるままに薄うす着ぎに着替え、もう一度御ぎよ者しや席せきに戻るとすでに気き候こうは丁ちよう度どいいくらいになっていた。

　視界が開け、緩ゆるやかな坂になった道の先が、真っ青に光っている。

「あれが……？」

「そう、海だよ」

　大きな水の塊かたまりだ、とどこかで読んだことがあった気がするが、その大きさは想像以上にリイファを圧あつ倒とうする。

　目の前の海は、視界いっぱいに広がりどこまでも果てはないようだった。

　いや、海の先は何もないと言われているから、果てはどこかにあるのだろう。

　馬車が海を右手に見てゆっくりと進んでいくと、町を囲う塀へいが見えてくる。ヤンジーの入り口だった。

　他の町と違うのは、四方を塀で囲っているのではなく、楕だ円えんに町が広がり、その一方が海に繫がっているため、そこに塀は存在しないことだ。

　代わりに船が並ぶ港がそこにあった。

　これまでの町も、それぞれ特とく徴ちようがあって驚いたけれど、ヤンジーにもやはりリイファは目を瞠みはり、真新しいことを知る喜びに満ちていた。

　素直に嬉しいと感じるのは、きっと自分の根元を知っているからだろう。

　生まれた場所と、大事な家族たち。彼らを思うと、リイファは離れた場所でも生きていける。そしてそばにいるのは、誰より頼りになる夫だ。

　未いまだ、名ばかりの夫だけれど──

　リイファは、まだ、シェイのことをまったく思い出せなかった。

　いったいどこの記憶にあるのか、自分でももどかしく感じるが、次が最後というのだから、ヤンジーでそれが解るのだろう。

　そう思えばこそ、ヤンジーに入ることが楽しみでならない。

　大きな門は開いていたが、その前に人だかりは多くなかった。

　リイファが驚いたのは、人々がなんの提てい示じもなく門を通過していることだ。大きな台車に荷物を積んでいる人もいるが、咎とがめられている人がいないのだ。

　止められて身分証を確かめられていたのは、明らかに旅行者だと解る一行のみで、それもリイファたちの前に一組だけだった。

　それ以外はこの町の人なのかもしれないが、誰もが自然に出入りしていることが珍しい。

　リイファの考えを、やはり心を読んだかのようにシェイが答える。

「あれは漁りよう師しだよ。港が混雑している場合、塀の外で荷に卸おろしをするんだ。浜から直接町に運び入れて、あとで船を港に戻すんだよ」

「へぇ……」

　言われてみれば、彼らの服装は軽けい装そうというより薄着だった。

　暑い中、船の上で作業をするのなら、あの格かつ好こうが最さい適てきなのかもしれない。

「この時間だから、最後の漁から帰ったところだろうね。夕方になる前に門のあたりは仕事を終えて、静かになるよ。それから漁市場が賑やかになって、仕事を終えた人たちが飲み始める」

　彼らがどんな生活をしているのか、さっぱり解らなかったが、シェイは一度なりともここへ来たことがあるのだろう。

　すらすらと答えてくれるこの夫は、本当に一緒に旅するには最適な人だった。

「毎日？　飲むってお酒を？」

「そうだよ。ヤンジーの人たちは酒しゆ豪ごうで知られてるんだ。成人したら浴あびるほど飲むのが普通になるくらいだよ」

「そうなの？」

　再びリイファが驚く頃には、馬車は門へと辿たどり着き、シェイが身分証を提示して不都合なく門を潜くぐっていた。

　海を見たときから潮の香りに包つつまれていたが、町の中はさらにそれが強く感じられる。

「宿を取って、食事にしようか。ここはどんな料理も美お味いしいよ」

「やっぱり海かい鮮せん料理なの？」

「うん。どれを頼んでも間違いはないよ……好き嫌きらいはあった？」

「ううん。あまり魚を食べたことがないだけ……」

　リイファは答えながら、そういえばお互い何が好きかすら知らないのだということに不思議なものを感じた。

　それはリイファが忘れているだけなのか、それとも結婚までの時間の短さ故ゆえに、まだ何も知らないだけなのか。

　シェイのことは解らないことだらけだったが、順調にいくならこの町でルオを見つければ、リイファはすべてを取り戻せる。

　その期待に胸を膨ふくらませ、リイファは何も聞かないことにして、シェイの案内する宿屋に入り、混み合う前に食事を楽しんだ。

　シェイとの食事は楽しい。

　最初こそ、知らない相手だと緊きん張ちようをしていたものの、馴なれ馴なれしく感じるほど距離を置かないシェイに、すぐにリイファは遠えん慮りよをすることが無む駄だだと悟さとった。

　実際に、シェイと知り合ってからそんなに長い時が経たったわけではないのに、シェイがどんな人なのかは解っている。

　リイファを好きだと恥ずかしげもなく公言し、子供相手にも嫉しつ妬と深ぶかい。魔ま術じゆつ士しとして、皇軍でかなりの地位にいるようなのにそれをひけらかすこともなく、使う権力といえば軍人としての特とつ権けんのみだ。

　さらに改めて見ても、姿かたちは素晴らしく良かった。

　顔立ちは整っているし、紺こん色いろの髪はさらさらとしていて、一度あの中に指を入れてみたいとさえ思う。

　魔術士であっても身体つきは軍人らしく、胸むな板いたも厚く引き締まっているのは計らずも何度も見てしまっているせいで知っている。

　その腕の中にいると、どこより安心出来るのだということも、すでにリイファは知っていた。

　家族といるのとはまた違う安堵がそこにあって、まだ思い出せないが、この人と結婚したのは間違っていないのだろうと感じていた。

　食事を終えると、疲れを覚えて早く眠ることにする。

　もちろん寝しん台だいは別々で、リイファはこの町ですることを思い浮かべながら、これまでで一番穏おだやかに眠りについた。







　翌朝、目を覚ましたリイファは天てん井じようを見上げながら表情を失くしていた。

　寒さはまったく感じなかったので、薄い布を一枚身体にかけただけで眠っていたのだが、その布の下にある身体を動かすのを躊躇っていた。

　狭いひとり用の寝台で仰あお向むけに転がり、いつもなら起きてすぐ動くのだが、今日は嫌いやな気配を感じ、目を覚ましてそのまま現実を見たくないとばかりに動かず天井を睨にらんでいる。

「…………」

　リイファが動かなかった理由は、ひとつしかない。

　確かに別々に眠っていたはずのシェイの身体が、まるでリイファを抱き枕にするように腕を絡からませて隣となりで寝ているからだ。

　微かすかな寝ね息いきが、とても心地ここちよい眠りに落ちているとリイファにも教えている。

　しかし、リイファにしてみれば安心して眠れるような状況ではなくなった。いつまでもこうして天井を見ているわけにもいかないと、釈しやく然ぜんとしないものを感じながら起きる決意をする。

　それでもこれまでのことを思い出し、リイファは布を動かさないようにそっと身体をずらす。リイファを抱いている腕にあまり力は入っていなかったようで、簡単に寝台からひとり抜け出すことに成功した。

　自分は服を着ている。それはいつものことで、眠っていたために乱れた以外に変化はない。しかしその腕の中にいた感触では、やはり今日のシェイもいつもと同じ格好で眠っているようだ。

　つまり、裸はだかだ。

「どうして服を着ないの？　それよりどうして一緒に寝ているの!?」

　自由になったリイファは、手を握り締めて荒ぶる感情のままに声を上げて叩き起こしてみるが、子供のように眠るシェイには関係ないようだ。

　それが憎にくらしくて、シェイが使っている枕をその頭の下から勢いよく引っ張り出す。

「シェイの寝台は向こうでしょ!?　これじゃあふたつ寝台を取った意味がない！」

「んー……」
















　頭が敷しき布ふの上に落ちたことで、ようやく意識を取り戻したシェイが強く瞼まぶたを瞑るようにしたあとでゆっくり目を開く。

　起きることが眩しいのか、何度か瞬いた後で怒りに震えるリイファを視界に入れると、無む頓とん着ちやくに身体を起こし、両腕を広げてリイファに朝の抱ほう擁ようをするべく近付いた。

「おはようリイファ……」

「…………ッ朝から変なもの見せないでー!!」

　上にかかっていた布がどこに引っかかることもなく下に落ち、予想された通りその裸ら体たいが目の前に広がった。

　リイファはすぐに視線を逸そらしたものの、真っ赤になった顔で手にした枕を思うままシェイに投げつけた。







「それにしても、変なものはひどいと思わない？」

　ひと騒そう動どう起こしたあとで、リイファは収まりきらない憤りを抱かかえつつも宿屋の食堂に降りた。そこで朝食をとれると知っていたからだ。

　服を着たシェイも追いついたが、リイファより不満そうな顔をしている。

　変なものは変なものだ。

　それ以外に何を言えばいいのだろう。リイファはまだ怒おこっているので、返事もしないで視線を背そむけた。

　そこへ宿屋の女将おかみが笑いながら朝食を持ってきてくれた。

「おふたり新婚なんでしょ？　朝から元気よねぇ」

　仲がいいことは良いことだね、と笑いながら去っていく。

　その後ろ姿を茫ぼう然ぜんと見送ったリイファは、からかわれた言葉の意味を察さつして、朝よりも顔を赤く染そめた。

「……ッ」

　ヤンジーは気候がよく、暑いくらいなので、どの家もどの部屋も風通しがよく作られている。風が通るということは、声もよく通るということだ。

　朝から大音量で叫んだリイファの怒ど鳴なり声も響いたはずで、気付けば食堂にいる人々の視線が生なま温あたたかい気がする。

　羞しゆう恥ちにリイファは声を失くしていたが、シェイは美味しそうな朝食に手をつけながら不満顔をリイファに近付ける。

「あれくらいの仲の良さなんて、全然足りないよ。僕はもっともっといちゃいちゃしたいのに。ねぇリイファ？」

「…………！」

　なんの同意を求められているのか。

　しかし、頑がんとしてリイファは答えなど返さなかった。

　恥ずかしすぎて否定の声さえ出なかったが、食事を終えるなりすぐに宿屋を後にすることで、機き嫌げんの悪さを示すのがリイファに出来る唯ゆい一いつの抵抗だった。

　急いで食べ終えたリイファに、慌てることなくシェイが追いつく。

「待ってリイファ。どこへ行くの？　何かあるの？　あ、黒い人を探す？」

　朝のことをまったく反省もしていないシェイが憎らしかったが、なんだかんだと一緒にいてくれる存在が有難いことは確かだ。

　リイファは人の多い通りを当てもなく歩きながら、すでに自分ひとりでは馴染みがない場所にいたことを思い出し、子供のように唇くちびるを尖とがらせながら言う。

「……この町に、ヤンジーにも医士がいるはずなの。それを思い出したのよ。その人を訪ねてみようと思ってるの」

「医士……て誰？」

「リュイっていう、私より五つだったかな。年上の医士で、三年くらい前に独り立ちして、いろいろな場所を回ったらしいけれど、結局この町に落ち着いたっていう手紙を貰もらっていたの」

　その手紙を受け取り、父親であるヤンファととても喜んだのを覚えている。

　リイファは、自分も一人前になれば、同じように旅をして医士という名を世に広げるのだと夢見ていた。

　計らずも、その夢の通りに旅をしている現状だが、記憶がないままというのは何をするにも不安が残る。さらに皇軍の裏街道を走る旅は、正確には旅ではないだろう。

　早くすべての記憶を取り戻し、普通の旅に戻りたいと願った。

　そこでふと、自分がもう結婚した事実を思い出し、父親の姿を思い浮かべて狼狽うろたえる。

　手紙を出して、父親に伝えるべきか。それとも記憶が戻ったら一緒に父親のもとへ行こうとシェイを誘うべきか──考えながら、父親の反応も頭に思い浮かべる。

　父は怒るだろうか。びっくりするだろうか。それとも喜ぶだろうか。

　リイファは想像しながら、知らず顔が緩ゆるんでいたことに気付かなかった。

　その様子を見ていたシェイが、先ほどまでの穏やかさを捨てて、鋭するどい目を向ける。

「──その男、リイファの何？」

　突然の低い声にリイファは驚いたものの、少し首を傾げながら訊きかれたことに答える。

「先せん輩ぱいの医士だけど……そうね、一緒に生活していたときも長いから、血は繫がらないけど兄のような人かな」

「一緒に暮らしてた……？」

「医士の教えを私の父から習っていたの。そんな人がうちにはたくさんいて──」

「そんな男たちと一緒に暮らしてたの？　僕というものがありながら？」

　いったい何の話をしているのか。

　シェイの言いたいことが自分の伝えたいこととずれているのを感じ、それが故こ意いなものと解るからリイファは目を眇すがめてシェイを見上げた。

「だから！　兄みたいな人だって言ってるのに！　それに一緒に父もいたし──そもそも！　そのときシェイとは知り合ってもいなかったでしょ!?」

「そんなこと関係ないよ！　リイファは僕の奥さんなんだから！」

　まるで未来だけではなく過去も自分のものだと言わんばかりの剣けん幕まくに、かえってリイファは冷静になった。

　本当にこの夫だけは、とため息を吐く。

　名ばかりの夫だけれど、とても頼りになるいい人で、魔術士という人も羨うらやむ素晴らしい地位にいるはずなのに、極きよく端たんな嫉妬深さが唯一の瑕きずだ。

　もう相手をするだけ時間の無駄だと、リイファは無視することに決めた。

「リイファ！」

「はいはい、ごめんなさいー。で、リュイはどこにいると思う？　どこで訊きけばいいかな」

「ひどいリイファ！　夫を蔑ないがしろにして！」

　きょろきょろと視線を彷徨さまよわせていると、いつの間にか視界の開けた場所に入る。

　人の多い住宅街を抜けたそこは、海を前面にした港だ。

　浜辺からいくつもの桟さん橋ばしが海に向かって伸びているが、船はほとんど見当たらない。漁師の存在もまばらだった。

　ここの人たちはどこへ行ったのだろうと思っていると、やはり考えを読んでいるのかというようにシェイが答えた。

「朝一番の漁に出ているんだよ。帰ってくるのはもう少し先かな」

「そうなの？　ここにいっぱい船が並んでいるとしたら、壮そう観かんでしょうね」

「そうかもね。まぁ豪ごう奢しやな船が並んでいるのを見るなら、ヤンジーの東の地区へ行かなければならないんだけど」

「ここは？　西地区は違うの？」

「このあたりは、どちらかと言えば普通の家庭か、もう少し慎つつましい暮らしをしている人が多いかな。でも仕事は漁が多いから、船の数も多いよ」

「見てみたいなぁ」

「もう少し待っていれば見えるよ」

　シェイの言葉はリイファの好きにしていいという優しいものだ。リイファはそれに甘えて、もう少しこの閑かん散さんとした港で待つことにした。

　とはいえ何もない場所で待つこともないだろう、と強くなる陽ひ射ざしを避さけて建物の庇ひさしの下へ向かったときだった。

「──リイファ？」

　リイファはこの町で、シェイではない男性の声に呼び止められて、驚いて振り返る。

　建物は木造だったけれど、入り口に扉はなかった。そこから出てきたばかりの様子の相手は、リイファより驚いた顔をして立ちつくしているようだ。

「リュイ！」

　年月が経っていても、リイファが相手を見間違うことはなかった。

　少し髪の毛がぼさぼさではあるが、家族のように一緒に過ごし、同じように医士として学んだリュイがそこにいた。

　一方のリュイは、自分の目が間違っているのでは、というように何度も瞬いていたが、リイファが笑顔で駆かけ寄ってくると彼の顔も輝かがやく。

「リイファ！　本当にリイファか!?　大きくなったなぁ！」

「久しぶりリュイ！　元気だった？　ここで本当に医士として働いているのね？」

「そうだよ。この港に診療所を開いてる。もうこのあたりでは知られたものさ」

　そう話す姿は誇ほこらしげで、自分の仕事が成功したことに自信を持っているのだと解った。

　リュイもリイファの元気な様子を確かめ、嬉しそうにしながらも、ここにいる理由が気になったようだ。

「リイファはどうしてここに？　いったい何をしているんだ？　ザーランの診療所は……」

「実は、訳があって旅をしているの」

「……旅!?　リイファが？　いったいいつから？　そんなこと初めて……」

「少し前からなんだけど、ちょっとどうしても追いかけなくちゃいけない人がいて……」

　自分の記憶がまだ完全ではないことを、これまでのことをどういうふうに説明したものか、と考えているとリイファの隣にいつの間にかシェイが並び、迫はく力りよくのある笑顔でリュイに挨あい拶さつをした。

「初めまして、貴方あなたがリュイ？　僕はシェイ。リイファの夫です」

「──なんだって？」

　リュイは自分の耳に聞こえた言葉が、解らない言語であるかのように驚いたまま聞き返す。

　そしてどうしたら上う手まく説明出来るのか解らず、曖あい昧まいに笑っているリイファと、自分の主しゆ張ちようを緩めるつもりはないとばかりの迫力を持ったシェイを見比べ、息を吹き返したように声を張り上げた。

「──はあぁ!?　いったいいつ!?　僕はそんなこと聞いてないけど!?　誰もなんの連絡もくれなかった？　結婚式にも呼んでくれなかったのか？　というか僕より先に結婚しちゃったの!?」

　最後には何かの嘆なげきも混ざっていたが、リュイの勢いのいい質問をリイファは本当にどうしたら一番早く説明出来るのか、誰か教えて欲しいと考えながら、とりあえず落ち着いて、と言うしかなかった。







「うーん、解った。いや、よく解らないけど、解ったような気がする」

　リイファが言葉を尽くして、どうにかこれまでの説明をすると、少し落ち着いたのかリュイも半はん信しん半はん疑ぎながら納なつ得とくしていた。

　とくに、リイファの記憶を奪うばった相手がいるということがあまり信じられないようだった。

　リイファも最初は意味が解らなかったのだから、実際に記憶がないことを体験しなければ、すぐに理解出来るほうが稀まれなのだろう。

「つまりリイファは衝しよう動どう的てきに、出会ったばかりのこの人と結婚して、何故か記憶を取られて、取り戻すために旅をしている、と……」

「そうそう」

「リイファはもう僕の奥さんですから」

　何があっても守ります、というふうに抱き寄せるシェイを、リイファは納得しようとしているリュイに相あい槌づちを打ちながら引き離そうとしていた。

　しかし長く強い腕は簡単にリイファを腕に抱き込もうとする。リイファがその手を跳はね除のけようとシェイと無言の応おう酬しゆうをする姿に、リュイは何を思ったのか諦あきらめたようなため息を吐く。

「独ひとり身みの前でいちゃいちゃしやがって……」

　恨うらみのこもった声だったが、リイファは気にしないことにした。

「それで、この町にその記憶を奪った男がいるんだって？　どこにいるのか解るのか？」

　リイファの問題を親しん身みになって考えてくれるのは、やはりリュイが家族だからだろう。

　リイファはその心配に首を振って答えた。

「ううん……いつも、何故か向こうから突然現れるの」

「……なんだって？　それ、相手には何の意味があるんだ？」

　ルオが何をしたいのか、未だにリイファも解らないのだから、初めて聞いたリュイが解らないのも当然だ。

　リュイはシェイを魔術士だと聞いてから、真ま面じ目めな視線をそっちに向ける。

「そういう力を持った人は、多くいるのか？　そもそもそんな危ない力を持った男を皇軍は放置しているのか？」

「そうだねぇ」

　鋭い質問に、シェイは慌てることなく穏やかに笑みを浮かべた。

　その態度は、軍人が何かを隠しているような類たぐいのものにも見えて、リュイの視線がさらに鋭くなる。

　険けん悪あくな空気になりそうなのを慌てて止めたのはリイファだ。

「待って、シェイはここまでたくさん私を助けてくれたの」

　リイファのためにシェイがずっと一緒にいてくれたことは、自分が一番よく知っている。リイファの記憶がないことで、一番迷惑していたのは実のところ結婚したばかりのシェイかもしれない。

　そう思うと、ただリイファのそばにいて安心をくれるシェイには、感謝こそすれ怒ることなど何もない。

　いや、本当は物申したい言げん動どうは多くあるが、それを差し引いてもシェイはリイファのために動きすぎていると思うから、細かい問題は黙っておくことにした。

「ここに来たら記憶が全部戻ると思うの。そうしたら、もうそんな人にはかかわり合いになりたくないし、そのときにルオをどうするか、皇軍にちゃんとお願いしようと思って──」

「……そうか？　まぁ、リイファが決めたことならいいけど」

　何かあればいつでも頼れ、と告げるリュイは、今でも信頼できる兄のような存在だった。

　それに嬉しくなって、リイファは少し頰ほおを染めて言った。

「それで……ちゃんと記憶が戻ったら、シェイと一緒にお父さんのところに挨拶に行こうかなって思ってて」

　お父さん、怒るかな？

　リイファは恥ずかしながらもリュイに聞いてみたのだが、リュイの反応は予想外なものだった。

　まるで目の前にいるリイファが幽ゆう霊れいにでもなったかのような、不安と驚きに揺れた目をしている。

「リイファ……何を言っているんだ？」

　あまりに驚かれて、リイファはやはり無む謀ぼうだったか、と思った。

「勝手だったかなって思ったけど、でも私ももう成人しているんだし、お父さんの許可をどうしても取らなきゃ結婚出来ないわけじゃなかったし……でも、怒るかなぁ？」

　父親のヤンファは仕事には厳しかったが、父としては優しかった。

　母を亡くしてからは、その寂しさを補おぎなうようにそれまで以上に優しく、大事にしてくれていた。

　そんな父を思えば、勝手なことをしたと後こう悔かいの念ねんもあるが、しかし現実にはすでに婚こん姻いんの誓いも終わっている。

　正式には、まだ名ばかりの夫だけれど、リイファはこれまでのことを考えても、シェイ以上の夫はいないだろうと思っていた。

「いや……いや、そうじゃなくて、お前、もしかして……」

「先生！　リュイ先生いるか!?」

　言葉を考えるようにしてリュイが何かを訊こうとする前に、勢いよく誰かが飛び込んで来てリュイを呼んだ。

　非ひ常じよう事じ態たいが起こったのだ。

「港に船が戻って来たんだけど、沖おき合あいで嵐にあったらしいんだ！　今全船帰って来てるけど、船がぼろぼろで、みんな怪け我がをしていて──」

「すぐ行く」

　すべてを話す前に、リュイは医士の顔になり、リイファの持っている荷物と同じような包みを抱えて診療所から港へ向かおうとした。

「リュイ！　私も行くわ！」

「──頼む」

　リュイは一瞬リイファを振り返り、何か迷ったような目をしたものの、すぐ現実に戻り先に呼びに来た者を追って駆け出した。

　リイファもそれに遅れないように、飛び出す。シェイはいつものように、何も言わずにただリイファのそばに控ひかえて、リイファの荷物を代わりに持って走り出した。







　船が揃そろったところを見てみたい、と思ったリイファの願いは半分叶かなった。

　閑散としていた港には、今や町中の人が集まっているのでは、と思うほど多くの人がいた。

　そして桟橋に並ぶ船は、大きなものではなかったが、どれひとつとして無事なものはない。

　嵐にあったというのを物語るようにどの船も傷きずつき、自力で走行しているのが奇き跡せきのような船も少なくない。そして海の沖合からは、同じような船が続々と戻ってきていた。

　あの船に乗っている人すべてが怪我人だとしたら、リュイひとりでは負おいきれないだろう。

　リイファは不安そうに海を見たが、嵐などどこであったのか解らないほど穏やかだった。

「沖合とここでは、海の様子はまったく違うんだ」

　またもやリイファの心を読んだようにシェイが教えてくれる。

　リイファは不思議な気持ちで納得しながら、桟橋にほど近い小屋のようなところで集まってくる怪我人を診みているリュイのもとへ急いだ。

「軽い怪我の人は──自分で歩けるくらいの人より、歩けない人を優先して診たい。運んできてくれたらそっちへ並べて」

　リュイはここでの仕事に慣れているのか、的てき確かくに指示を出す。それにヤンジーの人々が従うのは、すでにリュイの力を知っているからだろう。

　確かに、リュイはこの町で自分の実力を広めていっている。

　父からの、医士という仕事をちゃんと繫いでいるリュイに誇らしいものを感じながら、リイファはリュイのそばに自分の荷物を用意して聞いた。

「──治癒士や薬士は、来てくれないの？」

　こんな大きな事故があり、怪我人も多いのに。

　すでに小屋の中はいっぱいになり、帰ってきた漁師たちが外で治ち療りようを待っているような状態だ。

　せめて薬士のひとりでも、と思って訊いたのだが、リュイは厳しい顔を横へ振った。

「この町にいる治癒士は富ふ裕ゆう層そうの東地区にいるんだ。遠いこともあるが、西地区になんてわざわざ来るような奴やつらじゃない。薬士も北地区に住んでいてね、呼ぶにはやっぱり時間がかかるだろうな」

　そもそも来られても、このあたりの者には治癒士に支し払はらう対たい価かなど持っている者はひとりもいない。

　だから自分がするのだ、という決意をリュイは目に浮かべ、最初の怪我人から診始めた。

　リイファはそれ以上言えることもなく、自分も同じように倒れている怪我人を診る。

　慌あわただしく人が出入りし、次から次へと怪我人が現れ、リイファはリュイと共に息をつく暇ひまもないほど対応に追われた。

　慌ただしいあまり、時間はあっという間に過ぎた。

　気付けば外は暗くなり、手元が見えなくなった頃には室内に火が灯ともされている。外の軽けい傷しよう者しやの傷を診る頃には、忙しさもだいぶ落ち着き、夕ゆう闇やみの中で波の音がちゃんと耳に届く頃に、リイファはようやく乗りきった、と感じられた。

　ほっと一息吐いて最後の怪我人の包ほう帯たいを巻き終えると、どこかで炊たき出しをしているのか潮しお風かぜに乗って美味しそうな匂においが漂ってくる。

　視線を巡めぐらせると、浜辺にはまだたくさんの人がいて、篝かがり火びの中で炊き出しを用意する女性たちや、壊れた船を心配する漁師たちと、後片付けをする者などが見えた。

　その中で、シェイは子供たちを相手に砂浜で遊んであげていた。

　思い返してみれば、治療は出来ないものの、誰かが困らないようにとシェイが慌てる人々を落ち着かせてくれていたのを思い出す。

　早く自分を診て欲しい、と急せかす者に順番を守らせたり、不安な人に医士の仕事をちゃんと説明してくれていた。

　そして今は、穏やかになった港で時間を持て余した子供たちの相手をしている。

　本当に、どれほど頼りになる夫なのだろう。

　リイファは感謝して、篝火の中に浮かぶシェイの姿を見ていると、治療した人たちから次々にお礼の言葉を貰った。

　小屋のほうでは、同じようにリュイも周囲からの感謝を受けている。

「いやぁ、あんた若いのにすごいね」

「リュイ先生の知り合いなんだって？　さすがだねぇ」

「医士ってのは、治癒士なんかと違って、本当に有難いよ」

　口々に言われて、リイファは嬉しいけれど気恥ずかしさで頰を染めた。しかし、誇らしいものが胸きよう中ちゆうに溢れている。

　これを、医士は目指している。

　この一瞬を世に広めるために、ロンファ一族は、父であるヤンファを筆ひつ頭とうに頑がん張ばっているのだ。

　そしてそれを支えてくれる、シェイも誇らしかった。

　やはり、記憶が戻ったら挨拶に行こう。胸を張って、これが私の夫なのだと父に言おう。

　リイファがそう決心したとき、そのシェイが子供を両腕にぶら下げたまま声をかけてくる。

「リイファ！　食べるものが出来たって！　ご飯にしようよ」

「うん──解ったわ。ちょっと手を洗ってくるわね」

　リイファは海の水では手を洗えないことが解っていたため、真ま水みずの出る港のそばに立っている建物のほうへ、リュイの診療所の近くへ向かって歩いた。

　そんなに離れているわけではなかった診療所まではすぐで、浜辺の篝火の明かりも充じゆう分ぶん届いている。

　水みず瓶がめから水を掬すくって手を洗い、綺き麗れいになったところでリイファは浜辺を振り返る。その瞬間、目の前に暗闇があった。

　さっきまで篝火が見えていたはずなのに、いつの間に消えたのか──

　焦あせったリイファだが、目の前の闇から人影が作られることに驚きつつも納得した。

　思い返せば、この相手はいつもこんなふうにして現れるのだ。

「……ルオ？」

「そうだよ。頑張ったみたいだから、最後の記憶を返すよ……これが君のためになるといいけれど」

　それはどういう意味なのか──

　リイファが聞き返す前に、黒い指がリイファの額を突いて、リイファは消えてしまっていた記憶を取り戻した。

　まるで忘れていたことが噓うそだったかのように、当然のようにリイファの中に戻ってきた記憶。

　それは、思い出だった。

　走そう馬ま灯とうのように一瞬でリイファの中に、リイファの心に理解させながら、同時に忘れていた間の、これまでのリイファの記憶も浮かび上がる。

　時間にすれば、一瞬にもならなかったはずだ。

　しかし膨ぼう大だいな何かを受け取ったように、リイファは動けなかった。驚きよう愕がくに目を見開いたのは、忘れられない記憶を思い出したからだ。

　どうしてそれを忘れていたのか解らないくらいの、不安と恐怖に陥おちいった。

「……っああああああああっ」

　気付けば喉のどから絞しぼり出すような声を上げて、リイファはその場に崩れ落ちる。

　そして嘆いた。

　お父さんに会いに行こうとしていたのに──

　叫んでいるのは自分の声なのか、心の中のものなのか。自分では判断出来ないほどリイファの理性は打ち壊されていた。

　リイファの取り戻した記憶は、二年前に最愛の父親が亡くなっていたことを示していた。

　死し因いんは寿じゆ命みようでも病気でも、怪我ですらない。

　父親であるヤンファは、何者かの手によって殺されたのだ。

　戻らなかった記憶は、これまでの量から考えるとほんの少しだったはずなのに、その少しの記憶はリイファの大部分を占しめていて、心を壊こわすには充分だった。

「リイファ──」

　リイファの叫びが聞こえたのか、浜辺のほうから慌てた声が駆け寄ってくるのが解る。

　知らないうちに涙が流れ、それを止める術すべも知らないリイファは、どこか麻ま痺ひしたままの思考で虚うつろな目を声のほうに向けた。

　シェイだった。

　リイファのもとに駆け寄ってくる姿を、リイファは理性とは違う場所で不思議に思っていた。心配そうな顔をして、必死に走ってくるシェイが、どうしてそんな顔をしているのかが解らなかったからだ。

　しかし、リイファが見たのはそれまでだった。

　いつの間にか、背はい後ごに忍しのび寄った誰かに、リイファは口と鼻を塞ふさがれ、そのまま抱きかかえられてまさに闇の中へ連れ去られた。

　視界から篝火が消えたのは、暗い場所へ入ったからなのか、意識がなくなったからなのか、リイファには判断出来ないままだった。
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　リイファが目を覚ましたのは、何もない部屋だった。

　意識を失なくしてから、どれくらい時間が経たったのかも解わからないが、ひとりで床に転がっているのは現実だ。

　しかしごろりと転がったまま、リイファはまだ夢ゆめ現うつつの中で意識が漂ただよい、上う手まく目覚められていなかった。

　ヤンファがもういない。

　父親は、すでに死んでいた。

　その事実を思い出すと、リイファが無む邪じや気きに父に会いに行くと言ったときのリュイの表情が理解出来る。

　いったい何を考えているのか、頭がおかしくなったのかとリュイは思っただろう。

　ヤンファが死んだ日を、リイファは昨日のことのように覚えている。

　あれは、ザーランでも寒い日だった。

　こういう日は、体調を崩す人が多いから、とヤンファは風か邪ぜや熱を出したときに効きく薬をたくさん用意し、何があってもいいように備そなえていた。

　父は、そういう人だった。

　何かが起こるかもしれない。起こらないかもしれない。

　起こらなくても、用意しておけば安心は出来る。用意しておけば、起こったときにすぐに対応出来る。

　用よう意い周しゆう到とうで、細やかな人だったが、それがおかしいと、過か剰じようだと思ったことはリイファも一度もなかった。

　ヤンファを支持して、医い士しを目指し弟で子しに入った者たちは、皆ヤンファの心こころ意い気きを自分たちにも受け継ついでいたからだ。

　医士の一族を纏まとめるロンファ一族。その族長であったヤンファ。

　医士の知名度は高いとは言えなかったが、技術がないとも思わない。自信を持つほど知識も膨ぼう大だいであったし技術力も身についていた。

　治ち癒ゆ士しのように、何もなかったかのように治せるわけではないが、折れた骨を繫つないだり、切った皮ひ膚ふを縫ぬい合わせたり、傷ついた内臓を修しゆう復ふくする術すべも持っていた。

　先人からの知識を失うしなわず、さらに向上させるために医士たちは日々努力している。

　その教えを、リイファも受け継いでいた。

　あの寒い日の夜、人に呼ばれてヤンファは出て行った。

　すぐに帰ってくるから、といつもの治ち療りように向かっただけのはずだったが、それがリイファが父と交かわした最後の言葉となった。

　いくら時間が経とうとも、どれだけ待っていようとも、ヤンファは帰って来なかった。

　心配になって探しに出たとき、人ひと気けのない路地で倒れているヤンファが見つかったという知らせが入ってきた。

　リイファは、一目見ただけで息をしているとは思えない父親と対面した。

　仰あお向むけに倒れたヤンファの胸には、深くナイフが突き刺さり、その身体からだの下には水たまりのように血が溢あふれていた。

　こんなに悲しいことが、他にあるだろうか。

　リイファは自分の命が終わったと思うほど悲しみ、嘆なげいた。

　しばらく医士として、人としても使えなかったくらいだ。

　しかし周囲の医士たちに支えられ、リイファはヤンファの意志を継ぎ、ロンファ一族を背せ負おう覚かく悟ごを決めた。

　リイファは、成人したその日から、ロンファ一族の族長となった。

　族長となったリイファは、その力を試すため、医士を国中に広げるという使命のため、旅に出ることを決意した。

　それは独り立ちした医士ならすべての者が辿たどるべき行動だ。

　リイファはそのことを思い出し、どうして自分がロンファ一族の診しん療りよう所じよがあるザーランの南西の地区から、東の地区へ移動していたかを理解した。

　リイファは何もない天てん井じようを見つめながら、そこまで思い出して、自分が泣き続けていることに気付いた。

　泣きながら、リイファは不思議なことにも気付く。

　シェイ──

　その名前を思い浮かべながら、記き憶おくを取り戻したリイファは不思議な気持ちが一いつ層そう不安に覆おおわれていくのを感じた。

　最後の記憶が戻ったというのに、その中のどこにもシェイの姿がなかったからだ。

　ザーランの、あの小さな祭さい壇だんで婚こん姻いんの儀ぎ式しきをしたはずなのに、その五日前から知り合っていたはずなのに、どれだけ思い返しても、リイファの中にシェイはいなかった。

　存在するのは、記憶を失くしたあとに出会ってからだった。

「……どういう、こと？」

　訳が解らない、とリイファは思わず身体を起こした。

　左手の小指には、確かに指輪があることを確かめ、眉まゆ根ねを寄せる。

　いつの間にか涙は止まっていた。

　悲しい記憶を思い出し悲ひ嘆たんしていても、人はそれだけでは生きていけないのだと、身体が知っているようだった。

　リイファは今度こそちゃんと理性を働かせ、状況を確かめた。

　この部屋は、何もない四角い部屋だ。片かた隅すみに、ひとつだけ光こう源げんがあるが、丸い光はいったい何で灯ともされているのか解らない灯りだった。

　しかしそれのお蔭かげで窓もないこの部屋が明るいのかと理解し、壁の一つにある扉に目を向ける。

　薄い木製の扉だが、鍵かぎはかかっているのだろうか。

　リイファは自分がどこかに連れ去られたことは理解している。あのとき、最後に見たのは篝かがり火びの中で自分に向かって走ってくるシェイの姿だったけれど、間に合わなかったのだろう。そのままリイファは何者かに連れ去られ、ここに転がされている。

　誰が、何のために──

　理由のひとつも、リイファには思い出すことも理解することも出来なかったけれど、身体が動く以上、逃げ出すことは出来る。

　いつもならこのままシェイを待てば助けてくれるだろうと思えるのだが、リイファがどこに向かったのかが解らず、探し続けているかもしれないと思うと、自分から彼のもとに戻りたいという衝しよう動どうに駆かられた。

　帰りたい。

　シェイの、あの大きな胸の中に。安心を得えられるように抱き締められたい。

　父を亡なくし、ロンファ一族を背負うリイファに、甘えなど許されない。でも、結婚した夫の腕の中なら、リイファはただの妻になれる。

　その事実は他にたとえようもない安あん堵どを与えてくれた。

　リイファはそれをこの手に取り戻したいと、自みずから逃げ出す決意をした。

　ゆっくりと身体を動かし、足音を立てないように膝ひざ立だちで扉に近付き、そっと手を触ふれる。その瞬間、外から声が聞こえきて、身を竦すくめた。

「……まだか？　こんなところで時間を取るわけにはいかないのだか」

「仕方ないでしょう。ムサカ様を無視していては、どうにもなりません」

　知らない男が二人、会話をしているようだった。

　この部屋の前を通っているのだろう。声が移動しているのが解る。リイファは誰かが入ってくるわけではないのかと少しほっとしながら、その声に集中した。

「あの娘をさっさと捕つかまえていればこんなに困ることもなかったのだ」

「そうですが……」

「そもそも、何度失敗したと思っている？　なんの力もないただの小娘ではないか。ザーランを出て、我われらの足元、フェイフーにいたときは近すぎるなどと放置させ、テンクゥでは上手いこと逃げられたではないか」

「ええ……悪運の強い女です」

「サイエンのタオレンは私し欲よくに走り、すぐに捕まえれば良かったのにぐずぐずしているうちにまたしても逃げられおって……」

「ですが、こうして捕とらえることが出来たのですから。もうこちらのものです」

「そうだな……邪じや魔ま者ものはもういないか」

「はい。あとは始し末まつする男が来るのを──ああ、ムサカ様が、その前に情けを与えてもいいとおっしゃっておられるので、少しお時間を」

「そうだ、そのムサカ様はいつ来るのだ……あとどれほど待てばいいのか、いつになれば安心して布ふ教きようできるのか」

「もうしばらくです。もうすぐですよ……」

　リイファは扉に耳をあて、一言も漏もらすまいと聞き入っていた。

　そして声が聞こえなくなると、茫ぼう然ぜんとして座り込む。

　この短い会話の中に盛り込まれていた情報は、とてもすぐには処しよ理り出来ないほど多かった。

　まさか、命を狙ねらわれていたなんて──

　リイファはそんなこと、まったく気付いていなかった。

　小娘とはここにいるリイファのことに間違いないだろう。テンクゥで攫さらわれかけたのもここに連れてくるためだったのだ。サイエンで捕まったあの屋敷のタオレンという老人も、リイファを捕らえる計画をしていたのだと思うと、今更ながらにぞっとする。

　そして彼らの話を頭の中で整理した。

　つまり、何か理由があって──どんな理由なのかリイファには解らないが、彼らは自分を殺そうとしているらしい。そのためにこの旅の道中、何度も追おっ手てを仕掛けられていたようだ。それらが悉ことごとく未み遂すいに終わったという。リイファは改めてシェイがいてくれたことに心から安堵した。

　それから彼らは、ムサカという者を待って、リイファを始末するらしい。

　始末する前に、ムサカという者がリイファに情けを与えると──それがどういう意味か、リイファは理解して身体を震わせた。

　結婚した身でも、その夫にすら任まかせなかった身体を、知らない男に奪うばわれては堪たまらない。

　今なら、気持ちが落ち着けばシェイと本当に結婚してもいいと考えている。なのにこのままでは、知らない男に純じゆん潔けつを奪われ、あまつさえ殺されようとしている。

　そんなことは許さない、とリイファは考えて、ふいに気付いた。

　そのムサカという者が、どこかで聞いたことのある名前だと思ったのだ。

　フェイフーの治癒士──たしかその名前が、ムサカだった。

　彼らは言っていた。我らの足元、フェイフーにいたとき、と。つまり彼らはフェイフーの者であり、治癒士のムサカを知っている者──そこから導みちびき出される答えに、リイファは愕がく然ぜんとした。

　神しん教きよう徒とだ。

　フェイフーの治癒士は神教徒であり、そのムサカの力もあって、この皇こう国こくでは神教の勢せい力りよくが大きかった。

　リイファは彼らに狙われていたのだ。

　だが、何故狙われているのかが、解らない。

　いったいリイファが何をしたというのだろう？

　神教徒でもないし、神教の邪魔をしたつもりもない。日々医士として研けん鑽さんし、人を助けることだけを考えて生きてきた。

　父亡き後は、その意志を継ぐつもりで頑がん張ばってきた。

　誰かを助けるという意味では、治癒士と立場は変わらないはずだ。何より、神を崇あがめ神に仕つかえることで、心の平へい穏おんを願う神教徒が人の命を狙う理由も解らなかった。

　解らないことだらけだが、こうしてじっとしているのは自ら死し期きを待っていることと同じだ。

　リイファは閉められた扉に触れ、そっと動くかを確かめた。

　鍵がかかっていないことに安堵し、ゆっくり扉を開けて、人の気配を確かめながら外へ出る。そこは窓のない通路だった。丸い光源が一定の間隔で置かれているお蔭で、道は見える。

　不安なのは、どちらへ行けば逃げられるか、ということだけだ。

　先ほど、声は左の奥へと消えていった気がする。リイファはひとつ息を吞のみ、右手へ進むことに決めた。

　駄だ目めでもともと──そう思ったが、すぐに思い改める。

　死ぬ気なんてない。

　ここで死んでしまっては、父の遺志を継ぐどころか道半なかばで倒れることになり、後こう悔かいしか残らないだろう。

　絶対に死なない。

　リイファはそう決めて、足を踏み出した。







　光が足元にしかない通路を、いったいどれだけ進んだだろう。

　どうやらただの廊下ではないようだ。

　その間左右にいくつも扉を見たが、リイファがいたような部屋だったり倉庫だったりして、出口が見つからない。迷めい路ろのように道が繫がっていて、いったい何度角を折れたのかも覚えていられないほどだ。

　今はどこなのか。ちゃんと外へ向かっているのか。せめて彼らと反対に逃げているのか。

　リイファは逃げながら不安になったが、誰にも見つかっていないことだけを心の頼りにゆっくり移動していた。

　そのうちに、ばたばたと大きな足音が聞こえてきて、リイファは周囲を確かめて慌あわてる。

　見つからない場所を見渡して、すぐ近くにあった倉庫のような部屋に飛び込んだ。

　扉を閉めて息を殺していると、外で誰かが言い合っているのが聞こえる。

「女が逃げたそうだ」

「向こうは探したか？」

「これからだが、しまったな……もうムサカ様がいらっしゃったそうだ」

「早く見つけないと、また機き嫌げんを損そこねる……」

「私はあっちへ行く。向こうを頼む」

「解った」

　またばたばたと足音が続いて、扉の前から人の気配が消えた。

　リイファは自分が逃げ出したことに気付かれたのを知ったが、戻るつもりはない。

　このまま逃げ出さなければ、やはり自分に明日はない。

　リイファは決意を改めたものの、通路にもう一度戻っても逃げきれるか、という不安にも駆られた。どうするか考えて、倉庫のような荷物の置かれた部屋を見渡すと、入ってきた扉とは反対にもうひとつ別の扉があることに気付く。

　これがいったいどこに繫がっているのか。

　解らないが、向こうに人がいなければ、新しい道になる。

　リイファは緊きん張ちようしつつも、扉をゆっくりと開き、誰もいないことを確かめた。

　そこは、また通路になっていた。ただし、今度は光こう源げんのひとつもない道だ。

　真まっ暗くらだったが、遠くに見える場所が微かすかに明るい。

　もしかして外かもしれない、とリイファは暗い中に身を屈かがめるようにして進み始めた。

　一歩一歩、踏み位置を確かめるようにして進んだお蔭でとても時間がかかったが、どうにか明かりの近くまで進んだ。しかしリイファはそこで足を止める。

　明かりのほうから、声が聞こえたからだ。

　そしてそれが決して自分の味方でないことを、すぐに悟さとった。

「──まだ見つからないのか！」

「ムサカ様、もうしばらくお待ちを……すぐに連れてまいります。そもそも、このザーランの地下神しん殿でんは知らない者には迷路のようなもの。逃げられるはずがないのですから」

「まったくどいつもこいつも、無む能のうすぎる！」

　怒っている男と、それを宥なだめようとしている男がいるようだ。

　その怒っている男こそ、治癒士のムサカらしかった。

　彼に見つかれば、自分がどうなるか解るだけに、リイファは知らず足を後ろへ引く。

　明かりの届く場所には、一歩も踏み込めない。明るくても、その場所は地じ獄ごくと同じだ。

　そしてザーランの神殿と言われて、今いる場所が皇こうの都ザーランなのだと知る。

　意識のないまま、リイファはサイエンからザーランまで運ばれていたようだ。

「ルルカよ、教きよう祖そと崇められていても、女ひとり捕らえられないとは、神教も落ちたものよ」

「いくらムサカ様とはいえ、そのお言葉はあまりに……」

　リイファは何度目かの驚きに、もう声もなかった。

　ムサカの相手をしていたのは、神教の教祖というからだ。

　敬けい虔けんなる教徒が多い神教で、その頂点にいるべき人が、人攫いのようなことをして、果ては人殺しに加か担たんしようとしている。

　この国は、彼らはどこまで落ちぶれてしまったのだろう、とリイファは誰かのために悲しくなった。

　しかし、そのあとでリイファをさらに奈な落らくに突き落とす声が聞こえた。

「──まぁ、もともと神教に期待はしてないよ。僕の邪魔しかしないって解ってるからね」

　リイファは何かが、自分の中で崩れた気がした。

　その声は、姿を見なくても間違えるはずはない。

　これまで、旅が始まってからずっとそばにいた相手だ。リイファを守り、困らせ、笑わせ、安心させてくれた、何より頼りになる人の声だった。

　シェイ──

　どうして、ここで彼の声が聞こえるの。

　リイファの命を狙う彼らと一緒にいるのは、どうしてなの。

　その理由を考えたくなくて、しかし本ほん能のうでは気付いてしまった。

　その瞬間、リイファは忘れていることも忘れていた本当に最後の記憶を思い出した。







　旅を始めてすぐの頃、リイファは姿の綺き麗れいな青年と出会った。

　彼は、皇こう軍ぐんの魔ま術じゆつ士しだった。

　そしてリイファを見るなり、口く説どき始めたのだ。

　リイファは彼に構っている暇ひまはなかった。なにしろ、医士の仕事を広めるという使命を持って、旅に出たばかりだったからだ。

　断るリイファを何度も説得し、女のひとり旅は何かと危ない、守るために僕も一緒に行くとまで言い出した。

　いくらなんでも軍人であり、魔術士である人にそんなことは頼めない、と断ったものの、リイファを好きになったから、他の人に頼むのは嫌いやだと駄だ々だを捏こねる。

　呆あきれて言葉を失くしたリイファに、彼はさらに押しが強くなった。

　自分の立場をどれだけ利用しても構わないとまで言い、利用するなら、とことんするべきだと、結婚して夫婦になる提てい案あんまでしてきた。

　それはあまりに突とつ飛ぴすぎる申し出で、何を考えているのか解らなかったけれど、彼は真剣にリイファのことを想ってくれているようで、「何もしない。ただ、守りたいだけだ」と繰くり返した。

　そうして、旅の間に自分を知ってもらって、本当に好きになってくれたら正式に夫婦になろう、と言われたのが、決め手だった。

　リイファは、あれほど人に乞こわれたのは初めてだった。

　これまで、普通の少女のように恋をするより、医士になることを夢見て、他に目を向けることはなかった。

　突然現れた彼を警けい戒かいしたものの、物言いも優しく、立場もある素敵な人に気持ちが傾かないはずがない。

　そうして、取り決めをした。契約上の結婚をすることになったのだ。

　どういう伝つ手てを使ったのか、婚姻の誓せい紙しに加え、婚こん礼れい衣裳まで用意してきた彼に、リイファは半ば呆れ、もう受け入れるしかないと折れた。

　そして婚姻の儀式のあと、ふいに姿を消した花婿を探していたところで、彼が誰かと話しているのが聞こえた。

　盗ぬすみ聞きをするつもりはなかった。

　しかし、会話の内容にその場を動くことが出来なくなった。

『しばらく見張っていることにしたよ。時期を見て、始末しようと思う』

『今殺してしまえば手間がかからずいいではないか』

『今は駄目だ。まだ早いし、僕と一緒にいるところを見た人もいるからね。僕に罪つみを被かぶせるのはなしだよ。頃合いを見て、こっそりするのが一番だろ』

『そうだが……いつまで待てばいいのだ』

『すぐだよ。しばらく待っているくらい、出来ないの？　これまで待ったんでしょ。あと少しじゃないか』

『それは……』

『医士が邪魔なんでしょ。治癒士にとってみれば、商売の邪魔にしかならないもんねぇ』

『うるさい、お前のようなものに、あの煩わずらわしい存在があるだけで、こちらがどれほど迷惑を被こうむっているのか解るものか』

『迷惑って、治療する人間が減って対たい価かが少なくなって困るってだけでしょ』

『とにかく、医士を減らすんだ。邪魔なものは消せ。あの憎にくたらしいロンファ一族など、族長を消せばすぐにも解散すると思ったのに、小娘の分ぶん際ざいで……』

　そこまで耳にして、リイファは踵きびすを返し駆かけた。

　どこへ行こうと思ったわけではない。ただ、そこにはもういられないと思っただけだ。

　そして眦まなじりに涙が浮かぶ。

　お父さん──

　父は、殺されたのだ。

　彼らに殺されたのだ。

　そして自分は、父を手にかけた彼らと手を組み、自分の命を狙っている彼と、結婚してしまった。

　なんていうことをしたのだろう。

　逃げなければ──







　記憶を奪われたのは、その直後だ。

　奪われなければ、逃げられたはずだった。

　おそらく、記憶を奪ったルオという男も、彼らの仲間なのだろう。記憶のないリイファを見て、嘲あざけっていたのだろうか。そこまでリイファは蔑さげすまれていたのだろうか。

　いったいどこまで自分の運命は弄もてあそばれ、悲しみに翻ほん弄ろうされるのか。

　シェイ──

　もう一度心で名前を呟つぶやいて、いつしか涙が溢れているのに気付いた。

　解っていても、思い出しても、心が痛い。

　どれほど自分を傷きずつければ、気が済むのだろう。

　私は、どれほど愚おろかなの──

　自分を騙だましている相手に、殺そうとしている夫のもとに戻りたいと、帰りたいと、安心したいと願っていたなんて。

　リイファは自分を嘲あざ笑わらい、溢れる涙を不思議に思うほど、胸が苦しくなった。

　この痛みは、心しんの臓ぞうが壊れたからか、傷ついたからだ。実じつ質しつにはなんの怪け我がもしていないのに、涙が止まらないほどの痛みを覚える現実に、リイファは医士の手には負おえない病やまいにかかっていると感じた。

　いっそのこと、ここで殺してもらえたらこの痛みも失くなるかもしれない。

　そんなことを考えていたのがリイファの気を抜いたのか、泣いている声を殺すのに、深く息を吐いた。それを明かりの中にいる彼らに気付かれ、あっという間にリイファは隠れている場所から引きずり出される。

　床に崩れ落ちるように膝をついていたせいで、逃げることも、抵てい抗こうすら出来なかった。しかも引きずり出したのは、他の誰でもない。シェイだ。

「やぁリイファ」

　明かりの中で見ても、シェイ本人に間違いなかった。

　ここまで来ても、間違いではないのか。違う人ではないのか、とどこかで希望を持っていた自分に呆れる。

　にこやかに笑うシェイは、これまでとまったく変わらない笑顔だ。

「自分でここまでくるなんて、偉いね」
















　何が偉いのか。

　褒ほめられるその言葉が、これほど厭いや味みに聞こえたのは初めてだった。

　いつもは優しく、甘く、そして嫉しつ妬と深ぶかい声しか聞いたことがないシェイの声は、あまりにいつもと変わらなさすぎて、リイファはやはり自分が愚かなのだと感じた。

　見抜けるはずがなかった。

　気付けるはずがなかった。

　リイファはすっかり、シェイに騙されていたのだ。

「こそこそと逃げおって！　誰か！　ここへ！」

「お前がロンファ一族の娘だな？」

　そこにはシェイの他に二人の男がいた。

　どちらも上等な服に身を包つつんでいるが、白はく髪はつの男が治癒士であるムサカだろう。もう一人は口ひげを生はやした男で、ルルカという神教の教祖のようだ。

　ルルカに呼ばれて、その場に大おお勢ぜいの教徒が入り込んでくる。

　彼らが入って来ても、部屋にはまだ広さがあった。

　ここがどこなのか解らないが、離れた所には祭壇が見え、教徒たちの集まる場所なのだろうと思うくらいだ。

　その広い場所で、大勢の神教徒と、リイファを邪魔者としている治癒士に、それに加担する魔術士。

　こんなに人がいるのに、味方がひとりもいない現実に、リイファはかえって笑ってしまう。

　そばにいるシェイから、敵から離れたくて、リイファはゆっくり後ずさった。

　誰もすぐには動かないが、逃げきれるなどとリイファ自身も思っていない。ただ、自ら命を差し出すことはしたくないと考えているだけだ。

「──殺せ！」

「こんな小娘はもうよい、始末してしまえ！」

　リイファなどいらないと、邪魔なだけだという彼らの目に、リイファは何も思えなかった。あまりに理り不ふ尽じんな状況すぎると、怒りも恐れも感じなくなるものらしい。

　自分の利り益えきしか考えない彼らは、世間に知られている強ごう欲よくな治癒士そのものだった。

　それを支える神教も、神様なんて存在しない傲ごう慢まんなものでしかない。

　ただ無む念ねんだと思うのは、共に学んだ医士たちのことだ。

　ここでリイファが命を落としたら、誰が彼らに次の道を教えるのだろう。

　治癒士が、神教が、医士という存在を邪魔に思って消しにかかっていると、危ないから逃げろなどと、もう伝える術がない。

　あれほど人のためだけを考えて生きているのに。

　リイファは、ここで自分たちの、ロンファ一族の意志が途と絶だえてしまうのか、とそれだけが無念で仕方がなかった。

　リイファはじりじりと自分を追い詰めるように近付く教徒たちに囲まれながら、近くにいるシェイを見上げた。

　彼は、未いまだ名ばかりの夫だけれど、笑みはこれまでと違わないものを浮かべているままだ。こんな状況であっても、シェイは美しい青年だった。初めて会ったときから変わらない、魔術士だ。

　そんな人が、何の理由もなく平民のリイファと結婚したいなどと、好こう意いという感情だからと納なつ得とくした自分は本当に愚かだ。

　その理由が解ったものの、リイファはまだ心が凍こおったように上手く動かなかった。

　これから殺されるというのに、一度ずたずたになったリイファの心は、正常に戻るには予想以上に時間が必要のようだ。それとも、もっと大きな驚きよう愕がくに見舞われれば、動き始めるのかもしれない。

　しかし何かが起こっても、正常に戻る頃にはリイファはもう何も考えられない屍しかばねになっているだろう。あの寒い冬に、路地で見た父親の最期の姿が脳のう裏りに浮かび、凍った心がひび割れるように痛んだ。

　それでも、死んだら父のもとに行けることだけが幸いだ。

　リイファは凍った心のままに、身体の痛みもなく、父のもとに行けることだけがこの状況で唯一幸せなことだった。

　何の感情も持てないままシェイを見上げていると、彼はリイファに微笑ほほえみ、それから何かを気にしているように視線を向けると、さらに笑みを深くした。

　そしてリイファに、この場にいる全員に聞こえるように言った。

「そろそろ、終わりにしようか」

　それは宣言だった。

　リイファは、ここで終わるのだ。逃げられない事実に、もう折れる心がなく、壊れる心がないことに熱い怒りを覚え、目を眇すがめた。

　この状況は、リイファには理不尽なものだ。

　今更気付いたように、さっきまで凍り付いていたはずのリイファの気持ちが動き始めていた。

　リイファが殺されるのは、リイファのせいではない。自分の利益を優先し、己おのれの立場を守るためだけの愚かな者たちの傲慢な計画のせいだ。

　これまでリイファが理想を求めて学び、父を亡くしてからは必死に立ち上がって前を向き生きてきた事実を、すべて無にする彼らに憤いきどおりを感じた。

　怒おこっても、いいはず──

　リイファはそう思うと、まずシェイを睨にらんだ。

　そして自分の力で立ち上がり、ここにいるすべての敵を睨み据すえた。

　それがどう通じたのか、次の瞬間、何故かその場に立っているのはリイファだけになった。

「──え？」

　ざあっとこの広い場所に風が通ったようだった。

「うわぁっ!?」

「な、なんだ!?　どうなった!?」

「なんだこれ、誰か、どうなってるんだ!?」

　ムサカもルルカも、他の教徒たちも地に伏せてもがいている。

　そしてリイファは、もうひとりだけ立ったままの人物がいることに気付いた。

　シェイだ。

「頭ずが高いよ君たち──第二皇おう子じロラン・ク・インロン様のお目見えだ」

　何も不思議なことは起こっていないというように、自然な仕し草ぐさでシェイは離れたところにある入り口を見るように示した。

　地に伏せた彼らは蠢うごめきながら、リイファもたどたどしい動きでその方向を見ると、長い黒髪を後ろで縛しばり、皇こう族ぞくだけに許される黒地に金の刺し繡しゆうの入った衣装に身を包んだ青年が現れたところだった。

　彼が、シェイの言うように、第二皇子ロラン・ク・インロンなのだろう。

　その後ろから皇軍である軍人たちが大勢連なって地下の広場に集まってくる。

　いったい何が、とついていけないのは、地に伏せさせられている彼らと、リイファだ。

　リイファを殺そうとしていたムサカやルルカ、神教徒の者たちは、自ら倒れたのではない。何かの圧あつ力りよくをかけられて起き上がれないのだ。その証しよう拠こに、手足は元気に動いているのに起き上がることだけが出来ないでいる。

　それが魔術士であるシェイの力なのだと、無事に立っているリイファはゆっくり理解した。

　これほどの人数を一度に、一瞬で制せい圧あつできるシェイは、いったいどれほどの魔ま力りよくを持っているのだろう。

　どういう状況なのか、そしてこれから何が起こるのかが解らず、先ほどとは違う不安を感じたリイファだが、にこりとシェイに微笑まれて何故か気が抜けた。

　それはあまりに、いつも通りの笑顔だった。

　初めて会ったときから、結婚したと教えられたときから、変わっていないシェイの笑顔だった。

　まさか──

　リイファが思考を働かせ始めたところで、皇子が声を発する。

「治癒士ムサカ。神教祖ルルカ。及および神教徒たちを捕ほ縛ばくせよ」

「──はっ」

　皇子の声に軍人たちは、声も動きも揃そろえて応こたえ、彼らを縛しばり上げていく。

　あまりの速さに、どれほど慣れているのかと驚くほどだ。

　縛られながら、ムサカやルルカが声を張り上げる。

「お待ちください皇子！　いったい我らが何をしたとおっしゃるのか！」

「そうです！　我々は──」

「知らないとでも思っているのか？」

　虚むなしさを感じる言い訳を真剣にしようとしていた彼らの声は、低い皇子の声によって遮さえぎられた。

　その視線は冷ひえ冷びえとしたもので、反はん論ろんしようとする声を奪う。

「お前たちに共きよう闘とうするように見せかけ一いつ計けいを案じたシェイより、報告は受けている」

　低い声はまだ若い青年のものなのに、その迫はく力りよくは皇族である者らしく、この場を制圧していた。

「そこにいる医士リイファの命を狙い、その父であるヤンファの命を奪った。そしてこの国のためになる医士の活動の邪魔を企くわだて、自らの利益のみを考えた。神教？　神が聞いて呆れる。見たこともない神を頼りたいのなら、勝手に神に祈いのるがいい──どうせ神は何も答えてはくれぬがな」

　まるで塵ちりを見るような、いや、塵よりもっとひどいものを見るような蔑みをもった皇子の視線と言葉は、刃は向むかう者たちの気力を奪うに充じゆう分ぶんだった。

　そのまま軍人たちに連行されていく様さまを、一度は自分の命を狙った彼らの行方ゆくえを茫然と見送っていたリイファは、皇子の目が自分に向いていることに気付いて、全身を緊張させた。

「医士リイファ」

「──はい」

　声が出せた自分に驚いた。

　皇子の目にもう蔑みはなかった。反対に、労いたわるようなものが込められていることにまた驚く。

「巻き込んだことを許せ。あやつらを一度に、逃れられぬ罪ざい状じようを突きつけ捕らえるには、囮おとりが必要だった。許可なく巻き込むことを決めたのを間違いだとは思っておらぬが、そなたに耐えがたい苦しみを与えたのは事実。単純に詫わびれば終わりだが、それでは納得しがたいだろう。これから私は、インロンに医士を広めていくために力を貸す。医士の知識、その技術は治癒士の力に勝まさるとも劣おとらぬこのインロンの財産だ」

　低く、落ち着いた皇子の声はリイファの耳に届いていたが、どこか現実感がなく、聞き入れているというより動くことも出来なかった。

　そのリイファに、皇子は表情を変えることなく宣言する。

「これからは私が責任を持ち、医士を支えていくと誓ちかおう。神などではなく、この国に」

「…………はい、ありがとう、ござい、ます」

　リイファはやはり、お礼の声が出たことに驚いた。

　何を言われたのか、正直すぐに理解出来るほど冷静ではなかった。

　しかし、どうやら助かったのだということだけは解る。

「これからも、精しよう進じんせよ」

「はい」

　リイファが頷うなずくと、そこへ知った声が割り込んできた。

「皇子、念ねんを押さなくても、リイファは頑張りやさんなんですよ。頑張りすぎて、心配になるくらい」

　ちっとも目が離せなくて、と笑うシェイに、皇子は身内にだけ見せるような優しい笑みを目元に浮かべた。

「──そうか、お前が言うなら、そうなのだろう」

「そうなんです。──ごめんねリイファ。いろいろ引っ張り回したけど、もう命を狙われることはないよ。これからは、もっと楽に生きられるよ。記憶を取ったのは、どうにか逃がしてあげようとした苦く肉にくの策だったんだけど──」

「──いいの」

　正面から謝られて、リイファは首を振って止めた。

　もう、いいのだ。

　驚いたけれど、すべてを本能が理解し、何かが突き抜けていった。

　皇子はリイファの力になると言ってくれた。

　これからの医士はもっと発展するだろう。強欲な治癒士たちは、この先対価を多く取るような生き方が難むずかしくなるに違いない。

　父の、命を落としたヤンファの遺志を、継ぐことが出来る。

　ロンファ一族の夢を叶かなえられる日が、近付いている。

　シェイとのこれまでのすべては、リイファを助けるためだったと理解出来てしまった。

　だから彼が謝る必要はなかった。

　最後は裏切られたと悲しみ驚いたけれど、それが彼らの仕事であり、この国にとって必要な計略だったと思えば、国民のひとりであるリイファは納得せざるを得ない。

　そして皇子がリイファを、医士を助けてくれると言ってくれた。

　雲の上の存在のような皇族が約束してくれたのだから、振り回された甲か斐いがあったというものだ。

　皇子の後ろには、黒い人であるルオが姿を見せていて、ようやく顔を見られてもやはりそれ以外は黒かった。何事もなかったかのようにリイファに手を振っている。

　彼らのしたことすべてはリイファのためだった。そう思うと、本当に皇軍は優秀なんだなぁと実感するばかりだ。

　そしてリイファはすべての想いをこめて、シェイを見た。

　いつもと同じ、記憶を奪われて、目を覚ましたときから変わらない笑みを浮かべたシェイは、やはりまったく変わらない姿でそこにいた。

　あまりに変化がなくて、本当にそばにいたのはシェイだったのか、これまでのすべてのことが夢だったのではと思うくらい不思議な気持ちになったが、リイファたち医士の歩みがここで途と切ぎれなかったことが、現実を教えてくれている。

　シェイがいてくれたからだ。

　リイファはそう思って、目を細める。

「──助けてくれて、ありがとう」

　そして深く、頭を下げた。

　それが、気持ちの伝わるすべてだと思ったからだ。

　リイファの命を、殺されたヤンファの遺志を、医士の希望を、すべての人の心を。

　シェイは、助けてくれた。

　もう、それだけでリイファは良かった。

「じゃあ、仕事してくるよ」

　頭を下げたリイファの頭上に、明るいシェイの声がかかった。

　あまりに軽い声で、もう一度顔を上げると、皇子が優ゆう雅がな仕草で身を翻ひるがえして出ていくところだった。シェイも、すべての軍人たちがそのあとに続いていく。

　そしてその場に残っているのはリイファだけになった。

　皇軍の軍人は、皇子のための存在だ。

　用事が済めば、皇子がいなくなれば、残る理由などどこにもない。

　リイファはあっという間にひとりになって、彼らが消えた方向にゆっくり歩いていき、長い階段を上のぼると、明るい陽の下に出た。

　今は昼間だったようだ。

　不意に笑いたくなって、リイファは歯を食いしばり、声を殺して目を伏せる。

　もう、誰もいない。

　ここで泣いても、見ている人はいない。

　もうリイファが捕つかまることはない。明るい場所で、何も遮るものはないけれど、リイファは独りだ。

　それを確かめて、リイファは口元を緩ゆるめた。押し殺していた感情が、一気に溢れたようだった。

　リイファは、まるで子供のように、泣いた──泣き続けた。

　母を亡くしたときのように、父を亡くしたときのように、守られて安堵した気持ちから再び独りになった現実に、悲しみを押し流すように泣いた。

　現実に戻っただけ。

　両親はなく、しかし夢と希望があり、やりたい仕事を追い続ける覚悟を持ち、前進する力を踏みしめ、生き続ける。

　それがリイファの生き方だった。

　そこに戻っただけだ。

　いや、皇子が約束してくれたのだから、この先はもっと生きやすくなるだろう。

　医士として。

　喜んでいいはずなのに、リイファの心にはぽっかりと黒い穴が空あいたようで、それをどうしたら埋うめられるのかが解らなかった。

　心が落ち着かず、何もかもから解放されたリイファは、上手く物事を考えることすら出来ずにいたけれど、ただ感情に任せたままの行動が、泣くことだった。

　最後に聞いたシェイの言葉がただ耳から離れない。

　仕事だったんだ──

　記憶を失くし、もう一度シェイと知り合ってからの記憶のすべてが、リイファの心をさらに濁にごしていく。

　常に笑顔でいて、リイファの心を読み、気持ちを押しつけるようで優しく、しかし嫉妬深い名ばかりの夫との日々は、無意味で、何の役にも立たないものになった。

　夢だったらいいのに。

　そう思ってもこれが現実だと、どこか理性の残るリイファ自身が理解していて、取り戻したはずの記憶がすべて褪あせた。

　それをいったいなんと呼ぶのか、リイファには解らない感情が吹き荒れた。

　ただリイファは溢れる涙で黒い穴を塞ふさごうとするように、泣き続けた。

　もう取とり繕つくろう必要のある相手はいないのだ。
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　リイファはザーランの南西の地区にある診しん療りよう所じよに戻ると、すぐに仕事を再開した。

　リイファのするべきことは、医い士しとしての仕事だけだ。

　そのためにこれまで必死に頑がん張ばってきたし、この先も同じだけ頑張るだろう。

　強ごう欲よくな治ち癒ゆ士しのせいで命を落とした父親の事件の真相は、同志の医士たちにも知らされた。思い出したような悲しみに包つつまれたが、犯人たちも捕つかまり、皇こう族ぞくにしかるべき刑を科されるだろうことで皆と納なつ得とくし、慰なぐさめ合った。

　ザーランの診療所には、常に何人かの医士がいる。リイファの手伝いをする弟で子しのような者たちもいて、彼女の周りは賑にぎやかだ。

　各地に散っている医士たちにも、族長の務つとめとして今回の一いち部ぶ始し終じゆうを手紙で伝えた。

　とくにリイファが目の前で攫さらわれ、心配していただろうリュイには、長い長い手紙を送った。

　リイファがこの先、ロンファ一族の族長として頑張っていくこと。

　第二皇おう子じが味方に付き、医士という存在が広められ、国中から頼られる存在になること。

　この先、医士を目指す者たちを皇こう国こくインロンが手助けしてくれること。

　もう、ロンファ一族だけで闘たたかうことはない。

　人を助ける意志を、挫くじけさせることなく、思い続けて夢を叶かなえられる。

　それだけで、リイファは幸せになれるはずだった。

　その想いが通じたのか、ここのところ診療所は忙しかった。

　どこから聞きつけてきたのか、いろんな人が助けを求めて来るのだ。もちろん、呼ばれれば、助けられる命がそこにある限り、医士は出向いて行く。

　治癒士ほどの即そつ効こう性せいはないが、多くの命を助けられることは確かで、その知ち名めい度どは瞬またたく間まに広がっていった。







「リイファ、少し休んだらどうですか」

　診療所に来る患かん者じやが途と切ぎれたところで、リイファの補ほ佐さをするサイが思い出したように言った。リイファより若いサイは、心からリイファを敬うやまってくれていて、働きすぎるリイファを心配してくれることが多い。

　リイファは手元の道具を片付けながら、首を傾かしげる。

「……別に、疲れてもないけど？」

「ですけど、まったく休まれてないでしょう。ここのところ」

「休みたいと思わないのよねぇ……だってたくさんの人を助けられるんだもの」

「有あり難がたいですよね、なにしろ第二皇子が口くち添ぞえをしてくださっているんですから」

　サイの顔も嬉うれしそうに綻ほころんだ。

　彼ももう少し学べば、一人前の医士を名乗れるだろう。

「治癒士も真ま面じ目めに頑張っているようだし」

「遅いくらいですけどね！」

　あの事件からしばらくして、リイファが家に、ロンファ一族の診療所に戻って少し経たってから、皇こう帝ていと第二皇子の名でインロン中にお触ふれが発はつせられた。

　その内容は、治癒士の存在がこの国の膿うみとなっているため処しよ分ぶんを決めたという、ともすればこの国の民に不安をもたらすようなものだった。

　第二皇子は、リイファに言った通り、この国をより良いほうへ進めるために行動したのだ。

　皇国インロンにとって、治癒士は大切であるが、医士は進化の表れであり、この先もっと大きく、豊かになるために必要な存在だと宣言した。

　その医士の前に立ちはだかり、唯ただ人びとの研けん鑽さんと前進を潰つぶそうと企くわだてた治癒士は、人を助ける使命を持ちながら理りに反する行為をしたと見なされ、処分されることになった。

　とはいえ、大事な治癒士を殺すわけにもいかず、その魔力は国のために使うことで還かん元げんされることになった。

　つまりこの先過あやまちを犯おかした治癒士は、皇軍と第二皇子の管理下に置かれ、無む償しようで働くことになるだろう。

　その措そ置ちは、すでに国中の知るところなった。

　これまで待たされ、払はらえない対たい価かを請せい求きゆうされて諦あきらめていた病やまいを抱かかえる人たちは、救いの未来を見つけたのだ。

　いい方向へ動いている。

　これが、リイファたちロンファ一族の夢でもあった。

　これに満足しないで、どうするというのか。

　毎日が充じゆう実じつしていて、休みたいとも思わない。

　その想いが、補佐しているサイにとってみれば心配らしかったが、リイファは休む必要を感じなかった。

　正直に言えば、休みたくなかった。

　休めば、夢を見てしまうからだ。

　くたくたになって、夢も見ないで眠りたい。

　そうしないと、思っても仕方のない夢を見て、泣きながら目が覚めてしまう。

　あの日、すべてが終わって独ひとりになったとき、涙が枯れるほど泣いたというのに、人の身体からだは不思議なもので、すぐに涙は作られる。

　いっそこれも研究してしまおうかしら──

　リイファがそんなことを考えたのは、最近になってようやく怒りというものを思い出したからだ。

　リイファの命を守るためとはいえ、医士の未来のためだとはいえ、リイファは人生で予想出来ないほど振り回された。

　落ち着いた日常に戻ると、旅をしていた日々がいかに異常だったかがよく解わかる。

　医士というものを広めるため、旅するのを必ひつ定じようとしている一族であっても、リイファの旅はひとところに落ち着くことも出来ず、ただ慌あわただしく、何かに巻き込まれていた。

　あれでは本当に世間を見たとも言えないし、振り回されただけとも言える。

　そして原因であるのは他の誰でもない、シェイだ。結婚までして、名ばかりの夫になった彼のせいだ。

　記き憶おくを失なくしたのは、作戦の一部だったのかもしれないけれど、すべてが噓うそだという結末で終わるのなら、いっそリイファに記憶を戻して欲しくなどなかった。

　あれほど泣き続け、胸が苦しみ、心が壊こわれることを、胸に黒い穴が開いた感情が何なのかを、今では理解している。

　リイファは、シェイに心を奪われてしまったのだ。

　そして奪われた心は、戻ってこないままでいる。

　こんな気持ちにさせて、こんなに休めないほど苦しめるのなら、リイファは振り回された記憶をもう一度奪って欲しいと心から願う。

　それが出来ないと解っているから、幸せなはずの日常に心からの喜びを得られないリイファは、名ばかりの夫だったシェイに怒りを感じているのだ。

　これほどひっかき回し、リイファを苦しめて、最後には突き放して終わる男は、いかに皇こう軍ぐんで魔ま術じゆつ士しであろうと、周囲から尊敬される男であろうと有ゆう能のうであろうとも、リイファにとってはどんなに罵ののしっても足りない男でしかない。

　人を傷きずつけることを教わらなかったリイファは、罵ば倒とうさえ上う手まく思い付かないことが悔くやしい。

　あまりにひどい男のことを考えるのも嫌いやなのに、ふとした瞬間気を抜くと、短かった長い旅のことを思い出してしまう。

　変わらない笑顔の男を思い浮かべてしまっていることに、腹立たしさと同時に悲しみを感じて、リイファは不安定な気持ちを持て余してしまっていた。

　それを受け入れることが出来ず、リイファは休みも取らず、仕事に明け暮れている状況であると言ってもいい。

　リイファをよく見ているサイは心配してくれているのだろうけれど、もう少し、まだもっと、この気持ちが風ふう化かして、せめて顔を思い出しても何も感じずにいられるくらいまでは、リイファは仕事に夢中になっていたかった。

　そんな何かを振りきろうと、見たくない夢を頭の片かた隅すみに押しやったところで、診療所に慌ただしい足音が駆け込んで来た。

　新しい怪け我が人にんか、と思って構えたが、それは医士のひとりであるウェイだった。

　彼は今日は休みでどこかに出かけていたはずだ。

「ウェイ、どうしたの──」

「外！　外にすごい行列が！」

　医士は冷静であることがまず求められるのだが、それを解っているはずのウェイが、完全に我われを忘れたように興奮して外を指している。

「行列？　なんの？」

　リイファよりサイのほうが興味を示したが、興奮冷めやらぬまま、ウェイが答える。

「軍だよ、皇軍！　すごい行列で、あれは一部隊を率ひきいてると思うよ！　しかも全員正せい装そうで、すごい揃そろっていて、見るだけの価値はあるよ！」

　だから外へ行こう、と誘うのが理由だったようだ。

　サイはすぐに同意したが、リイファは躊躇ためらった。

　これまで散さん々ざん、皇軍には世話になり、引っ張り回されたと言っても良かった。

　これ以上、何を見ろと言うのか。

　それにおそらく見たいとも思わないのは、考えたくない人を思い出してしまうからだ。

　リイファはまだ左の小指に収まっている指輪に視線を落とした。

　これだけはどうしても外はずせなかった。

　婚こん姻いんの証あかしなのだから、外してもなくなることはないのだが、考えたくなくても心がこれを求めている。

　この対ついになるものを、求めている。

　これは偽いつわりの結婚であり、リイファと彼が結婚したのは、ムサカたち強欲な治癒士を捕とらえるための計画の一部だった。

　ならばもう関係のない、つまり意味のないものなのだが、リイファの心はまだこの繫つながりを求めている。

　怒りのままに捨てることすら、出来ずにいる。

　でもいつか、この苦しい気持ちも収まって、怪我が治るように消えてなくなるだろう。

　そのときには、きっと外せるに違いない。

　だからそれまでは、リイファの心の何かを支えるために、必要な指輪だった。

「リイファ！　早く、通り過ぎるよ」

　無む邪じや気きにウェイが誘うのを、リイファはやはり断ろうとしたが、強引に診療所の表に面した通りへ連れ出される。

「ほらあれ！」

　ウェイが示す先には、本当に皇軍の行列が連なっていた。

　大通りは人で埋うまっている。行列の前には邪魔をしないよう誰もいないのに、左右には彼らを見ようと町中の人が溢あふれ返っているようだった。

　ウェイの言う通り、皇軍の軍人すべてが正装に身を包み、装そう備びも祭典などに使用される華か美びなもので揃えられて輝かがやいている。何より、一番目を引いたのは行列の先頭を行く旗だ。

　皇軍の証である模様の刺し繡しゆうを施ほどこされた旗は、白で染め抜かれていた。そして縁ふち取どりに赤糸を使っている。

　その意味は、インロンの誰もが知っている。

　婚こん礼れいの行列だ。

　皇軍の婚礼行列は、主おもに皇族の婚礼に使われるものだった。

　結婚する皇族が、その祝いのために町中を歩き喜びを振ふる舞まう行事のはずだ。

　リイファも、その旗に気付いた誰もが思った。

　いったい誰が結婚を──

　今現在、皇国インロンの皇族は皇帝の他皇子が三人いるだけだ。彼らは皆独どく身しんで、常に花嫁候補が上がるものの、話が纏まとまることはなかった。

　そのいずれかの皇子が結婚するなどと、誰も知らなかった。

　突然のことに、国民を驚かそうとでもしているのだろうか、と考えたが、その行列の歩みは、何故か診療所の前で止まった。

「……？」

「なんだ？　どうした？」

　何が起こるのだろうと、誰もが注目して待っていた。

　足並みを揃えていた皇軍は、綺き麗れいに足を止め、そして診療所のほうに向き直り、片かた膝ひざをついて首を下げる。

　何が起こっているの──

　リイファがあまりのことに息を吞のんで驚いていると、行列の真ん中にあった馬車からひとりの軍人が降りた。

「────」

　その姿を、リイファが見間違うはずはない。

　夢にも見たくないと、でもせめて夢でくらいは会いたいと、毎日想っていた人だったからだ。

　苦しいほど考えてしまっていたせいで、夢を見ているのかと思った。

　しかし彼の足取りは迷うことなく、まっすぐリイファに向かってくる。

　その姿は、懐なつかしさすら感じる。

　あの日、目を覚まして初めて見たときと同じ、婚礼衣裳に身を包んだ花婿の姿だ。

　紺こん色いろの髪を風に靡なびかせ、金色の瞳がまっすぐリイファを射い抜ぬく。

　シェイだった。

　そして変わりない笑みを口元に浮かべている。

「リイファ、お待たせ。ようやく迎えに来ることが出来たよ」

　これは本当に、何の夢の続きなのか。

　シェイがあまりに変わりなさすぎて、リイファは目の前のことをやはり現実だと思えず、返事も出来ないまま近付く花婿を見つめた。

「細々とした後あと始し末まつが、思ったより長引いてねぇ。本当、皇子は人使いが荒くて困るよ」

　そんなことを言われてもリイファが困る。

「でもこれで、ようやく夫婦に戻れるよ。リイファは僕の奥さんなんだから、一緒に住まないのはおかしいでしょ？」

　おかしいのは、こんな行動に出たシェイのほうだ。

　リイファは何も言えず、じわじわと現実が身体に染み込んで、くしゃりと顔が歪ゆがんだ。

　泣き笑いの顔が、正直にリイファの気持ちを表している。上手く声も出せず、ただ唇くちびるが空気を食はむように動いた。

　そこへ、シェイは最初に出会ったときから変わらない態度で、自分の行動が、言げん動どうがおかしいなどと一度も思ったこともないような笑顔で、きっぱりと言った。

「リイファ、大好きだよ──僕と結婚してください」

　何度か空気を飲んだ後、リイファの返事ははっきりと通りに響いた。

「───ふざけないで！」

　婚礼行列は珍しく、この町の住人すべてが集まっているのではと思うほど注目されている中で、一部隊はいるだろう軍人たちの前で、何故か空気が凍こおったように静まり返り、リイファの叫さけびはよく響いた。

　結婚なんて、結婚なんてよくも──

　リイファは複ふく雑ざつな感情から怒りの顔に変わり、目元が熱くなるのも怒りのせいだと思い、綺麗な花婿の靴くつを睨にらんだ。

　今まで馬車に乗っていたのだから、汚よごれているはずがない。

　対して自分の足元は、常に履はき続けている古びた革靴だ。清せい潔けつを保たもつのも医士の務めとは思っても、毎日洗って替えられるほどの余よ裕ゆうはない。

　それがリイファに現実を教えているようで、リイファの膨ふくれ上がった鬱うつ憤ぷんをさらに搔かき立てた。

「今更──今更なんの用だっていうの!?　あれほど私を振り回して！　確かに医士の、私たちのためだって言われても、振り回すだけ振り回して放置するなんて、いったい何を考えているの!?　それなのに自分の都合だけでまた私をひっかき回すつもり!?」

　軍人を相手に、ましてや魔術士を相手に怒ど鳴なりつけるなど、ただの平民であるなら問答無用で切り捨てられてもおかしくはないほどの暴ぼう言げんだった。

　かっとなった感情は、リイファを止めることは出来ない。

　ただ、これまで溜ためてきたリイファの中の想いが、ぐるぐると出口を見つけて吐き出されようと渦うず巻まいているのに、上手い言葉が思いつかず、ただぶつけるだけになってしまっていた。

「記憶なんて、戻さなければ良かったのよ！　いっそ利用するだけ利用して、捨てていってしまってくれたほうが良かったのに！　すべてを元通りにしたあとで、私にいろいろと植えつけたあとで、放っておくなら貴方あなたなんかと出会わなければ良かった！」

　もっと放っておいてくれたら、この気持ちが、傷きず口ぐちのような想いがかさぶたのように塞ふさがって、何も思わないでいられるようになったのに。

　まだこんなにも、血が流れるほど想いが溢れている。

　こんな傷は、医士でも治すことが出来ない。それがなおさら悔しい。

　悔しくてならない。

　もっと言いたいことがあるはずだ。

　言いたいことは、こんなことではない。

　リイファを傷つけただけ、同じ傷をシェイにも作ってやりたい。とてつもないくらいひどいことを言って、相手を傷つけたい。

　そう思っているのに、リイファからは納得できる罵倒が溢れてこない。

　だからリイファは悔しいのだ。

　その想いのままにシェイを見上げて、強く睨む。

　そこにあったのは、やはり変わらない名ばかりの夫の笑顔だった。

　いや、これまでにないほど、締まりのない笑顔になっている気がする。いったい何がそんなに嬉しいのか、リイファはこんなにも怒りを抱えているのに、相手に傷もつけられないことがさらに腹立たしい。

「人の話を聞いているの!?　貴方なんかと知り合いたくなかったの！　こんな行列で現れて欲しくなかったの！　私の気持ちなんかちっとも考えないで、そりゃお偉い魔術士様だもんね、好き勝手が出来るわよね、でも私だって、相手を選ぶ権利くらいあるんだから！」

　にやにやとリイファを見下ろすシェイに、蔑さげすみが伝わるように精いっぱい睨みつけたけれどあまり効果がない。

　リイファは自分の指に嵌はまっている指輪が、まるで自分の負けを受け入れているような、後ご生しよう大事にしていることでリイファの気持ちを見み透すかされているような気がして、この世で一番不快なものに思えてきた。

「こんな──こんな指輪ひとつで！　貴方と結婚しなきゃ良かった！」

「リイファ」

　左の小指に手をかけた瞬間、それまで黙って聞いていたシェイが声を発した。

　とても低い声で、同時にリイファの指を、掌てのひらを大きな手が包む。

「それは駄目。それを取ることは許してあげないよ。他のことは、どんなことでも受け入れるけどね」

　優しそうな顔をして、しかし声は真剣にリイファに意志を伝えていた。

　リイファはそれになぜか逆らえず、不思議な圧あつ力りよくを感じながらも、包まれた手の温ぬくもりに一瞬声を失なくした。シェイにじっと見つめられて、何を言おうとしていたかすらも忘れそうになる。

　シェイは感情だけが昂たかぶったままのリイファに、またにこりと微笑ほほえんだ。

「リイファのことならなんでも受け入れるよ。気持ちを抑おさえつけるより、夫婦喧げん嘩かはしたほうが長続きする秘ひ訣けつらしいよ。気が済むまで罵って」

「────っ」

　リイファの顔は真っ赤になっているはずだ。

　怒りは羞しゆう恥ちに変わり、罵りたい声まで奪うばう。

　怒りたいのに、何を言って怒ればいいのか解らなくなる。

　リイファは繫がったままの手が、シェイの温もりを伝えて、それが全身へとゆっくり回り、渦巻いていた感情を違う方向へと押し流している気がした。

　このままでは駄だ目めだ。

　もっと怒っていたい。

　もっと悲しんでいたい。

　傷ついたことを、知らしめてやりたい。

　同じだけ傷ついてしまえばいい。

　気持ちだけが絶えずぐるぐるとしていて、しかし身体の中の感情が繫がった手から違うものに変えられているようで、怒りたいのに泣きたくもなって、まるで拗すねた子供のような顔でシェイを睨んだ。
















「噓つき」

「うん」

「騙だますなんてひどい」

「うん」

「──嫌きらいなんだから」

「うん」

「許してあげないんだから」

「うん」

「私にしたひどいこと、絶対忘れてあげないんだから」

「うん」

　忘れたくても忘れられない。

　知り合ってからずっと、シェイはリイファのことだけを考えてくれていた。

　旅の間は、リイファのためだけに動いてくれていた。

　すべてはきっと、計画の一部だったのかもしれないけれど、リイファのために付き合ってくれていた。

　それを忘れるほど、リイファは薄はく情じように生きられるわけではない。

　ただ、傷ついたリイファの心が、怒りを忘れると泣き暮らしそうで、子供のように怯おびえて震えていただけだ。

　それが今、温あたたかくなり、満たされた甘えの中に包まれようとしている。

　それに浸ひたることが、勝ち負けではないのに悔しくて、まさに子供のように意地を張っている。

「絶対絶対、好きになってあげないんだから」

「──うん」

　ただリイファに悦よろこんで相あい槌づちを打っていたシェイは、もう限界とばかりにとろけそうに嬉しそうな顔で頷うなずいた。

「聞いてるの!?　好きじゃないの！　私は、だって！」

「解ってるよ、リイファ」

　シェイはそこで、嬉しそうなままリイファを腕に抱き入れて、力を込めた。

「すっごい告白、ありがとうリイファ。僕も大好きだよ」

「────っ」

　だから好きじゃないのに──

　リイファはそう答えたかったのに、あまりに安心できる腕の中を改めて思い出し、反論が声にはならなかった。

　そして、周囲から思い出したかのように、じっと状況を見守っていた人々が、勢いきおいよく歓かん声せいを上げる。

　その大きな喜びの声に、リイファはここがどこで、自分たちが何をしでかしてたのかを思い出し、ますます声が上がらなくなった。

　気付けば顔は真っ赤で、冷静さを求められる医士としてはあるまじき感情の乱れで、自分がどうにかなってしまったと感じた。

　それでも、大きな腕の中は、広い胸の中は心地ここちよくて、赤い顔と堪こらえきれず滲にじみ出た涙を白い衣い装しように押しつけることで、リイファは自分の気持ちを隠すことにした。

　きっと隠れていないけれど、シェイはリイファを離さなかったし、やはり、この腕の中は誰より安心できると、改めて浸ることに夢中でどうでもよくなってしまっていた。
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　リイファを腕に抱いて、ようやく自分のものだと実感出来た。

　シェイはたった数日でも長いと思っていたのに、これ以上離れていると自分がおかしくなっていたと断だん言げん出来る。

　リイファに関しては、何も譲ゆずるつもりがない自分を、すでにおかしいと言ったのは誰だったか。

　それでもここまで我が慢まんし、長く待って手に入れたのだから、しばらくはこの余よ韻いんに浸っても誰も文もん句くはないはずだ。

　少しくらい怒られるかもしれない、とはシェイも予想していたが、予想以上に嬉しい告白を受けて、シェイは上じよう機き嫌げんだった。

　あまりに甘い「嫌い」という告白は、最上級の愛の言葉だ。

　こんなに可か愛わいくては、もう二度と妻を手放せない。




　そうしてシェイは、リイファに出会う前のことを思い出していた。







「皇子、報告書出来ました」

　皇国インロンの第二皇子ロラン・ク・インロンへの口調としては、恐ろしく飾かざり気けがなく、単調であり簡かん潔けつすぎる言葉だった。

　しかし声をかけたルオ・スーにとっては、これ以上ないほど気を遣つかっているし、礼れい儀ぎを心こころ得えた言葉だとシェイも皇子本人もよく解っている。

　皇子の私室とも言える部屋で、食卓いっぱいに広げられた食事をとっていた皇子は、その声に顔を上げた。

　シェイは一緒に食卓についていたものの、食事をしていたわけではない。

　広げられた料理は、すべて皇子のためのものだ。皇子の地位に合わせて豪ごう勢せいな食事を用意しているのではない。これが皇子の普通の食事の量だった。

　毎度毎度、シェイは見ているだけでお腹なかが膨れるのだが、皇子は優ゆう雅がな動きで箸はしを進め、決して乱らん雑ざつにはならず、口いっぱいにほおばっているわけでもないのに、あっという間にこの量を胃に収めてしまう。

　いったい皇子の身体は何で出来ているのか。

　いつもシェイが不思議に思うところだったが、慣れた光景に物申すつもりもない。

　皇子が必要だから食べているのだと解れば充じゆう分ぶんだった。

　もともと、皇族は食事量が多い。

　魔術士のように魔ま力りよくを使えるわけでもないし、軍隊の訓練で消しよう費ひしているわけでもない。それでいて、毎度この食事をとらなければならないことが、皇族の不思議だ。

　それに慣れているルオもシェイも、皇子の食事の邪魔はしないように耳だけを借りるのはよくあることだった。

　時間を無む駄だにしないことが、第二皇子の性せい質しつでもあったからだ。

「うん」

　ひとつ頷いた皇子へ、ルオは書類を何枚か渡す。

　ルオはシェイと同じ皇軍の軍人であり、第二部隊二班に所しよ属ぞくする魔術士だ。

　皇軍は大きく四つに分かれており、第一部隊は重要人の警けい護ご・宮きゆう殿でん警けい備びという皇族に一番近くいるための部隊だ。ここは戦せん闘とう能のう力りよくよりも守備能力が問われ、どんなときでも瞬しゆん時じの判断と行動力が問われる場所であり、皇族の覚えもめでたくなるため、花形部隊といっても良かった。

　第二部隊は諜ちよう報ほう部ぶだ。政まつりごとに携たずさわる者たちの動向や、町の小さな噂うわさまで聞きつけて皇族に報告する役目を持つ。その内容で、皇族は国を良くするための決けつ断だんをすることが多い。不正をしている役人などが、すぐに摘てき発はつされるのはこの部隊のお蔭かげだ。彼らに秘密というものはほとんどない。ルオはここに所属する。ルオの能力は魔術士の中でも特とく殊しゆであり、皇子からも重ちよう用ようされていた。

　第三部隊は軍事と軍備に努つとめる。この部隊で一番必要なのは、戦闘能力だ。守ることより、戦うことに重きを置いている部隊であり、戦争があれば先せん陣じんに立つ者が多い。ここが今のシェイの職場だ。

　第四部隊は各町の警備だ。塀へいに囲われた町への入り口で、不ふ審しん者しやを見み極きわめるために目を光らせるのも、町で起こる事件を扱あつかって処しよ理りするのもこの部隊だ。さらに各町を治める町主たちの職しよく務むを見張る役目もあるため、この部隊では書類を整理する能力と、人を見極める力が必要になる。

　シェイは正直に言えば、どこの部隊の経験もあった。

　あまりに魔術士としての魔力が強いため、どこが一番最適な部署かを考え、すべてを経験させられたからだ。

　シェイは幼おさないときに魔力が発はつ現げんし魔術士となり、ある程度訓練を受けただけで皇軍に入ることになった。どこに配属されるか思案されたとき、何故か年齢が近いからと、第二皇子の護ご衛えい兼遊び相手にも選ばれた。こうして皇子の私室に呼ばれ、食事をしている皇族の前に座っていられる権利を持つのも、当時からの付き合いだからだ。

　皇子は尊敬出来る人であり、主しゆ君くんと仰あおぐのに相応ふさわしいとシェイは思っている。皇軍の誰もがそう思っているからこそ、皇族のなかで第二皇子が皇軍の指し揮きを執とっているのだろう。

　今日もまた、何かの情報を持ってきたルオの報告書を食事の手を止めることなく見ていたが、一通り見終わるとそれをシェイに渡してきた。

「いいんですか？」

「うん」

　簡単に頷いた皇子に、遠えん慮りよなくシェイは報告書を受け取る。

　ルオはその間、皇子の中へ食べ物が消えていく光景を眺ながめている。ルオは基本表情の変化がないように見えるが、慣れてくればいくらか変化しているのが解る。

　今は、とりあえず不思議な皇子の食事風景を面おも白しろいと思っているのだろう。

　シェイはルオの報告書に目を通し、顔を顰しかめた。

　内容が、シェイにとって見み逃のがせないものだったからだ。

「ルオ──これは本当に？」

「ウン」

　皇子とは少し違う頷きに、シェイはますます眉まゆ根ねを寄せた。

　報告書にあった内容は、簡潔に言えば「暗あん殺さつ計画」だ。

　今、皇国インロンで力をつけている治癒士による、この先大きく広がり貢こう献けんしていくだろう医い士しを潰す計画だった。

　シェイは医士を知っていた。

　広い国土を有する皇国インロンで、一番知名度の高い魔術士は治癒士だ。魔術士も多いわけではないが、その中でも治癒士は数えるほどしか存在していない。少ないが、その能力の重要性から知名度が高い。人を治す治癒士は、国中から敬われ、そして恐れられる存在でもあった。

　その魔力のすさまじさは同じ魔術士であっても驚くことが多い。

　魔力の保ほ持じ量りようにもよるようだが、致ち命めい傷しようとも言える傷や不ふ治じの病など初めからなかったもののように治してしまう。

　それにより国民からは、憧あこがれと畏い怖ふの気持ちを持たれ、同じだけ強欲さに嫌けん悪おされてもいる。

　高額な対価を要求する治癒士にかかれない者たちは、薬くす士しを頼ることが多い。薬士は知識を持ち、薬草や鉱こう石せきなどから怪我や病気に対する薬を作り出す者たちだ。これは力も金も持たない一般人が見つけた生活の知恵から広まり、深く研究された結果でもある。

　そして近年、静かに広まりつつあるのが医士という存在だった。

　彼らはこれまでの誰より、特殊な者たちだ。

　傷や病気をなかったことには出来ないが、その人の持つ力を復活させようと、もともと人間が持つ治癒力によって治せるように、手伝いをするというのが彼らの生なり業わいだ。

　知識は薬士よりも深く、その技術は人体の隅すみ々ずみまでよく調べられている。

　しかもみな勤きん勉べんであり、治ち療りようの対価は安価だ。

　そんな彼らが国中に広まっていないのは、第一に忌き避ひされている勉強の仕方から。第二に治癒士に睨まれていることが大きい。

　医士は、引き取り手のない死体を高額で引き取り、ちゃんと供く養ようするという誓せい紙しを作り、遺体を切り刻み、人の身体についての研究をしている。

　内容を知れば、一般の者たちは敬けい遠えんする。

　だがその技術は、結果からみると素晴らしいものだった。

　確かに、治癒士ほどの魔力はないが、治癒士に頼れない者からすると同じだけの力を持つと言える。

　彼らの存在が広まれば、きっと皇国インロンはさらに大きくなるだろう。

　それを理解しているから、第二皇子は医士という存在に目を配り、国として擁よう護ごすべきだと思っているようだった。

　皇子が医士というものを知るきっかけになったのは、二年ほど前に起きた、医士を纏めるロンファ一族の族長であるヤンファの殺害事件だ。

　自然死ではなく、明らかに殺された状況でありながら、犯人は見つからないまま終わっている。調べを進めた皇軍に不ふ備びがあったわけではない。ただ、見つからないのだ。

　おおよその見当は付いているものの、証しよう拠こがなければ立りつ件けん出来ないのは皇子にも解っていたため、ますます医士という存在を守ろうと決めたようだ。

　彼らを守るためには、彼らを知る必要がある。

　どんな者たちがいるのか。どれくらいの規模なのか。これまでの成果も必要であり、現状も知るべきだ。

　それらを調べていたのがルオであり、その結果がここにある。

「暗殺計画」とは穏おだやかではない。

　しかも対象が、医士を広めたロンファ一族の若き族長とあっては、シェイにとっても見逃せる事態ではなかった。

　シェイはロンファ一族の新しい族長である、リイファを見知っている。

　間もなく成人する女性医士で、若いながらもその力量は族長と呼ばれるにふさわしい。そして族長に伝わる秘術も知っている重要な存在だった。

　あるとき、皇こうの都ザーランにある医士の診療所近くで、シェイはリイファを見かけた。

　彼女はそのとき、子供が飼っていた犬を診みていた。

　犬は犬であり、ただの愛あい玩がん動物だ。しかもその子供は何の力も持たない庶しよ民みんであり、犬はおそらく拾ったもので、正直なところ診る価値はないに等しかった。

　医士の治療対象である人ですらないのに、リイファは泣いている子供のために、その犬を治療していた。

　獣けもの相手の真剣な顔と、治療が無事終わったときの笑顔。

　その姿にシェイは、はっきりと言えば落ちたのだろう。

　恋というものに。

　それ以来、彼女が誰なのか。何をしていたのか。どうして犬を治していたのか。すべてを知りたくなって、すべてを調べた。

　諜報部隊にいた頃の知識をこんなにも役立てたのは初めてかもしれない。

　どうやって近付こうか、と考えていたときに、この「暗殺計画」だ。シェイの感情が冷めて皇子の私室の空気が冷ひえ冷びえしたものとなっても仕方がないはずだ。

　こうして、シェイはすぐにリイファを救い、最近図ずに乗るばかりで治癒士としての根本的な使命を忘れた彼らの制せい裁さいも兼かねた計画を練ねり始めた。

　ここのところ目に余る行動を起こしている神教を一いつ掃そうするのにも都合が良かった。

　医士の能力を買っている皇子は協力的であったし、立てた計画にルオの力は必ひつ須すだ。

　リイファを守るため。

　すべてはそれだけだった。

　そのために、リイファが泣いて傷ついても仕方がないと思うくらいに、シェイの想いは強かった。

　ルオの能力は、他人の記憶を見ることと、それを盗ぬすめることだ。条件が付くものの、ルオには誰の記憶を見るのも簡単だった。

　シェイたちの立てた計画は、まずリイファを守るために「暗殺計画」を立てた治癒士たちの中に仲間として入り込む。それからリイファを助けるために、彼女へ近付くこと。

　リイファの暗殺を企て、それを当然と思っている輩やからと一緒にいるのは、不快でしかなかった。いっそ奴やつらの首をすべて刎はねてしまいたいと思うことはしょっちゅうだったが、計画は概おおむね順調に進んだ。

　リイファが旅の間ひとりになるのは、すべてシェイがわざとそうしていたからだ。

　シェイがそばにいられない間は、陰にずっとルオがいた。記憶を戻すのに必要だったのもあるが、ルオの力はシェイがもっとも信用するところでもある。記憶を奪うだけがルオの能力ではない。

　しかし、わざとひとりにさせたのだと理解していても、どうして自分がそばにいられないのか、心は常にざわついていた。闘とう争そう本ほん能のうを剝むき出しにした獣のようだ、と皇子に窘たしなめられたが、他の誰かといるリイファを見るだけで落ち着かなくなる。

　本当なら鳥かごにでも入れてひとりで愛めでていたい。

　その光景を思い浮かべることで、シェイの心は凪ないだ。そうすることで自じ制せい心しんを保っていた。

　そして、シェイの魔術士としての魔力を信用しているのか、もともと間ま抜ぬけなのか、治癒士と彼らと手を組んだ神しん教きようの教きよう祖そたちは計画通り取り押さえられた。あまりの呆あつ気けなさに物足りなさを感じたほどだ。それは彼らが自分たちの利り益えきしか考えていないからだろうが、今回はその間抜けさを利用させてもらい、自分たちの計画を成功させた。

　リイファから記憶を抜いたのは、それを取り戻すために一いつ旦たんは仕事を忘れて国を回らせることと、リイファの医士としての力を国中へ知らしめていくことが大きな理由だった。

　リイファたち医士は成人すると、国中を回り、修行と称して医士の名を広めることが決まっている。その事実を知ると、ひとり旅など許せるはずがないとシェイは憤った。

　リイファに近付いたのは、彼女の身を守るためであり、それを信じてもらうためならと、自分の顔すら利用した。

　悪くないと自じ負ふしている容よう姿しは、少しでもリイファに気に入ってもらえるなら、この顔に生まれて良かったと思う。

　結婚までしたのは、旅の間の身分を実じつ証しようし、守るためだ。彼女には安全のために自分の魔術士としての立場を利用してもらっても構わない、ととことん下手に出た。契約婚だろうと、結婚してしまえるならシェイにとっては好こう都つ合ごうだった。

　ついでにリイファの記憶を奪えば、彼女は暗殺計画に巻き込まれていると怯えて過ごすよりも、自分の記憶を取り戻すことに集中し、不備なく守れるだろうと思ったからだ。

　たとえそれが、後になってリイファの心を深く傷つけようとも、彼女を守れるのなら構わなかった。

　いや、むしろリイファの心に深く何かを植えつけられるなら、傷でもいいとシェイは思った。

　そして傷であるなら、より大きなほうがいいとも考えた。そのほうが、深くリイファの心に残り、決してシェイを忘れることはないだろう。

　昏くらい悦びに似たものを感じながら、シェイたちの計画は上手くいったと言うべきだった。

　結果としてリイファはシェイのものになったし、そのすべてを守ることが出来た。傲ごう慢まんになっていた治癒士たちを、皇子の、皇軍の傘さん下かに組み込むことにも成功したし、医士という名を国中に広めることにも成功した。

　そしてとうとう、シェイの腕の中にリイファを収めることが出来たのだ。

　それがなにより、シェイにとっての成功だった。




「もう二度と離さないから安心して」




　腕に抱いた柔やわらかなリイファの感触を確かめ、喜びに浸りながら気持ちを伝えると、腕の中で震えていたリイファの身体がびくりと動いたが、それは安心したせいだろうとシェイは思い込むことにした。
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　大きな胸に抱かれ、恥ずかしさに隠れたいと思いながらも、安心していられる場所にほっとしていると、いつの間にやらシェイの乗ってきた馬車に乗せられ、大きな屋敷へ連れられた。

　シェイの腕の中に安あん堵どを感じても、恥ずかしさがなくなったわけではない。

　リイファに会いにくるとしても、こんな大げさなことをしでかした意味が解わからず、ただリイファを混乱させたことにもう一度怒おころうと思っていたのだが、その屋敷を前にして言葉を失なくした。

　ここは、シェイの屋敷らしい。

　リイファの家は診しん療りよう所じよと多くの医い士しを居い候そうろうとして抱かかえているため、それなりに広さのあるものだと思っていたが、広いだけの普通の家だ。

　こんな「お屋敷」と呼ぶにふさわしい場所と比べられるものではないと思うが、それでもこの違いはなんなのか、と驚く。

　おそらく、地位ある魔ま術じゆつ士しというものと、ただの医士との違いなのだろう。

　しかもリイファはこの屋敷の主人の妻になったようなのだ。

　ここで、リイファはシェイの本名を知った。

　シェイ・ファン。それがシェイの名前だ。

「名みよう字じ持ち!?」

　リイファが驚いたのは、皇こう国こくでは名字は皇こう帝ていが付けるものであり、皇こう族ぞくが認めたものでなければ得えられないものだった。

　婚こん姻いんの誓せい紙しに、ちゃんと本名を書いた、というシェイは、本当にそこへ「シェイ・ファン」と書き込んでいた。だから、今この小指に嵌はまっている指輪は本物だと言う。

　いったい何にどれほど驚けばいいのか、とリイファが目を回しそうになったところで、客間に座ったリイファにシェイはこれまでのことを話した。

　それらは、リイファの思考でついていけるものではなく、さらにリイファを戸と惑まどわせた。

　リイファは命を狙ねらわれていた──

　それが確かなことで、シェイたちの狙いはその「暗あん殺さつ計画」を立てた治ち癒ゆ士しやそれに与くみするものたちの一いつ斉せい検けん挙きよにあったようだ。

　ゆっくりと理解したあとで、顔を顰しかめてしまっても仕方のないことだと思う。

「暗殺計画」を阻そ止しするための囮おとりにされたとあっては、しかも事じ後ご承しよう諾だくとあっては、素直に受け入れ喜べるものはいないはずだ。

　あの日、理解したように受け入れたのは、許きよ容よう量りようを超えた事じ態たいに心が、思考が止まっていただけで、どうにか体てい裁さいを取とり繕つくろっていただけだと今なら解る。

　無事でよかったから許す、なんて言えるほど、リイファの心は広くない。

　もう一度怒りを思い出し、盛せい大だいに眉まゆ根ねを寄せて、機き嫌げんの悪さを見せつけてやったというのに、シェイは嬉うれしそうにそれを受け止めた。

「……どうして笑っているの？」

「リイファは可か愛わいいなぁと思って」

「その目はちゃんと働いているの!?」

　本当に同じ世界を見ているのだろうかと訝いぶかしんでしまうほど、シェイとリイファには隔へだたりがあるようだ。

「どんなリイファでも可愛いってことだよ。大丈夫、ちゃんとそばにいるから」

「…………」

　また思考を読まれた、とリイファが憮ぶ然ぜんとなるのは仕方のないことだ。

　記き憶おくを盗ぬすんだのはルオという魔術士だと解り、彼が皇こう軍ぐんの軍人であることも理解したが、シェイもまた、人の心を読む力を持っているのだろうかと疑ってしまうのも、無理はないはずだ。

「僕の力は、どちらかと言えば人を傷きずつけたり制せい圧あつすることが得意かなぁ。人の頭の中は見えないよ」

　本当にそうだろうか、と疑いたくなるほど、シェイはリイファの気持ちを読んでいる。

　シェイはリイファの前にいることが嬉しくてならない、というように顔を綻ほころばせた。

「リイファが顔に出し過ぎてるんだよ。そんなところも好きだよ」

「…………！」

　さらりと告白されて、リイファは顔が熱くなるのを抑おさえられなかった。

　いったいどこをどうしたら、こんなにも自然に女性を口く説どけるようになるのか。

　顔を赤くしたリイファは、まさにその返事を答えてしまっているようなものなのだろう。

　気持ちを読むシェイに伝わっていないはずがなかった。

　嫌きらいとはっきり言ったのに、心の中の言葉もきっと見み透すかされているはずだ。それがまた悔くやしくて、リイファは腹立たしい。

　シェイは椅い子すに座ったリイファの前に片かた膝ひざをつき、指輪の付いた左手をそっと取った。

「リイファ」

　いったい何が始まるのか、と驚いて目を瞬まばたかせたリイファの目の前で、シェイはその指輪に口付ける。

「改めて、言うよ──僕と、結婚してください」

「────！」

　口を開いたものの、リイファは何も答えられなかった。

　突然すぎる！　と驚いた理性が壊こわれそうになっていたのだが、シェイはそれも理解しているのか、微笑ほほえんだ顔で真剣にリイファを見ていた。

　その目は強い。

　そして怖い。

　リイファはどこか怯おびえながらも、それに抗あらがう幼おさなさをもう必要としていなかった。

　踏み出して、自分のものにしてしまいたいという衝しよう動どうが込み上げるほど、リイファはもう充じゆう分ぶん、シェイを好きになっていた。

　ひどいことをされた、と今でも怒りを覚える。同じだけ、リイファは悲しみも感じる。

　しかしそれらを埋うめてしまえるのも、結局シェイだけなのだ。

　今更素直に好きだなんて言えないけれど、常にリイファの気持ちを読んでしまえるシェイには、言わなくても通じているはずだ。

　悔しい。でも、嬉しい。

　人を好きになるって、こんなにも複ふく雑ざつなものだったのかと、リイファは初めて理解した。

　絡からみ合う視線で、リイファの気持ちを理解したのか、シェイが目を細める。




「僕と、幸せになってください」

「──はい」
















　リイファは、そう答える以外の返事を持たなかった。

　好きだとは言えないけれど、彼と幸せになりたい。

　仕事に没ぼつ頭とうしていれば、充じゆう実じつした人生だったかもしれないけれど、幸せかどうかと問われると、リイファは解らなかった。

　知らずリイファは顔を綻ばせながら、手紙を書こうと決意した。

　帰って以来、仕事に明け暮れていたのもあるが、国中を旅して出会った人々への手紙は未いまだに書くことが出来ずにいた。

　それはすべて、想いを封印しないと、思い出すと傷が開くのが解っていたため躊躇ためらっていたせいだが、今なら書ける。

　シェイと過ごしてきた日々を、思い出しても辛つらくないと感じられるからだ。

「どうしたの？」

　笑ったことを問われて、リイファは素直に答えた。

「みんなに、手紙を書こうと思って」

　どこへ、誰に、と問わず理解したのはさすがシェイだった。そして、笑んだままの次の言葉もやはりシェイだった。

「まずは僕に恋文を書いてからね。──内容は確認するよ？」

「──心が狭せまい!!」

　あまりに変わらなさすぎる夫に言い返してから、リイファは笑った。

　この調子でこれからも振り回されるのだろう。

　でも、振り回されてもシェイのそばにいるのは、幸せだと言えるかもしれない。




　きっと、この先も穏おだやかな生活ではないだろう。

　医士として忙しいリイファに、魔術士として絶大な魔ま力りよくを持つシェイ。

　もしかしたらすれ違うときもあるかもしれない。嫉しつ妬と深ぶかい夫に振り回されるときもあるかもしれない。

　でもどんなときでも、幸せでいられることは間違いないと、リイファは確信出来ていた。










　ここに、皇国インロン第二皇子が纏まとめた、魔術士シェイ・ファンと医士リイファの婚姻が認められた。

　それは瞬またたく間まに国中に広がり、医士としての名と共に、リイファが活かつ躍やくする最初の一歩になった。

　医士として、国中の民に新しい命を吹き込むリイファは様々な人から慕したわれたが、その隣となりにはいつも嫉妬深い魔術士がいることも有名だ。

　それでも仲の良いふたりに肖あやかりたいと、リイファとシェイが婚姻の儀ぎ式しきをしたザーランの町まち外はずれの小さな祭さい壇だんは、今も予約でいっぱいになっていると言われている。

　ふたりが幸せになるために、力の限り手を貸していた魔術士のルオ・スーは、その仲なか睦むつまじい親友夫婦を見て、いいなぁと呟つぶやいた。

　その視線の先は、まだ闇やみしかない。











終
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　こんにちは初めまして秋あき野の真しん珠じゆです。

　魔法もファンタジーも大好きな秋野です。今回、このご依頼を受けたとき、制限のないファンタジーという内容に心ときめきました！

　なんでもいいんですよね！

　自由な世界で魔法が使えて、なんでも出来る！

　と幸せな気持ちで妄もう想そうを始めたところ、出来上がったのは……あら？　魔法が、なんか地味な……目立たないような……こんな結果に！

　こちらを先に読まれる方がいらっしゃるなら、本編はどうぞ期待薄な感じでお願いします。

　期待を大きく裏切られた！　という残念感が少し薄まると思われます。

　魔法の世界と可か愛わいいヒロインとちょっとアレなヒーローで恋愛ものにしてみたら、出来上がったのがこちらの秋野ファンタジーになります。

　魔法の見せ場少なッとか。思われた方、秋野もなんでだろうな？　と思っています。

　ふっしぎー。

　まさにそれがファンタジーかもしれません。




　そんな秋野ファンタジーはさておき。

　このたび、拙せつ作さくを手にしていただきありがとうございます！　遅ればせながらお礼を申し上げます。

　きっと可愛い格かつ好こういい表紙に惹ひかれた方もいらっしゃるはず！　私も好きです！　芦あし原はらさま、可愛く美しく妖あやしいイラストを本当にありがとうございます。絵を見るだけでひとりにやにやしております。

　私の頭の中では文字しかないのですが、人が動いてものっぺらぼうなのですが、イラストを見た瞬間に彼らが動いてくれて、脳内お花畑状態になります。

　幸せです。

　こんな好きなお話を好きに書かせていただけて、さらにお世話になりましたご担当さまにも感謝を！

　世界に向けて感謝を叫さけびたいです。




　最後になりますが、ここまで読んでいただいて解わかるかもですが、秋野はあとがきが苦手です。何をいったい書けばいいのか解りません。今すでに解っていません。

　とりあえずお礼だけは忘れずに、この本を手にしていただいた方々に申し上げます。

　秋野ファンタジーにくすっと一緒に笑って楽しんでいただければ幸いです。

　ご拝はい読どくありがとうございました。





二〇一六　冬の日に　　秋野真珠
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